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一夜の艶事からお見合い夫婦営みます～極上社長の強引な求婚宣言～










プロローグ




「どうする？　俺と結婚、するよね？」

「……んっ、や、わかんない……か、ら……っ」

　イヤイヤをするように首を横に振る彼女の胸元に、拓たく海みの額から汗がポタリと滴したたり落ちる。

　色白な彼女の素肌には彼がつけた朱あかい印が、淫みだらな花を咲かせていた。

「わかんないってことは、その気があるってことだね」

「ちがっ……もう……っぁ」

　苦く悶もんに満ちた中にときおり現れる、恍こう惚こつとした表情を見るにつけ、弱点を見つけ出してもっと攻めたくなる。

　ほかにどんな顔を見せるのだろうかと、その先を知りたくなる。

　出会ったばかりなのに、こんなにも興味を引かれるのはなぜなのか。

　快楽の果てに落ちてはなるものかと必死に抵抗する彼女の唇を塞ふさぎ、揺らし、一緒に高みを目指していく。

「ねぇ、実み花か子こ、俺は絶対にキミを手に入れるから」

　呼吸を弾ませ、甘い吐息を断続的に漏らす彼女は、拓海が一ひと際きわ激しく揺らしたそのとき、大きな波にのまれるようにしてそのまま意識を手離した――。










怪しさ満点のお見合い相手




　焦点の定まらない目と震える指先。ときおり襲う胃のムカつきをかろうじて抑えながら、上うえ原はら実花子はやっとの思いで自宅のドアを開けた。

「ただいま帰還いたしました……」

　瞼まぶたを閉じた状態で敬礼のポージングをしたが、ペッタンコのパンプスの足元がふらつく。ただいまと告げたところで力尽き、玄関先のフローリングにバッタリとうつ伏せに倒れ込んだ。

　桜はとっくに散り、昼間はポカポカ陽気の四月末。ひんやりするフローリングは、熱くなった実花子の体に心地いい。

　ふとスリッパの音が近づき、それを遠くで聞いているような不思議な感覚に身を委ねる。

「おいおい、こんなところで寝るなって」

　突如、呆あきれたような声が上から降ってきた。

「……ごはん……ちゃんと食べた？」

　うつ伏せのせいか声がこもる。意識がはっきりとしないまま問いかけたが、「食べた」と間かん髪ぱつを容いれず答えを返された。

（えっと、それからなんだろう）

　実花子の頭は普段から回転が速いほうではないが、鈍いなりに懸命に働かせる。

（――あ、そうだ）

「宿題……宿題はちゃんとやった？」

「はぁ？　んなもんないよ」

　やっと見つけた確認事項は、とうに古い情報だったらしい。

　堅いフローリングの上だというのに、水に漂う葉っぱのごとくゆらゆらと揺られているよう。実花子はそう錯覚する理由を自分でもよくわかっていた。

　そのまま目を閉じていると、片方だけ足に残ったパンプスを脱がされる気配がし、続けざまに両腕を引っ張られる。そして、まるで水揚げされたマグロのようにズルズルズルと、人肌を微み塵じんも感じられない冷たい床の上を引きずられていく。

　お願いだからもっと優しく運んでと思うものの、口を開くのは億おっ劫くうなうえ、口ごたえができる状況でもない。運んでもらえるだけありがたいと思うしかなかった。

　室内まで引っ張ってこられると、解放された弾みで両腕が床に打ちつけられる。

「痛っ……！」

　ひどい状態といえど、痛みは鈍っていないらしい。わざわざ確認する気にはなれないが、手の平はきっと赤くなっているだろう。

　せめてもう少しそっと下ろしてもらいたかったと思っていたら、今度はゴロンと体が反転。うつ伏せの状態から仰向けへさせられた。

「うわっ！　酒くせー」

　わざわざ目を開いて確認しようとは思わないが、声の主はきっと鼻を摘み、もう片方の手で実花子から立ち上るにおいを払っているに違いない。さぞかし険しい表情をしているのだろうと簡単に想像できた。

「なんだよこのにおいは！　またいつものところ？」

　その通りですと心の中で答える。

　行きつけの焼鳥屋『一いっ休きゅう』。このにおいは、まさしくそこでつけてきたものだ。煙とアルコールにおじ様臭。トリプルで仕上がったものである。

　女性があまり近寄りたがらないような煤すすけた店でひとり焼き鳥を食べながら一杯やるのが、実花子はなによりも好きなのだ。

　カウンター席に腰をかけ、たまたま隣り合った紳士と仲良くなることもしばしば。どういうわけか実花子は、五十代や六十代の男性と波長が合う。かといって、おじ様趣向ではないが。

「ほんと、酒癖が悪いというかなんというか……」

　大きなため息が聞こえ、実花子は満を持して重い瞼を持ち上げる。

　声の主は実花子が目を開けたことに気づいたらしく、顔を近づけてまたもや「うっ！」と口元を手で覆った。

（そんなに臭いの……？）

　自分のにおいは自分ではわからないもの。鼻で大きく息を吸ってクンクンしてみるが、臭さは感じない。

「……お水、ちょうだい」

　実花子の要望に「へいへい」と言いながらキッチンへ向かった人物、上原祐ゆう介すけは彼女の弟である。中学二年生の十四歳、実花子にとってかわいくて仕方のない弟だ。

　実花子自身は二十八歳で、世間一般的にいうと女にどんどん磨きがかかり、三十代を目前にこれからさらに女っぷりを発揮していく年齢である。

　ところが、彼女は女っぽいという言葉からは対極にいるといってもいい。スカートは高校の制服を脱いで以来穿はいた記憶はなく、かろうじて女性らしさを感じさせる長い髪の毛は後頭部にゴムで一本縛りという味も素っ気もない髪型だ。鼻筋こそ通っているが、特別美人でもないのにメイクも手抜き。女を一番磨ける恋も、遠い昔の記憶である。

　でも、それでいいと実花子は考えている。恋愛も結婚もまだ先の話。

「はい、水」

「……ありがと」

　祐介に介助されながら起き上がり、ペットボトルを受け取った。ふたを開けようと捻ひねるが、酔っ払っているせいか力が全然入らない。

「貸して」

　見かねた祐介が実花子からペットボトルを取り上げ、あっさり開封して再び彼女の手に握らせる。

「……ありがと」

　生活費の面倒をみているのは実花子に違いないが、上原家を精神的に支えているのは、頼りになる優しい祐介だとつくづく思う。

「ったく、飲みすぎだって。体壊したらどうするんだよ」

「大丈夫、大丈夫」

「その自信はどっからくるんだか」

　祐介は呆れ顔で見下ろした。

　その祐介こそが、結婚はまだ遠い先の話だと思わせている存在。彼を一人前にすることが、実花子に課せられた使命なのだ。両親を亡くしているから、余計に絆きずなが深まったのかもしれない。

　父と母が交通事故で亡くなったのは六年前。ちょうど実花子が大学四年生の秋、祐介はまだ八歳だった。

　すでに就職先は決まり、大学の学費も納めてあったおかげで、無事に卒業できたのは幸いだった。

　それからはふたりで肩を寄せ合い、地上八階建てマンションの三階で暮らしている。両親を亡くしてから移り住んだ築十年の２ＬＤＫで、姉弟で住むには十分な広さだ。

　とにもかくにも恋からも女からも遠ざかっているのが、上原実花子である。

　五百ミリリットルの水を一気に飲み干し、襲ってきた眠気に再びバタンと体を倒す。

「おいっ、ねえちゃん！　こんなところで寝るなって！　おーいっ……」

　その声が次第に遠くなり、なんとか保っていた意識はぷつりと途絶えた。




（――イタタタ。頭が割れるように重い）

　鉛なまりで覆われたかのような瞼をこじ開けたら、カーテンの隙間から差し込む光が実花子の目を突き刺した。なんて容よう赦しゃのない太陽だろうか。

　窓から顔を背け、寝返りを打つ。

（ベッド？　あれ？　私、いつの間にベッドまで来たの？）

　実花子の記憶違いでなければ、昨夜はリビングで眠りこけたはず。それがベッドにいるということは……。

「ねえちゃん、起きたか？」

　不意に祐介が部屋にズカズカ入ってくる。彼は遠慮という言葉を知らない。

「……おはよう。祐介がここまで運んでくれたの？」

「おはようって時間でもないけど。すっげー重かった」

　唇を尖とがらせて不満顔をする。

　中学生の男子といえど、身長は一六二センチの実花子と体格差はほぼないのに、よくベッドまで運べたものだ。

「ごめんなさい」

「あんなところで寝て、風邪ひいたら大変だろ？」

「……ありがとうございました」

　姉の威厳はまるでなし。実花子は重い頭のまま起き上がり、ベッドの上で正座した。

「シャワーでも浴びれば？」

「はい」

　そうでもしなければ、アルコールにやられたポンコツ頭はエンジンがかからないだろう。実花子はしょぼんと項うな垂だれた。

「今日はなんも予定ないのか？」

　そう聞かれて首を捻る。

　今日は何日だろうか。二日酔いのせいか、日にちや曜日の感覚が鈍る。

　ベッドに転がっていたスマートフォンをタップして確認したら、今日は土曜日。仕事が休みで助かったとつくづく感じる。こんな状態では、午前中いっぱいはなにも手につかなかっただろう。

　ところがホッとしたのも束の間、頭をあることがよぎる。

「今日、三十日？」

「そうだけど？」

　祐介はだからなんだといった顔で実花子を見た。

　実花子の目も頭も一気に冴さえ渡る。大事な約束を思い出した。

「大変！」

　ベッドから転げ落ちる勢いで下りたが、少しの間正座していただけで痺しびれたやわな足がふらつく。またもや祐介に支えられ、今度こそ本当に立ち上がった。

「どうしたんだよ」

「シャワー浴びて、急いで出掛けなくちゃ」

　時刻は午後三時。いったい何時間寝ていたのかと自分に呆れる。

　支度にかかる時間と移動距離を考えると、約束の五時にはギリギリだ。

「どこに？」

「えっと、ちょっとね……」

　実花子にはまだ考えられない未来の話だが、酔った勢いで安請け合いし、あとで大変な話を引き受けたと気づいたものの後の祭りだった。

　いつもの焼鳥屋で、五十代半ばの弁護士、白しら鳥とり幸こう三ぞうと出会ったのは半年ほど前。何度か一緒に飲んで親しくなるうちに突如お見合い話を持ちかけられ、お酒で気の大きくなった実花子は軽いノリでうなずいてしまった。

　お酒の場での約束なんてないに等しい。社交辞令と同じようなものだろう。

　そう高をくくっていたら、後日、白鳥から日程の連絡が来た。

　最初は固く断っていたが、彼もなかなか譲らない。一度会うだけでもいいからと半ば丸め込まれる形となった。そもそも弁護士に口で敵うはずがない。

　相手の男性については『なかなかの男なんだよ』という以外聞かされていないが、きっと会えば向こうから断ってくるだろう。なにしろ実花子は容姿にまるで自信はなく、結婚の意思もないのだから。

　深く考えると嫌になるため、気楽にやり過ごそうと決めた。




　シャワーを浴びて支度をしマンションを出ると、お見合いの日に相応しい、雲ひとつない青空が広がっていた。春の霞かすみがかった空は、二日酔いの実花子には少し眩まぶしいくらい。

　夕方間近の優しい日差しを受けながら駅まで歩くこと五分。そこから電車に揺られ、指定場所の最寄り駅で降りる。

　はじめて降り立った駅の前には緑鮮やかな公園が広がっていた。そこを抜ければ約束のカフェはあるはず。

　穏やかな園内はベビーカーを押しながら散歩する夫婦や、子ども同士で走り回る姿があちらこちらで見える。

　そんななか足を進めていると、ある大きな木の前で小学校低学年くらいの女の子が泣きべそをかいている光景に出くわした。

（どうしたんだろう……）

　辺りを見渡してみたが、近くに親の姿は見えない。迷子にでもなってしまったか。

「どうしたの？」

　近づいて声をかけたら、その女の子が空に向かって人差し指を向ける。

　その指を辿たどって見上げると、そこには真っ赤な風船が木の枝に引っかかり、風に揺られて気持ちよさそうにゆらゆらしていた。風船を飛ばされて泣いていたらしい。

「お姉さんが取ってあげる」

「……ほんとに？」

　女の子が涙目で実花子を見上げる。

「ちょっと待ってね」

　あのくらいの高さならなんとかなるだろう。

　お見合いといっても、スカートを持っていない実花子はパンツスーツにぺったんこのパンプス。木登りに最適とは言えないが、たぶん平気だ。

　女の子が不安そうに見つめるなか、肩の高さの枝に手を伸ばして足を持ち上げる。

　ところが、さぁ登ろうと思ったところで、実花子の目の前に突如として腕が伸びてきた。

「ちょっとキミ、なにするつもり？」

　見れば、そこには薄いブルーのシャツにカジュアルなジャケットを羽織った長身の男性が立っていた。

「なにって……」

　思いがけず声をかけられたため手は枝を掴つかみ、足は大股開きで木の幹にかけたまま。はたから見たら滑こっ稽けいな体勢で彼を見る。

　しかし木登りだと即答できなかったのは、人が突然現れたからではなかった。

　太陽の光で透けそうなサラサラの髪の毛。それと同じ色素の薄い、知的で温和な瞳。左右対称の切れ長な目元に、厚くも薄くもない形のいい唇。その男性は容姿端麗なうえ、まとうオーラが爽さわやかだったせいだ。

（王子様みたい）

　そう形容するにふさわしい男性だった。

　つい見み惚とれてボーッとしていたら、その男性の瞳が不審そうに揺れはじめる。彼の眉毛がわずかにつり上がったため、実花子は「あの風船を」と空を指差した。

「あれを取るつもり？」

　いったん空を向いた彼の視線が、再び実花子に舞い戻る。

「はい……」

「女性はそんなことをするものじゃない。俺に任せて」

「えっ？」

　言い終わるより早く、男性は木に登りはじめた。

　力のなさそうな風体をして、意外にも危なげなく登っていく。逞たくましいというよりは身軽な動きだ。あっという間に風船まで手が届き、今度はそこからピョンと軽快にジャンプをした。

「はい、どうぞ」

　そう言って実花子に風船を差し出す。

　実花子は慌てて「私じゃなくて、そっちの……」と、女の子を手で指し示した。

　男性は女の子の目線に合わせて屈かがみ、にっこり優しい笑みを浮かべて「もう手を離しちゃだめだよ」と風船を手渡した。

「ありがとうございました」

　ペコリと頭を下げた女の子がうれしそうに走っていき、揺れる風船はどんどん遠ざかっていった。

　その子が見えなくなるまで見送った男性は、まるで何事もなかったかのようにそのまま歩き出す。

「あ、あのっ」

　思わず実花子が呼び止めると、ポカンとした顔で振り返った。実花子の存在はすっかり頭からなくなっていたような表情にも見える。

「ありがとうございました」

　自分がお礼を言うのも変な気はしたが、木に登らずに済んだのだからよかっただろう。一応このあとにお見合いが控えているのだから。木登りでスーツが破れないとも、自分の体力を過信して無様に落ちないとも限らない。

「女性なんだから、木登りはするものじゃないよ」

「……はい」

　そんな扱いをされるのは何年ぶりだろう。飲みっぷりも食べっぷりも男性顔負けだと言われるため、女性だと認識されることはめったにない。

　女性らしいと言われたわけでもないのに、普通なら大したこともないセリフが実花子の心をくすぐった。

「それじゃ、急ぐから失礼するよ」

　軽く右手を上げてひらりと振り、男性は背を向けて足早に去っていった。

　彼が去った方向を呆ぼう然ぜんと見つめること数十秒。彼の姿が見えなくなり、実花子も目的の場に足を向けた。遅刻は相手に失礼だろうと小走りになる。

（それにしても綺麗な顔をした人だったな……。ものすごく身軽だったし）

　突然現れた彼を思い返しながら到着したカフェは、夕食時を前にして混雑しはじめていた。

　白鳥の名前を店員に告げ、窓際の隅の席へ案内される。こちらに顔を向けて座っていた白鳥が、実花子に気づいて手を上げた。

「やぁ、実花子ちゃん」

　白鳥はいつも同様にグレーのスーツ姿だ。弁護士に休みはないのだろうか。それとも、お見合いの席に合わせてそうした服装なのか。パンツスーツで来たのを今さらながら後悔した。

　とはいえ、これがありのままの姿だし、女らしさで自分をアピールしようとも思わない。なにせ一度会うだけの、先のないお見合いなのだから。

　シルバーヘアをきっちりと七三に分けた白鳥は、涙袋のぽってりとした穏やかな目元をしており、大きめの小鼻は高さもあって余計に大振りに見える。楕円形の銀縁メガネがトレードマークだ。

「遅くなってすみませんでした」

　約束の時間を五分ほど過ぎていた。

「いやいや、彼もたった今着いたところだよ」

　白鳥の斜め向かいの席、実花子に背を向けて座っていた男性がおもむろに立ち上がる。思いのほかスラッとした長身が、容姿のよさを瞬時に期待させた。ただ会うだけだと自分で言っているくせに、実花子もゲンキンだ。

　男性がゆっくりとした動作で振り返った瞬間、実花子の喉がひゅんと音を立てる。

「あれ？　キミはさっきの」

　あの〝王子様〟だったのだ。

「お転てん婆ばな女性じゃないか」

　恥ずかしい形容詞に頬が赤く染まる。いっぽうは王子様なのに、もういっぽうがお転婆だとは、なんて罪深い取り合わせだろう。

「……先ほどはすみませんでした」

　頬に熱を持ったまま頭を下げる。

「おや、ふたりとも知り合いなのかい？」

　白鳥が実花子たちを驚いた顔で見比べた。

「いえ、知り合いではありません。ついさっき、公園でちょっと」

　王子が爽やかな笑顔で答え、「ね？」と実花子に同意を求める。

「そうかそうか。恋のキューピッドが先にふたりを引き合わせていたとはね」

　白鳥の口から〝恋のキューピッド〟なんて単語が出てくるとは思いもしなかった。そもそも実花子たちにはその出番はないが。

「こちらは、椎しい名な拓海くんだ」

　白鳥に紹介された彼が微ほほ笑えむ。

「椎名拓海です」

「上原実花子です」

　お互いに頭を下げ合った。

「ささ、ふたりとも座って。堅苦しいのは抜きにしよう」

　実花子は白鳥の隣、拓海の前に腰を下ろした。

　形式ばったお見合いは互いに気を使うだろうと、気さくな雰囲気のカフェを選んだのは白鳥だ。お見合いといえば純和風の庭園を臨む座敷をイメージするが、実花子には似合わないと考えたのだろう。実花子自身も着るものや作法に困るから助かった。

　ただ、お見合いに変わりはないため、なんとも言えずそわそわする。

「実花子ちゃんはなにを食べたい？」

　白鳥がメニュー表を開いて実花子へ向ける。

「あ、はい」

　なにを頼めばいいだろうか。

「さすがにここには焼き鳥なんてものはないけどね。ハハッ」

　そういう暴露は勘弁してほしい。断る前提とはいえ、初対面の男性に焼き鳥好きな女だと思われるのはさすがにつらい。おじさんっぽさ丸出しだ。

「実花子さんは、白鳥さんとよく焼鳥屋で飲むそうだね」

「……はい」

　にこやかにしてはいるが、彼は内心どう思っているだろう。先ほどの木登り未遂といい、焼き鳥好きといい、とんでもない女を紹介されたと頭を抱えたいのではないか。

「実花子ちゃんの食べっぷりと飲みっぷりは、本当に爽快なんだよ、拓海くん」

「そうなんですね」

「白鳥さん、やめてくださいっ」

　必死に止めに入るが、白鳥はまったく意に介さない。

「いいじゃないか、本当のことなんだから隠したって仕方がない」

　弁護士なのに弁護してくれないとは。こういうときにこそ、その資質を発揮してくれたらいいのに。

　とはいえ、いくら王子様にときめいたといっても、実花子は結婚するつもりがこれっぽっちもない。女性には不自由していないだろうから、拓海自身も実花子同様、断るつもりでここへ来ているだろう。

　それなら……とメニュー表を独占する。

「エビピラフとシーフードグラタン、それからオニオンスープもつけてください。シーザーサラダもおいしそう。デザートは……イチゴたっぷりのパンケーキをお願いします」

　食べたいものを全部注文した。やけになって頼んでいるわけではなく、本当に食べたいのである。

　これには拓海も注文を取りに来た店員も目を見張る。白鳥だけはいつものことだと気に留める様子はなかった。

「それじゃ私は、このハンバーグでももらおうかな。拓海くんはなににする？」

「えっと、そうですね……それじゃ、同じもので」

　驚いた拓海は適当に注文を済ませたといった感じだった。

　これでいい。わざわざ女性らしく振る舞う必要はないのだから。

「実花子ちゃん、拓海くんはね、いくつも会社を経営しているんだよ」

　店員がテーブルから離れると、白鳥は早速、お見合いに相応ふさわしい話題に入った。

「そうなんですか」

　見た目はまだ三十歳そこそこに見えるが、意外と歳を重ねているのだろうか。

「いくつもといっても大手の企業じゃないから、そんな大それたことでもないんだよ、実花子さん」

「そうですか……」

　あまり興味がないとは、さすがに言えない。これが自分から望んだお見合いなら話はべつだが。

「二十五歳のときにＩＴ関係の会社を立ち上げて、それからは飛ぶ鳥を落とす勢いさ。まさにＩＴ界の寵ちょう児じ」

　白鳥は〝ヨッ！〟と合いの手が入りそうな言い方をした。

「やめてくださいよ、白鳥さん」

「ついこの間も会社をひとつ買収したじゃないか」

「あれは、白鳥さんのお力添えがあってこそですから」

　ふたりはそういったつながりがあったのかと実花子は妙に納得だった。拓海の会社と顧問契約をしているのだろう。

　実花子もＩＴ企業で働いている。以前勤めていた会社が倒産したため、入社してまだ二カ月にも満たないが、社員の福利厚生や給料に関連する裏方業務を担当しており、ＩＴ関連のことはほとんどわからないのが正直なところだ。

「それで、実花子さんはどういう仕事をしているの？」

「そういえば、私も実花子ちゃんの職業は聞いたことがなかったね」

　仲人なのに大丈夫？と余計な心配を抱いたものの、いつも会う一休でそういった話はしていない。実花子も白鳥が弁護士だと知ったのは、ごく最近だ。

　白鳥とする会話といえば、どこそこで食べた寿司がおいしかったなどという食べ物の話ばかり。教えてもらった店に行くのが、実花子の休みの日の楽しみでもある。

「私は――」

「お待たせいたしました」

　実花子が口を開いたタイミングで、店員がふたりがかりで次々と料理を並べはじめる。二往復して運ばれ、それほど大きくないテーブルは料理で埋め尽くされた。

　ほとんどが実花子の注文したもの。改めてその数を見て、さすがに注文しすぎたかと恥ずかしくなる。

「さぁ、では冷めないうちにいただくとしよう」

　白鳥の号令に従って、いただきますと手を合わせた。遠慮なくフォークやスプーンを持ち、料理に手を伸ばす。

（やっぱりクルトンのサクッとした歯ごたえは好きだなぁ。シーザードレッシングとの相性も抜群。ピラフのエビなんてぷりっぷり。オニオンスープはじっくり煮込んだ玉ねぎの甘味が出ているし、どれも最高においしい……！）

　実花子があれこれと堪たん能のうしていたら、拓海がクスクス笑いだした。

「……なんでしょうか」

「いや、ごめん。あまりにもおいしそうに食べるから」

　拓海に言われ、なにも返せない。事実おいしいのだ。

「ごめん、気を悪くした？」

「いえ」

　でも、笑われるのはあまりいい気分ではない。

「白鳥さんの言っていた通りですね」

　拓海が白鳥に微笑みかける。

　白鳥は実花子についてどう話していたのか。相手の耳に前もって情報を入れるのなら食欲絡みでないものにしてくれればよかったのにとは思うが、そもそも白鳥とは食べ物の話ばかりだから仕方ないだろう。

「だろう？　実花子ちゃんほどおいしそうに食べる人は私も知らんよ。食レポなんかやらせたら一級品だろう」

「そうですね」

　拓海まで大きくうなずいた。そこで意気投合するのはやめてほしい。

「さ、私と拓海くんのことは気にせずどんどん食べておくれよ、実花子ちゃん」

　気にせずと言われても目の前の拓海が急に気になり、実花子は萎縮するばかり。

　そんな彼女を見て、拓海はニコニコと王子様スマイルを崩さない。まるでオタマジャクシがカエルに進化するのを観察する小学生のように、実花子をキラキラした目で見ていた。

　食べづらい雰囲気ではあるが、食欲を抑えられずに黙々と食べ続け、空になった皿が実花子の前に続々と並ぶ。

　お互いの趣味や休日はなにをしているかなど、お見合いに必須の会話はなにひとつしないまま時間が過ぎていく。

　そのうちに、ただ一緒に食事をしているだけに思えてきた。

　三人そろって食後のコーヒーを飲んでいたら、腕時計を確認した白鳥が「おっと、もうこんな時間か」と慌てて飲み干す。

　実花子もつられて見たら、時計は午後七時を指していた。

「これからクライアントと約束があるんだ」

「そうなんですか」

　土曜日の夜なのに仕事とは大変だ。

「途中退席みたいで申し訳ないんだけど、私がいないほうが話しやすいだろうから」

　白鳥がいそいそと帰り支度をはじめる。

「私も失礼します」

　拓海とふたりきりにされても困るため、実花子もバッグを手に取った。

「なにを言ってるんだよ、実花子ちゃん。キミが帰ってどうするんだ。あとは拓海くんとゆっくりするといいよ。なぁ、拓海くん」

「お任せください」

　拓海はなぜか自信満々だ。胸に右手をあてて軽くお辞儀なんて、それこそ絵本に出てくる王子様の仕草そのもの。

「なんだか最後にドタバタして、お見合いっぽくなくなって申し訳ないね」

　そう言いながら白鳥は支払いを済ませ、無情にも実花子を置きざりにして店を出ていってしまった。

（どうしたらいいの……？）

　途方に暮れる実花子の向かいで、拓海は笑顔を崩さない。「これも食べる？」と、まだ手をつけていないアイスクリームを実花子のほうへ滑らせた。

「いえ、もうお腹がいっぱいですから」

　実花子はそのまま丁寧に両手でＵターンさせた。

「そう？」

「はい」

「本当に？」

　拓海が目を細めて実花子を見据える。

「……はい」

　そう何度も確認されると、いっぱいだったはずのお腹に隙間ができるから恐ろしい。これが別腹というものか。

　拓海がひと口食べて「おいしい」と実感を込めて呟つぶやく。

　実花子が食べたパンケーキにものっていたため、そのバニラアイスがおいしいのは知っている。バニラビーンズがいい香りだった。

　無意識に食い入るように見ていたのかもしれない。拓海は「食べる？」と、アイスクリームをスプーンにのせて実花子へ差し出した。

「い、いえ、大丈夫ですから」

　人の分まで横取りするほど食い意地は張っていない。それになにより、そのスプーンのままでは間接キスになってしまう。

「あ、そうか。ごめん、俺も気が利かないよな」

　拓海は苦笑いをしながら、カトラリーケースに残っていたスプーンを実花子に差し出した。

「……はい？」

「間接キスはまだ早い」

　拓海も同じように考えたらしく、一気に恥ずかしさが込み上げる。しかも〝まだ早い〟なんて、この先は〝する〟つもりなのか。

　余計な方向に妄想が暴走して、実花子ひとりで勝手にドキドキと鼓動が速まる。

（やだな、なに考えるの。そんな意味のわけがないでしょ……！）

　ひとりであたふたしていたら、拓海はそのスプーンでアイスクリームをすくい、「はい、どうぞ」と、〝あーん〟とばかりに実花子の口元に近づけてきた。

　その誘惑に打ち勝てず、飛んでいる虫を舌で瞬時に巻き取るカメレオンのように反射的に口を開く。そこに容赦なくスプーンが飛び込んできた。

　そしてやはり口から漏れるのは、「おいしい」という感想だ。

「あっ、ごめんなさい！　つい！」

「いや、いいんだよ。食べてもらうつもりだったんだから」

　なぜかうれしそうに拓海は微笑んだ。

　柔らかいという表現が一番ぴったりくる、実花子まで優しい気持ちになる笑顔だ。

「実花子さん、俺は、この話をこのまま進めようと思うんだ」

　なにを言っているのかわからずポカンとする。

「なんのお話ですか？」

「お見合いだよ」

「はい!?」

　信じられない言葉が拓海の口から飛び出したため、実花子は驚いて椅子をガタンと鳴らした。

（本気で言ってるの……？）

　白鳥がどういうつもりだったのかはわからないが、拓海も実花子同様に渋々ここへ来たのではないのか。

　想定外の展開に口を半開きにしたまま拓海を見つめた。

「キミはどう考えてる？」

「どうって……。私は会うだけでいいからって白鳥さんに言われて、軽い気持ちで来たので」

　拓海も当然そうなのだろうと思っていた。

「結婚を前提として実花子さんを紹介してほしいって白鳥さんにお願いしたのは、俺なんだ」

「え？」

　実花子の理解力のどこかに欠陥でもあったか。言っている意味がまったくもってわからない。しかも、それをサラッと言う拓海も理解不能だ。

「スマホ持ってるよね？　出してもらえる？」

　まるで操り人形。言われるままにバッグから出すのは、動揺しているからにほかならない。

「ちょっと貸して」

　呆あっ気けにとられている実花子の手からあっさりスマートフォンを抜き取り、拓海が操作をはじめた。そしてジャケットの胸ポケットから、振動している自分のスマートフォンを取り出し、着信に出るわけでもなく、実花子のものをそのまま返してよこす。

「連絡先、登録しておいたから」

「え!?」

　スマートフォンの発信記録には、拓海の名前が残っていた。なんたる早業か。

「キミの連絡先もゲットしたし、これからは白鳥さん経由じゃなく会えるね」

「ちょっと待ってください」

　ニコニコと悪びれる様子もない拓海を引き留めたら、なぁに？といった様子で小首をかしげてきた。

「私、このお見合いのお返事はまだしていません」

「断らないよね？」

　その自信はいったいどこからくるのか。断られるのをいっさい考えていないとは。

　理由を深く考えなくても実花子にはわかる。いくつも会社を経営している肩書に、王子様のようなルックス。これで自信をもてなかったら、世の男性のほとんどが劣等感しかなくなる。

　でも実花子はそういった要素で結婚相手を選ばないし、結婚はまだしないのだ。

　仲人の白鳥に断りを入れるべきだろうが、緊急事態が勃発している今、そんな悠長に考えてはいられない。

「申し訳ありませんが」

「ちょっと待って」

　今まさに断ろうとしたが、それを察知したのか拓海が言葉を遮る。

「さっきから気になっていたんだけど」

　彼の手が伸びてきたため、息をのんで思わず身構えた。

「ご飯、ついてるよ」

　拓海は長い指で、実花子の左頬についていたらしきご飯粒をさっと摘まんだ。そしてそれを自分の口に放り込む。

（た、食べちゃった！）

　拓海の言動に驚いている場合ではない。ご飯粒をつけたままなんて、どれだけお子様なのか。

「はい、お待たせ。どうぞ」

　椎名が右手をひらりと実花子に向けて先を促す。

「……はい？」

　気が動転しすぎて、なんのことだったかとっさにわからなくなる。

「〝申し訳ありませんが〟のあと」

「あ、あぁはい、そうでした。では、改めまして」

　居住まいを正し、軽く咳せき払ばらいをする。

「申し訳ありませんが、このお見合いはお断りしようと思っています」

　今度こそはっきり告げたら、拓海はキョトンとした。何度か目をまたたかせて実花子の言葉を反はん芻すうしているように見える。ハイスペックの自分がまさか振られるとは思ってもいなかったのだろう。

「俺を嫌い？」

「そういうわけでは」

　好き嫌い以前の問題だ。

「それじゃ、どうして断る？」

　まったくわからないといった様子が拓海からひしひしと伝わってくる。

「好き嫌いの問題じゃないなら、どういう問題？」

　次から次へと質問攻めだ。

　拓海が首をかしげ、テーブルに身を乗り出して顔を近づける。

「知り合ったばかりで、お互いなにも知らないですから」

　その端正な顔立ちから離れようと、実花子は椅子の背もたれに寄りかかった。

「これから知っていけばいいと思うけど？」

　なんだそんなことかと、拍子抜けしたような表情だった。

「私、まだ結婚するつもりはないんです」

「二十八歳なんだし、結婚してもおかしくない年齢だろう？」

「おかしくはありませんが、私には結婚するつもりがないんです」

　強気に出なければ負けると思い、ピシャリと言ってのける。スマートフォンをバッグに突っ込み、椅子を鳴らして立ち上がった。

「それでは、失礼します」

　お辞儀をして顔を上げたら、こんな状況下なのに拓海はなぜか余裕の微笑みだった。

　なんて人なのだろうか。

「俺、あきらめは悪いほうなんだ。断固として結婚しないと言い張るのなら、俺もキミとの結婚は絶対に実現させる」

　次から次へと考えられない言葉が飛び出す。まったく意味不明だ。

　ここまではっきりと断っている相手を前にして笑っていられる神経にも唖あ然ぜんとする。頭の中はいったいどうなっているのか。

　これ以上話していても埒らちが明かない。あとは白鳥になんとか説き伏せてもらおう。

　そんな結論に至った実花子を拓海が呼び止める。

「おいしい日本酒を飲ませる店があるんだけど、これからどう？」

　魅惑的な誘い文句に心が大きく乱される。

　おいしいものも、おいしいお酒も大好き。彼とはもうこれっきりにしたいが、おいしい日本酒も捨てがたい。一杯飲むくらいなら大丈夫だろう。

「……す、少しだけなら」

　あっさり誘いに乗った自分に頭の中で突っ込みを入れながら、実花子は満足そうに微笑んだ拓海のあとをついていった。




　数時間後――。

　おいしい日本酒を飲ませてもらったら、それで終わりのはずだった。彼とはもう二度と会わないはずだった。

　それなのに、なぜ自分は今、ベッドの上にいるのだろう。

「どうする？　俺と結婚、するよね？」

「……んっ、や、わかんない……か、ら……っ」

　混こん濁だくする意識の中、体だけはやけに感覚が鮮明で、淫みだらに揺らされてうなずきそうになる。

「わかんないってことは、その気があるってことだね」

「ちがっ……もう……っぁ」

　弱い部分ばかりを攻める彼の手が、憎たらしいのに抗えない。

　いっそ、このままこの甘やかな波にのまれてしまおうか。

（……ううん、そんなのダメ）

　わずかに残る冷静な思考が、快楽のうねりにさらわれる寸前で引き止める。落ちるわけにはいかないと必死に抵抗を試みた。

　ところが、それも束の間、さらに上回る刺激を与えられて体が大きく弾む。

「ねぇ、実花子、俺は絶対にキミを手に入れるから」

　そう彼が囁ささやいた直後、実花子は大きな波にのまれるようにして、そのまま意識を手離した――。




　ヴヴヴという鈍い音が、遥か遠い場所から聞こえてきた。重い瞼を開けるのもわずらわしくて、実花子はその音源を辿ることなく眠りと目覚めの狭間を漂う。

（もう少しだけこのまま……）

　なめらかなシーツの肌触りの心地よさが、自分のベッドとは違うと気づき、そこでようやく現実に引き戻された。

　ガバッと起き上がり、ふと隣に人の気配を感じる。

　おそるおそる目を向けてみたら、そこにはこの世のものとは思えないくらいに爽やかな、それでいてなまめかしい男の寝顔があった。

　ハッとして自分を確かめると、一糸まとわぬ潔い姿。ベッドサイドには服や下着が脱ぎ散らかしてあり、信じられない光景を前に頭の中がパニックになる。

（やだ、なんで。どうして）

　お見合いした拓海においしいお酒が飲めるというエサをぶらさげられ、心ゆくまで日本酒を堪能したのは昨夜のこと。飲みすぎて、いつものごとく足が覚束なくなったのは、記憶の片隅にある。

　が、これはいったい……。

　しでかした失態に実花子は頭を抱えた。

　お酒を飲みながらも結婚するしないの攻防戦になり、飲み比べの様相を呈していたのはたしかだが、まさかこんな展開につながるとは想定外だ。

　ふとそこで、昨夜の濃密な時間がフラッシュバックして、断片的に蘇よみがえる。

『俺と結婚、するよね？』

　拓海に揺らされながら何度となく確認され、そのたびに首を横に振り、甘い吐息に溺れていた自分を思い出して顔がカーッと熱くなった。

（出会ったその日に体を重ねるなんて、なにやってるの……！）

　いくら深酒しても、こんなことははじめてだった。

（とにかくここから出よう）

　ベッドから転がるように下り、服と下着を引っ掴んでバスルームに逃げ込む。

　シャワーを浴びている猶ゆう予よはない。拓海の気配が残る体のまま服を着て、ホテルの部屋を飛び出した。










運命の再会はまさかの社内で




　翌週の月曜日。実花子は自分のデスクで深く息を吐きながらパソコンを立ち上げた。

　週のはじまりなのに清々しいスタートを切れず、何度もため息が漏れては消える。

「あれ？　実花子ちゃん、なんだかお疲れモード？」

　出勤早々、実花子に労いの言葉をかけてきたのは同僚であり、高校時代からの友人の星ほし川かわ千ち沙さである。

　実花子の勤める『メディアテック』は、だだっ広いフロアを部署ごとにパーティションで区切ったスタイリッシュな造りになっており、彼女は自分の部署があるブースに向かう途中で足を止めた。実花子の背中をポンと軽く叩いて顔を覗き込む。

　ふわふわのクセ毛を生かしたショートボブは、カラーリングを必要としない自然な栗色。理想的な二重瞼に今流行のぽってりとした唇をした、誰もが〝かわいい〟と認める容姿の持ち主である。

　高校時代から服装はたいていがフェミニンなもの。春という季節柄、この頃は薄い黄色やピンクなどパステルカラーのカットソーやスカートを身につけている。カジュアルなパンツルックの実花子とは真逆で、性格もこれぞ女子という容姿から連想したままの乙女だ。高校時代からチヤホヤされることにいい意味で慣れていて、男性の扱いもうまい。つまり実花子とは正反対の女性なのである。

　知り合ったばかりの頃は絶対に合わないタイプだと近づかずにいたが、二年生のときにくじ引きで体育祭委員にふたりでなったのが、仲良くなるきっかけだった。

　乙女ならではの優しい気づかいができる千沙と、力仕事ならお任せの実花子。これが意外としっくりきたのだ。それ以来、親友として付き合っている。

　実花子の前の会社が倒産したときに、自分の勤め先であるメディアテックに口利きしたのも千沙だった。

　千沙の友人が入社するにあたり、社内の男性陣は彼女のような女性が入ってくると期待に胸を膨らませていたそうだ。それが、女子力ゼロで化粧っ気のほとんどない実花子だったのだから、男性陣の落胆ぶりは想像に容易たやすい。

　一般事務として採用された実花子とは違い、大学で情報処理系を専攻していた千沙はＳＥとして働いている。

「また焼鳥屋でおじ様たちと飲みすぎ？」

　実花子の日常生活を知り尽くしている千沙ならではの発言だ。

　いつもだったらそこでうなずき、千沙から二日酔いに効く薬をもらって終了だが、今日は違う。

「ちょっといろんなことがありすぎて……」

　あまりにも濃厚な土曜日のせいで、昨日はなにもする気になれなかった。

　急いで帰ったあとは祐介を部活へ送り出し、ひたすらベッドでゴロゴロ過ごすのみ。精神的疲労は、肉体的疲労より体にこたえるらしい。

　ホテルで目覚めた朝、実花子を起こした音は、帰らない彼女を心配した祐介からの着信だった。

「実花子ちゃんがお酒絡みじゃないことで疲れるなんて」

　目を見開いてから、千沙がクスクスと笑う。

　本当にその通りだ。よく知らない男性と会ったその日に体の関係を持つなんて、実花子にとっては前代未聞。そんな事態は自分と無縁だと思っていた。

「お昼休みに聞かせてね？」

　千沙が実花子の肩にトンと手を置き、「仕事頑張ってね」と言い添えて歩き出したときだった。実花子たちのいるフロアに通じる両開きのドアが大きく開け放たれる。

　人が通るときはたいてい片側のドアの開閉で済ませるため、なにか大きな荷物でも搬入されるのかとみんなが目を向ける。

　すると、そこから入ってきたのはメディアテックの社長である岡おか野のだった。

「おはようございます」

　みんなが思い思いに立ち上がり挨拶をする。

　岡野もそれに応え、「今日はみんなに大事な話があるんだ」と神妙な面持ちで咳払いをした。

「突然の報告になってすまないが、わが社は今後、『トレンダーズクリエイト』の傘さん下かに入ることとなった」

「トレンダーズクリエイト!?」とみんなが口々に驚きの声をあげるなか、実花子だけはポカンとしていた。

　この業界に入ってまだ二カ月のため、ＩＴ関連企業についてはさっぱりわからない。しかし、みんなが驚いているのだから有名な企業なのだろう。

　説明を求めるつもりで千沙に視線を向けたら、彼女は「業界で今、飛躍的に伸びてる会社だよ」とこっそり囁いた。

　ＩＴ業界は合併や吸収が多い世界だと入社直前に千沙から教えてもらったが、まさか自分もその影響を受けるとは思いもしなかった。

「わが社のような、単品製品だけを販売するシンプルな事業モデルでは限界がきたということだ。ＩＴ業界が右肩上がりに成長しなくなった今、どうやって生き残っていくかを考えた結果、トレンダーズクリエイトと手を組むことがなによりの突破口になるだろうという結論に達した」

　メディアテックの従業員数は百名ほど。会社はオフィス街に建つ地上二十階建てビルの十二階のワンフロアにある。小規模の会社ながらもソフトウエアの開発ではそこそこのシェアを誇っている。

　岡野が続ける報告によると、職務内容が変わる人も中には出てくるが、社員の雇用はこのまま継続していくという。

　今と変わらずここで働けるのなら実花子にとってなんら問題はない。ホッと胸を撫なで下ろした。

「では、みんなにトレンダーズクリエイトの社長を紹介しよう」

　岡野のかけ声で、ドアの向こうにいたその人物が悠然と姿を現す。

　ＩＴ業界が厳しくなりつつある状況のなか、飛躍的に伸びている会社の社長とはいったいどんな人物だろう。ちょっとした興味を抱きつつ、前に立つ人の頭の隙間から首を伸ばす。

　うつむき加減で入室してきたその人が、ゆっくりと顔を上げた。

「えっ!?」

　思わず声をあげた実花子に、みんなの視線が一斉に突き刺さる。そしてそれは、たった今入ってきたばかりの人物も例外ではなかった。

　実花子が驚くのも無理はない。メディアテックを傘下に入れた会社の社長が、週末に実花子を悩ませた、あの椎名拓海だったのだから。

　この前のカジュアルな装いとは違い、上質なダークグレーのスーツを華麗に着こなしていた。実花子に気づいた拓海が目を見開く。

「実花子ちゃん？　どうかしたの？」

　唖然としている実花子に千沙が小声で問いかける。

　それに答えようとしたら、拓海がニコッと笑いかけ、実花子は反射的に口を閉じた。同時に寒いものが背中を駆け抜ける。

「トレンダーズクリエイトの社長を務めております、椎名拓海と申します。これからは共に手を携えて、このＩＴ業界の荒波を乗り越えていきましょう」

　彼はいくつもの会社を吸収合併、傘下に収めていると白鳥が言っていたのを思い出した。

（それがまさかこんなところにまで……）

　思いもしない再会が実花子の不安を煽あおる。

「それとちょうどいい機会なので、みなさんに紹介したい人がいます」

　拓海の言葉が実花子に嫌な予感を抱かせ、それは確信へ変わった。

「じつは今、この場に私のフィアンセがいます」

　フロア内がざわめきはじめ、お互いに顔を見合わせて「誰？」と首をかしげる。

「実花子さん、こちらへ」

　一瞬にして場が静まり返り、いくつもの視線の矢が実花子へ一斉に飛んできた。

（どうしてこんな場でそんなことを!?　しかも、フィアンセだなんて！）

　とんでもない大おお嘘うそだ。

「実花子ちゃん、本当なの？」

　落っこちてしまうのではないかというほど目を丸くした千沙が、実花子の服を引っ張る。しかしそう問いかけられても、実花子は力なく首を横に振るしかない。

「実花子さん、どうかした？　こちらへ」

　拓海は実花子の狼ろう狽ばいぶりを気にする様子もなく、ツカツカと歩み寄って手を掴んだ。口をあんぐりと開けた千沙の脇を通り抜け、先ほどいた場所へ実花子を引き連れる。

　いつもの勢いはどこへやら、実花子は抵抗さえままならないまま、拓海の隣へ立たされた。

「改めてご紹介いたします。上原実花子さん、私のフィアンセです。実花子さん、みなさんにご挨拶を」

「えっと……椎名さんの、――って、違います！　違うんです！」

　流されてうっかり〝フィアンセです〟と挨拶をするところだった。なんとか正気に戻り、拓海の手を振りほどく。

　ところがそんな実花子の対応にも拓海は余裕綽しゃく々しゃくだ。

「大変失礼しました。照れているようですね」

　涼しい顔をして釈明する。照れているわけでないのは、拓海が一番よくわかっているはずだ。

「みなさんには、また改めて結婚のご挨拶をしたいと思います」

　また改めてとは、いったいどういうつもりなのか。拓海はスマートに頭を下げ、みんなに背を向けた。そこでようやく解放されるかと思いきや、再び手を取られる。

「えっ、ちょっ……」

　とっさに振り払おうとしたものの彼の力には敵わず、そのまま引きずられるようにして連れていかれる。

「岡野社長、少しこちらの部屋をお借りしてもよろしいでしょうか？」

　顔だけで振り返った拓海が岡野に尋ねると、彼は驚いたまま「あ、ええ、どうぞ」と部屋を手で指し示す。

　実花子は拓海にまんまと密室へ連れ込まれてしまった。

　ふたりきりになり、ようやく手が放される。

「昨日はなんでなにも言わずに帰った？」

「だって、あんなこと……」

　あの展開で拓海が目覚めるのを待っていられるわけがない。

「それより、フィアンセってどういうことですか？　結婚するつもりはないと言ったはずです」

　ここで毅然とした態度を取らなくては、拓海のフィアンセという肩書がついてしまう。実花子は表情を引きしめて強気に言った。

　ところが当の拓海は穏やかな笑みを浮かべるばかり。これでは実花子が一方的に悪者みたいだ。

「この前も話した通り、俺はキミと絶対に結婚する。だから、俺にしたらキミはフィアンセにほかならない。ベッドでも何度もそう言っただろう？」

「べ、ベッドって……！」

　その話題を会社で持ち出さないでほしい。

「結婚は、お互いが了承しないと成り立たないものです」

　実花子がしないと言っている以上、拓海は実花子と結婚できない。あたり前の話だ。

「それじゃ、了承してくれない？」

　あくまでも爽やかな笑顔を貫き通す。思わず〝はい〟と言ってしまいそうになるから怖い。

「しません。弟とふたりきりの家族なので結婚はできないんです」

「弟さんがいるのと結婚できないのとは、話がまったく別物だと思うけど」

「うちの場合は別物じゃないんです。そもそも付き合ってもいないのに、いきなり結婚なんてありえません」

　体の関係を先に結ぶのだって、どう考えても順序が違う。

「それじゃ、今この瞬間から俺たちは恋人同士ということで」

　話にもならない。拓海の頭の中は、なにかの回路が欠落していないだろうか。ＡからＺまでいきなり飛ぶような話のもっていき方を聞くにつれ、そう思わざるを得ない。

「どうして私なんですか？　椎名さんならほかにいくらだって選び放題じゃないですか。さっきのみんなの目を見ませんでしたか？　〝どうして上原実花子？〟って言っていました」

　我ながら的を射た理由だ。

　イケメン社長のフィアンセが実花子では、まったく釣り合いがとれない。きっと中には鼻で笑っていた人もいるはず。たとえば相手が千沙なら納得できる話だろうが。

「俺はキミがいいんだ」

　甘い声でそう言われて悪い気はせず、思わず返す言葉を失う。つい頬が緩みそうになったが、なんとか引きしめた。ここでデレデレしては元も子もない。

「白鳥さんからたびたびキミの話を聞いてね」

　食べっぷりがいいと噂うわさしていたのは、お見合いの席でも聞かされた。でも、それが実花子と結婚したい強烈な理由になるとはとうてい思えない。食欲旺盛な女性だから会いたいというのはおかしな話だ。

　まさか白鳥から話を聞いているうちに恋心を募らせたとでも言うつもりだろうか。

　断固として結婚しないと言っておきながら、はじめて言われたセリフと状況に胸が高鳴る。

「実花子さんの男顔負けのサバサバしているところや飾らないところが俺にぴったりだと思ったんだ」

　その形容に間違いはない。まさしく男っぽくサバサバしているし、化粧っ気もほとんどない。

（それじゃ、本気で私を好きなの……？）

　異常な速度で打ちはじめた鼓動を持て余すなか、拓海が実花子へ近づく。うしろは壁。両脇にあった逃げ道は伸ばされた拓海の腕によって塞がれ、実花子の退路は完全に奪われた。

「恋人になった記念日」

　拓海の手が実花子の顎に添えられる。そのままそっと持ち上げられ、彼の顔が近づいてきた。

（に、逃げなきゃ）

　拓海の胸を突き飛ばせばいいのに体が硬直して動かない。まるで金縛りにでもあったかのように瞬きすらできなかった。

　そうしているうちにふわりと唇が重なる。それはゆっくり一から三まで数えるくらいで離れていった。

「それじゃ実花子、またあとで連絡するよ」

　いきなり呼び捨て。王子様スマイルを浮かべ、拓海は呆然とする実花子を置き去りにして部屋を出ていった。

（今のなに。キスだよね……？）

　一昨日の夜ももしかしたらしたのかもしれないが、その記憶はすっぽり抜け落ちたまま。しかしたった今の、ふにゃっという唇の感触で止まっていた時間が動きだす。

（嘘でしょ……！）

　残された熱を拭い去るように、実花子は唇を手で乱暴にこすった。




「それでいったいどういうことなの？　実花子ちゃん」

　瞳をキラキラさせた千沙が小首をかしげながら顔を覗き込む。

　会社近くのイタリアンの店は、昼時とあって空席を待つ人が列を作るほど混雑している。タイミングよくすぐに席へ案内された実花子たちは注文を済ませ、あとは料理を待つばかりだ。

　拓海が出ていったあと、しばらく経ってからデスクへ戻ったら、実花子は当然ながら四方八方から好奇の目を向けられた。

　みんなにしてみたら、会社が買収されるという大波乱に加え、親会社の社長が突然フィアンセだと実花子を紹介したのだから無理もない。

「椎名社長と結婚するって本当？」

「違うの」

「しないってこと？」

「うん、しない」

　拓海が勝手に言っているだけで、実花子はまだ承諾していない。いや〝まだ〟ではなく、これからもそのつもりはない。

「実花子ちゃんがフィアンセだなんて紹介されたから、本当にびっくりしたよ。私、なにも聞いてなかったし」

「ごめんね、じつは土曜日に……」

　ただ会うだけでいいと言われた形ばかりのお見合いだったため、わざわざ千沙に話すまでもないと黙っていた。でも、こうなったからには話さないわけにはいかない。

　千沙に土曜日の出来事をかいつまんで聞かせたが、うっかり一夜を共にしたことは軽率すぎて言えなかった。

「実花子ちゃんがお見合いしてたなんて……」

　千沙が何度もゆっくりと瞬きを繰り返す。彼女も、実花子がお見合いをするとは思ってもみなかったのだろう。

「会うだけでいいって言われて渋々だったの」

「でも、会うなり即プロポーズなんて、ちょっとロマンチック」

　夢見る少女のように両手を組んで、千沙が無責任に言う。

　実花子にしたら、ロマンチックというよりエキセントリックだ。どうかしているとしか言いようがない。普段からひと目惚ぼれをされるような千沙なら、そういった出会いがあっても不思議はないが。

　実花子が唇を尖とがらせていることに気づいた千沙は、慌てて「ごめんね」と謝った。

「でね、椎名社長のこと、さっきこっそり調べたんだけど……」

　さすが千沙である。ほんわかしているようでいて頭が回るのだ。

　千沙がプリントアウトした紙をテーブルの上に滑らせる。それは拓海のインタビュー記事だった。Ａ４サイズ二枚にわたって、ＩＴ業界の今後について話している。お見合いの席で見せていた笑顔ではなく真剣なまなざしが印象的だ。

　土曜日に白鳥が言っていたように、経歴欄には二十五歳で起業したあとに数々の会社を吸収合併してきたと書かれている。

　年齢は三十三歳でもちろん独身。メディアテックの社長である岡野が四十歳手前だから、それよりも若い。

　こういう業界は若手が多いとはよく聞くが、三十三歳でいくつもの会社のトップに立っているのだから、その点に関しては素直に感心する。でもだからこそ、実花子に固執する理由がわからない。結局、行き着く疑問はそこにある。

　この容姿と肩書があれば女性のほうから言い寄ってくるはず。それも実花子ではまったく及ばない、レベルの高い女性たちだ。その人たちを差し置いて、なぜ実花子なのか。

『俺は、キミがいいんだ』

　先ほど拓海に言われた言葉が蘇ると同時に、意思に反して鼓動が速くなる。

　嘘を言っているようには見えなかった。それに、そうしてまで実花子に近づくメリットはひとつもない。実花子は資産家でもなければどこかの企業の社長令嬢でもなく、弟とふたり、ひっそりと暮らす平凡な女なのだから。

「実花子ちゃんは、椎名社長のことを嫌いなの？」

「好き嫌いの問題じゃないでしょ」

　拓海と同じ質問はやめてほしい。

「でも、こんなにハイスペックな男性はなかなかいないよ？　彼と結婚したら一生お金に苦労することもなさそうだし」

　普通に考えたら、そうだろう。でも実花子には簡単に結婚できない事情がある。

「祐介くんのことが気になるのね」

　千沙がまさにそこをついた。

　弟はまだ中学二年生。その祐介を置いて結婚なんて実花子にはできない。

　祐介が大学を卒業するまで、結婚はおろか恋も必要ないと思ってやってきたのだ。今さらそれを覆そうとも思わない。

「でも、祐介くんが大人になる頃、実花子ちゃんはいい歳になっちゃうよ？」

「そうだね」

　四十歳目前だ。でも、その年代で恋愛してもおかしくはないし、むしろ脂が乗って最高に熟すときではないか。

　……というのは一般的な世の女性だ。実花子だったらカサカサのゴワゴワ。柔軟剤を入れ忘れた洗濯物のようになっている可能性が高い。となるとさらに男性から見向きもされなくなり一生独身。

　でも、それでもいい。祐介が巣立ったら、優雅に独身生活を謳おう歌かするのも素敵な人生だろう。

　そんな未来を頭の中に描きながら、運ばれてきたホワイトソースのパスタをフォークに巻きつけた。




　その夜、お馴な染じみの一休で、実花子が白鳥に苦情を申し立てたのは言うまでもない。

「実花子ちゃんが、メディアテックに勤めていたとはねぇ。それもまた縁というものだね」

　カウンター席で焼酎のグラスを空け、白鳥が感慨深げに呟く。

　白鳥とは、ここで会うようになって半年。実花子自身も、白鳥が企業の買収に携わっているとは知らなかったし、白鳥が顧問を務める会社の傘下に勤め先が入るとは夢にも思わなかった。その親会社の代表が拓海だとも。

「でも、さすがは拓海くんだな。みんなの前で実花子ちゃんをフィアンセとして紹介してしまうんだから」

　白鳥がハハッと笑い飛ばす。

「笑い事じゃないです。私はお断りするつもりなんですから」

「おや、どうしてだい？　拓海くんはなかなかの男だよ？」

　仕事に関してはやり手なのだろうが、拓海は女性に関して言えば初心者並みのレベルなのかもしれない。自分に気のない女性に向かって、怯ひるみもせずに結婚を迫れるのだから。自信家というか、後先考えない楽天家というか。

「どうして私なのかがわかりません」

　そのひと言に尽きる。まったくもって意味不明だ。

「おや？　拓海くんから聞いていないのかい？」

「なにをですか？」

「実花子ちゃんを御所望した理由を。拓海くん、自分で話すと言っていたんだけどね」

「それなら聞きました。サバサバした男顔負けの性格と飾らないところがいいと」

　結婚を望む理由としてはどうかと思うが、褒め言葉と思っておこう。

「そうなんだよ。これからもあらゆる会社を傘下に収めるにあたって、いくら敏腕でも独身というのはどうしても信用性に欠ける。それで早く身を固めたいとね」

　それは一理あるかもしれない。でも、それが男勝りの性格といったいなんの関係があるのだろうか。結婚を早くしたいのはわかるが、どうしてそこで実花子なのか。

「結婚はしたい。いや、する必要がある。だが、愛には必要性を感じない」

「……え？」

　話の雲行きが怪しくなってきた。

「女性はとかく嫉妬深い生き物だからね」

　一般的にはそうかもしれないが……。

「企業のトップということもあって、女性からの誘惑も多々あるわけだ」

　あの容姿なら女性のほうが放っておかないだろう。

「だから、そういうことに口出ししない、さばけた女性がいいらしい」

　聞き捨てならないひと言に耳が反応する。

「それってつまり……嫉妬深い女性は面倒くさいと？」

「まぁ、簡単に言うとそうなるのかな」

　白鳥は空のグラスに焼酎を注ぎながらうなずいた。

「浮気しても許せということですか？」

「極論だけどね」

「ただ、妻という存在が欲しいだけ」

　コンと音を立てて空になったグラスをカウンターに置く。

　その音で、賑やかだった店内が数秒間、真空状態のようにシンと静まり返った。

「……実花子ちゃん？」

　白鳥が隣で目をまたたかせる。

　どうしてそんな人を紹介するのだろうか。愛情のない結婚を推奨する弁護士なんて聞いたこともない。

「マスター、お会計ここに置きます」

　テーブルに三千円を置き、実花子は席を立った。

「おいっ、実花子ちゃん！　大事な部分はまだ」

「これから行かなきゃいけないところがあるので失礼します」

　ひったくるようにして荷物を持ち、実花子は煙をかきわけて店の外へ飛び出した。

　このままでは気が収まらない。バッグからスマートフォンを取り出し、土曜日に勝手に登録された拓海の番号を呼び出した。

《実花子？　電話をくれるなんてうれしいよ》

　数コールで出た拓海は、予想通り調子のいいセリフだった。実花子を好きだからうれしいのではなくて、〝カモ〟が早速かかったからにほかならない。

「会ってお話ししたいのですが」

《キミからのお誘いならもちろん。今どこ？》

「よく来る焼鳥屋の近くです」

《それじゃ、その店を出て左に三百メートルくらい歩いたら、『セレンディピティ』っていうバーがあるから、そこで待ってて。……そうだな、十五分もあれば行けると思う》

　通話の切れたスマートフォンをバッグに投げ入れ、言われた通りに足を進める。

　この憤りは、そう簡単に収まらない。嫉妬しないだろうという理由だけで結婚相手に選ばれたと言われて、怒るなというほうが無理だ。

（今度こそ絶対にはっきりきっぱり断るんだから）

　そう心に誓いながら、セレンディピティと看板のかかった店の扉を開いた。

　その店は、カウンター席が八席あるだけのこぢんまりとしたバーだった。ダークブラウンを基調とした薄暗い店内にモダンなジャズが流れていて、お客は誰もいない。

　マスターらしき三十代くらいの渋めの男性が、実花子に気づいて「いらっしゃいませ」と想像通りの低い声で挨拶した。ほかに店員はいないようだ。

「お好きなお席へどうぞ」

　言われて一番奥の席へ腰を落ち着ける。

「なににいたしましょうか」

　こういう店ははじめてのため、なにを注文したらいいのかわからない。さっとテーブルを見たがメニュー表らしきものもなかった。

「……あの、日本酒なんて置いてないですよね？」

　カクテルをなにひとつ知らないため思わず聞く。

「申し訳ございませんが……」

　マスターが丁寧に頭を下げる。

「お任せでよろしければ、なにかお作りしましょうか？」

　実花子が困っていると気づいたのだろう。その言葉に甘えることにした。

　数分後、スマートな手つきで振られたシェーカーから出てきたのは、桜色のカクテルだった。

「コスモポリタンです。どうぞ」

「綺麗」

　思わず口をついて出た感想に、マスターは「光栄です」と律りち儀ぎにお辞儀を返した。

　人生初のカクテルにそっと口をつけた瞬間、口の中に爽やかな香りが広がる。見た目から連想した甘ったるい味ではなく、柑かん橘きつ系の甘酸っぱさがほどよいカクテルだ。

「おいしいです」

「それはよかった。ウォッカベースにクランベリーとライムを少し加えたものです。苦手じゃなかったですか？」

「はい、全然」

　両手を胸の前で振って否定する。

「カクテルがこんなにおいしいものだなんて、生まれてはじめて知りました」

　実花子の言葉にマスターがクスッと笑う。

　今までお酒といえばビールに焼酎、日本酒ばかりだ。

「ここへ来てなにを飲むか迷っていらっしゃるお客様には、第一印象でこちらが勝手に作ってお出ししているんですよ」

「えっ、それじゃ、これがマスターの私に対する第一印象ですか？」

「そうです」

　笑顔を崩さずマスターが答える。

「こんなにかわいい桃色のカクテルが？」

「はい」

　どちらかと言ったら実花子はブルー系の寒色だろう。決してかわいらしいピンクではない。

「お気に障ったのなら謝ります」

「違うんです。ただちょっと自分でイメージしているものとは違って……」

「そうですか？　お話ししていくうちに変わるかもしれませんが、第一印象はこういうイメージです」

「ありがとう、ございます」

　何度も言われて恥ずかしくなり、それをやり過ごそうとカクテルを一気に飲み干す。本当においしく、何杯でもいってしまいそうだ。

「お代わり、お作りしましょうか？」

「はい、お願いします」

　空になったグラスをマスターに手渡したときだった。店のドアが開き、拓海がやってきた。

「実花子、お待たせ」

「……こんばんは」

　せっかくマスターにいい気分に持ち上げてもらったのに〝問題児〟の登場により効果が半減する。

「拓海と待ち合わせ？」

　挨拶を交わした私たちを見て、マスターが目を丸くする。彼を名前で呼んだところをみると、拓海は常連客なのだろうか。

「龍りゅう二じにも紹介するよ。俺の婚約者、上原実花子さん」

「ですから、それは違います」

　何度言えばわかってくれるのか。やはり思考回路のどこかに欠陥があるとしか思えない。

「あ、そうだった。婚約はまだだった。恋人の実花子だね」

「へぇ、拓海に恋人？」

　恋人も違うと否定しようとしたそばから、マスターが遮る。今頃になってしげしげと実花子を見つめた。

　物珍しげな視線が拓海には釣り合わないと言っているようで、いたたまれない気持ちになる。

「まだ本人の承諾はもらっていないけど、俺の一存で未来の花嫁兼恋人」

　実花子が了承していないのは一応認識しているようだ。それだけでも進歩だと思えるのは、拓海に対する免疫が少しついた証拠かもしれない。

「さすがは拓海。でも、あまり強引だと嫌われるぞ」

　もっと言ってやって！と思わず加勢したくなる。

「大丈夫。実花子は絶対に俺を選ぶから」

　なんという自信なのだろう。そこまで潔く宣言されると、当事者の立場を忘れて、あっぱれ！と言いそうになる。

「で、実花子さんはどうなの？」

　急に話を振られたのとマスターに名前で呼ばれたのとで、「え？」と素っ頓狂な声が出た。

「おい龍二、実花子を困らせるなよ」

　困らせているのは拓海のほうだと口まで出かかったものの、第三者のいる前でそこまで言うのも大人げないとこらえた。

「それで、なにか注文した？」

　実花子の隣に座った拓海が、カウンターにドリンクがないのを見て尋ねる。

「それなら、これで二杯目だ」

「もう二杯目!?」

　タイミングよくお代わりが出され、拓海は目を細めて微笑ましそうに実花子を見た。

「改めて紹介するけど、こっちは間ま中なか龍二。中学からの腐れ縁なんだ」

　店の常連というレベルではない。千沙と実花子よりもっと年季の入った友人だ。

「間中龍二です。よろしく」

「上原実花子です」

　互いに頭を下げ合う。

　拓海の婚約者でも恋人でもない立場が、なんとも言えない気分の根源だろう。

　本当にそういう間柄なら、古くからの友人である龍二とも親密になりたいと願うところだが、拓海と実花子は決してそうではないし今後も発展することはない。龍二とは、ある程度一線を引いて接したほうがいい。

　ひとりで勝手に思い悩んでいるうちに拓海にもカクテルが出された。

「それで話って？」

　乾杯とグラスを傾けた拓海が実花子の目を覗き込む。

　気を利かせたのか、龍二は「お客さんが来たら呼んでもらえる？」と言って店の奥に下がった。

　拓海とふたりきりの空間が出来上がり、妙な緊張感に包まれる。

「白鳥さんから聞きました」

「なにを？」

「椎名さんが私とお見合いしたわけを」

「そう」

　気のない、どうでもよさそうな返事だった。

「私、椎名さんとは絶対に結婚しません」

　いつか結婚するときが来ても、その相手は拓海ではない。いくら裕福な暮らしができるとしても、形ばかりの妻の座はこれっぽっちも欲しくないし、愛のない結婚生活も送りたくない。

　ずっと彼氏がいない実花子にだって結婚に夢がある。結婚相手とは相思相愛がいい。

「どうして、そこまで拒む？」

　どうしてこれほどまでに実花子の意図が伝わらないのだろう。

「愛してなければ、愛されてもいないのに結婚はできない。それだけです」

　きっぱりはっきり言った気満々だった。これ以上の明快な説明はないから、さすがの拓海もなにも言えないだろう。

　彼をチラッと横目で見たら、小首をかしげて固まっていた。なにも言い返せなくて困っているといったところか。

　これできっと自分との結婚はあきらめるだろう。清々しさのなか、グラスに口をつけた。

「それだけ？」

　実花子がゴクンと喉を鳴らしたところで拓海がポツリと呟く。

　今度は実花子が小首をかしげる番だった。

「愛がないから結婚はできない？」

「そうです」

「それって重要なこと？」

　口の中になにも入っていないのをこれほど喜ばしいと思った経験はない。そうでなければ、今の拓海のセリフで全部吹き出しているところだった。

「最重要事項だと思いますけど」

「愛なんて存在に目が向くのは最初のうちだけだよ。それなら、はじめからなくても問題はない。結婚に大事なのは経済力。これに尽きる」

　拓海はサラリと答えた。しかも最上級の王子様スマイルで。

　もしも今のシーンを音声なしで見たら、そんなえげつないセリフを言っているとは想像もつかないような極上の笑みだった。

　なんて人だろうと冷ややかな気持ちになると同時に、少し憐あわれにも感じた。

「それなら、椎名さんと同じように考えている女性を探してください。私はその考えには賛同できません」

　もちろん愛があればお金は一銭もいらないとは言わない。でも、その根底には確固たる愛が存在していなければ嫌なのだ。

「俺の肩書にも経済力にも魅力を感じない？」

　少し寂しげに見える表情に絆ほだされそうになるのも、この容姿のなせる業だろう。ここで気持ちがぐらついてどうするのだと、怯んだ心を立て直す。

「はい」

　いっさい感じないといったら嘘になるが、この際、百パーセントそうだと言わないと、この話に終わりが見えない。

　拒絶を意味する返事を聞いてもなお、拓海はその表情を崩すことはなかった。それどころか、さらに顔がパッと明るくなる。

「ますます気に入った」

　意味不明の言葉が飛び出す。

「絶対にキミと結婚してみせる」

　これはどういう展開だろうか。実花子は拓海の決意を改めて強固なものにしてしまったのか。男勝りで嫉妬をしないだけでなく、お金にまったく興味がないという、拓海にとっての好条件を追加しただけだろうか。

　実花子の得策は失敗に終わろうとしていたが、ここであきらめるわけにはいかない。

「それなら私は、絶対に椎名さんと結婚しません。絶対に振られてみせます」

　なんだか変な宣言だと自分でも思う。振り向かせるのではなく、振られてみせると意気込むのだから。しかしこうなったら、拓海に〝こんな女はやっぱりやめておこう〟と思わせるしかない。

「それなら、決着をつけるために付き合おう」

「わかりました」

　あくまでも形式的な恋人に過ぎないが。

「残念ながら俺は振らないけどね」

「いいえ、振られますから、私」

　なんだか妙な競争になってしまった。

「じゃあ、互いの前途を祝して乾杯しようか」

　こういう状況で乾杯はおかしい気がするが、受けて立つという意味合いも込めて拓海にうなずいた。










彼に振られるための方法




　遠い意識のなか、心地いい振動に包まれていると気づく。ゆっくり覚かく醒せいしていくうちに、それが車の揺れなのだとわかった。あまりの気持ちよさに目を開けるのはもったいないような気がして、そのまま身を委ねる。

（でもどうして車になんて乗っているんだろう）

　拓海に宣戦布告して、そのまま飲み比べのような形になったのは覚えている。それでどうして車なのか。

　そっと薄目を開けたら、細かい千鳥模様の水色のネクタイが目に入る。そこから視線を上げてはじめて、実花子は拓海にもたれて眠っていることに気づいた。しかも、彼の腕に包まれているという信じがたい状況だ。

「やっと目が覚めたか」

　実花子の記憶では拓海はカクテルを六杯、それからウイスキーのボトルを出してもらって何杯か飲んでいたはず。それなのについさっきまで大酒をあおっていたとは思えないほど涼しげな顔をしている。いったいどれだけ酒豪なのか。

　体を起こすと同時に視界がグラリと揺れる。お酒がかなり回っているようだ。

「ずいぶんと飲んだようだから、もう少し俺に寄りかかっていたほうがいい」

　拓海が実花子をもう一度引き寄せる。

「いえ、大丈夫ですから」

　拒絶しようとしたが、突っぱねるほどの力は残っていない。強引に戻された拓海の腕の中でおとなしくしているしかなかった。

「それで家はどこ？　タクシーに乗ったはいいけど、行き先に困ってる」

　行き先も告げずにセレンディピティの近所をタクシーでドライブしていたらしい。

「俺のマンションに連れて帰ってもいいけど」

「それは困ります！」

　ガバッと勢いよく起き上がり、強い目め眩まいに襲われた。

「だから、こうしてればいいんだって」

　もう一度グイと引き戻される。

　目眩がするのはお酒のせいばかりじゃない。拓海の言動のせいでもあるだろう。

「私のマンションは……」

　仕方なくあきらめて運転手に住所を告げると、車が大きく旋回する。その揺れでさらに彼と密着するからたまらない。

　微妙にバランスをとろうとしたら、クスクスという笑い声が聞こえてきた。

「そんなに体を突っ張らなくてもいいから」

　酔って眠っているときならともかく、意識が戻った状況で拓海とさらにくっつくのは心臓に悪い。なにせ実花子はイケメンに免疫がないときている。顔を寄せ合うほどの距離にいたら、平常心でいるのは無理だ。

　酔っていたとはいえ、そんな男とよく一夜を共にしたものだと自分で自分が信じられない。

「もっと楽にして」

　楽になるのなら寄りかからずにいたほうがずっといいと思うが、拓海の腕で押さえつけられているため抗う術すべはない。

　そうして実花子ひとりがドキドキしたまま、ようやくマンションの前でタクシーが停車した。本当にやっと、という思いでいっぱいになる。

「ありがとうございました」

　ここぞとばかりにパッと離れる。

　拓海は先に降り立ち、奥に乗っていた実花子に手を差し出した。エスコートするつもりなのかもしれないが、実花子は拓海の手は見えないふりをしてタクシーを降りた。

　ところが、そこで両膝がカクンとくの字に折れ曲がる。意識ははっきりとしているはずなのに足はふらふらだ。

　それはひとりで歩けるレベルではとうていなく、体を支えようととっさに車のドアのへりを掴みかけた手を、拓海にガッチリ捕獲された。

「そんな足取りでどうやって歩くつもり？」

　おかげで無様に倒れずに済んだのは感謝するが、それはすぐに後悔へと変わった。

「ひゃあっ！」

　思わず悲鳴が漏れる。拓海が実花子を抱き上げたのだ。

「お、下ろしてくださいっ」

「歩けないのは自分でよくわかっているだろう？」

「無理です、ほんと無理ですってば。重い、重いんですっ」

　椎名の腕の中でじたばたともがく。危ないのはわかっているが、そうせずにはいられない。

　ところが、実花子の足あ掻がきにも拓海は澄まし顔。よろけもしなければ、実花子を地面に落としそうにもならない。

「少しおとなしくできない？」

「それなら下ろしてください」

「却下。それはできない」

　拓海は運転手にしばらくここで待つように告げ、なに食わぬ顔をして歩き出した。

「ちゃんと掴まって。落ちたら尾てい骨を骨折するよ」

　それは嫌だし困る。強打しただけでも痛いのに、骨折は考えただけでも恐ろしい。

　自分の胸の上で拳を握りしめ、固まっていた腕をおそるおそる拓海の肩へ回したら、彼は柔らかく微笑んだ。仕方ない女だと言っているような、子どもをあやしているような、そんな笑顔にドキッとさせられる。

　それもこれも、王子様フェイスのせい。そのうえ華きゃ奢しゃに見える体が意外とガッチリしていることに気づき、心臓がざわつく。本当に勘弁してほしい。

「部屋はどこ？」

「……さ、三〇七号室です」

　自分がどこにいるのかを一瞬忘れ、慌ててボソッと答えた。

　エレベーターのドアが閉まって狭い空間に閉じ込められ、彼との感覚的な距離が近づいたようで息が詰まりそうになる。

　早く着いてと願うときほどゆっくりに感じてもどかしい。こんな体勢を誰かに見られたら、それこそ恥ずかしい。扉が開く向こうに誰もいませんようにと祈る。

「大丈夫？」

　急に話しかけられて、なんのことかと首をかしげた。

「気持ち悪いとか、頭が痛いとか」

「あっ……大丈夫、です……はい」

　ただでさえ心臓がバクバクなのだから、こんな近距離で話しかけないでほしい。拓海の顔が視界の隅に入っただけでも、その雰囲気にのまれそうになる。いっそ、ひょっとこのお面でもかぶせてしまいたい。

「顔、赤いけど、熱でも出た？」

　不意打ちでおでこがコツンとぶつかったため、実花子は大きく目を見開き、息ものみ込む。

「ちょっと熱っぽいかも」

　それはこの体勢のせいだと、なぜ気づかないのだろう。いや、気づかれても困るが。

「だ、大丈夫ですから、ほんと」

　どうか放っておいてほしいと願うばかり。到着したエレベーターの扉の向こうに誰もおらず、ホッと息をつく。

「どっち？」

「あっ……み、右です、右の突きあたり」

　道案内をしながら、お腹の上にのせたバッグをゴソゴソして部屋のカギを探す。

　ところが、こういうときに限って見つからず焦りが増幅していく。

「ここだよね」

「あ、はい……」

　部屋の前に着いたというのにカギはどこへいったのか。

　拓海はそんな実花子を急せかすわけでも文句を言うわけでもなく、ただじっと見守っている。重い実花子を抱き上げたままドアの前で棒立ちさせられているというのに、なんていう忍耐強さだろうか。

　そうしてやっとの思いでカギを手にしたとき、夜更けにもかかわらず実花子は思わず「あった！」と叫んだ。

　拓海がプッと吹き出す。

「……すみません」

　腕の中で小さく縮こまると、不意打ちで唇を奪われた。それはほんの一瞬だったにもかかわらず、実花子の心臓を驚かせるには十分なもので、顔から湯気が出そうなほどに熱くなる。

　ゆでダコもビックリなほど赤くなった実花子の顔を見て、拓海は優しい笑顔を向けた。実花子の鼓動はさらに飛び跳ねる。

「お、下ろしてくださいっ」

　じたばたもがくが、拓海は全然動じない。

　そのときだった。勢いよく部屋のドアが開き、ふたりそろってそちらへ目を向ける。

　そこから顔を出した祐介は、実花子たちを見て目が点になった。

「ゆ、祐介！　まだ起きてたの？」

　拓海にお姫様抱っこをされたまま言うセリフでないのは、重々承知のうえ。

「外が騒がしいと思って開けてみれば……」

　実花子が男に抱き上げられていたというわけだ。

「で、こっちは？」

　祐介が拓海をじっと見据える。そこにはちょっとした敵意のようなものが感じられた。実花子が男と一緒にいるところをはじめて見たのだから、免疫がなくて当然だ。

「弟さんですね？　夜分に大変失礼いたしました。椎名拓海と申します」

　実花子が紹介するまでもなく拓海が名乗ったら、祐介は「ふーん」と気のない返事をした。

「椎名さん、もう本当に下ろしてください」

　これまでで一番の切実な願いなのに、拓海は下ろす気配もない。それどころか「ちょっと失礼するよ」と言いながら、祐介とドアの隙間に器用に体を滑り込ませた。

「玄関先で倒れたら大変だから」

　さすがにそれはない。祐介に変なところを目撃されて頭はシャキッと冴えた。

「お邪魔します」

　拓海は当然のような振る舞いで靴を脱ぐ。

「ちょっと待って！」

　家にあがるつもりだと知り大急ぎで引き留めるが、拓海はそれもスルーする。

　自分も靴を脱がなければと実花子は足を擦り合わせ、散らばったパンプスを祐介がそろえる。つくづくよくできた弟だ。

　そうして拓海はどんどん足を進め、リビングのソファでようやく実花子を下ろした。大事なもののように優しい扱いするところが悔しい。おかげで胸がキュンと乙女チックな音を立てた。

「ご面倒をおかけしました」

「どういたしまして」

　ソファに座る実花子の前に跪ひざまずいた拓海が浮かべるのは、お酒を浴びるように飲んだあととは思えないほど爽やかな笑みだった。

　この笑顔でいったい何人の女性を虜とりこにしてきたのだろう。男性に免疫のない実花子だけがドキドキするわけではないはず。

　図らずも見つめ合うようになっていたら、祐介が咳払いで存在をアピールした。

　決してくっついていたわけではないが、拓海から離れるようにパッと背中をのけ反ぞらせる。

　拓海は実花子とは違い、慌てる様子もまったくなくスマートに立ち上がった。

「改めまして、椎名拓海と申します」

　祐介へ名刺を差し出す。祐介はそれを受け取るとまじまじと見つめた。

「キミのお姉さん」

「祐介です」

「え？」

「〝キミ〟じゃなくて祐介です」

　祐介が憮ぶ然ぜんとして答える。

「祐介くんか、いい名前だ。それじゃ、祐介くん、こんな形で報告するのも失礼かもしれないけれど、お姉さんとは結婚を前提にお付き合いをさせていただいているんだ」

「違うの、祐介！　結婚なんてしないから！」

　なにも今ここで祐介にそんな話をしなくてもいいだろうと、慌てて話に割って入る。

　形式上付き合うことになったが、それは別れるためのもの。振られるためにそうしているのだから、未来に結婚はない。拓海に振られる自信はあるし、それと同じくらい結婚する気もない。

「お姉さんはちょっと混乱しているだけだから」

「混乱って！」

　しっかりじっくりよく考えたうえでの結論にほかならない。

　いったい何度この押し問答をすればいいのだろうか。いい加減に疲れてくる。

「祐介くんとは、またゆっくり話をさせてもらってもいいかな」

「べつに俺は……」

　どこか不機嫌顔で祐介がそっぽを向く。

「遅いから俺は先に寝るよ。酒飲んだんだから、あんまり長湯とかすんなよ」

「えっ、あ、ちょっと、祐介！」

　実花子が引き留めるが、祐介は自分の部屋へ入ってしまった。

　なんとなく寂しげに見えた背中が気になって、祐介の部屋のドアを見つめていたら、拓海が「ちょっと急ぎすぎたかな」と今さら呟く。本当にその通りだ。

「実花子、怒った？」

「……怒りました」

「だよね、参ったな」

　本当に参っているようには見えない。余裕綽々の王子様スマイルだ。

　とにかく、今夜はもう帰ってもらおう。

「椎名さん、タクシーを待たせてますよね？」

「そうだったね」

　実花子の言葉でやっと帰る気になったらしい。玄関へ足を向けた拓海を、ふらつく足で実花子も追いかけた。

　祐介がそろえた靴を履き、拓海が振り返る。

「どうしたら機嫌を直してくれる？」

「それなら、私と結婚するのを考え直してください」

　それが第一希望。平穏無事な日々を返してほしい。

「それはダメ。考え直すとしたらキミのほうだよ。それじゃ、こうしよう。今度おいしいものをごちそうするよ」

　その言葉に心がぐらぐら揺れる。思わず顔を綻ばせたら、拓海は満足そうに笑った。

　素直に喜んではいけない場面に大失態だ。

「それじゃ、おやすみ」

　拓海は実花子の頬に手を添え、またしても不意打ちのキスをする。

　実花子の逃げ足が遅いのか、彼が早業なのか。拓海は実花子の髪を撫で、優しい笑みを残してドアの向こうに消えた。




　厚焼き玉子に焼きたらこ、味み噌そ汁しるとご飯をテーブルに並べる。

　いつも納豆のところを焼きたらこにしたのは、祐介の好物だから。昨夜の謝罪の気持ちを込めたつもりである。

「おはよー」

　寝ぼけ眼まなこをこすりながら祐介が起きてきた。

「祐介、昨夜はごめんね」

　謝ってみたものの祐介はなにも言わずにテーブルについた。やはりまだ怒っているだろうか。こっそり様子を窺うかがっていたら、焼きたらこを見て祐介の動きが止まった。

「それ、好きでしょ？　たまには納豆じゃなくてもいいかなって」

「ごめん」

「……え？」

「俺、感じ悪かったよな」

　突然の祐介の謝罪に驚く。実花子が謝るのは当然でも、祐介にその必要はない。

「椎名さんだっけ？　気にしてなかった？」

「それはもう全然。こっちこそ本当にごめんね、突然あんなこと……」

　気にしていたといえばそうだが、全面的に実花子たちが悪いのだから祐介が申し訳なく思う必要はない。

「結婚、いいと思うよ」

「え？」

　耳を疑う祐介の言葉にポカンと聞き返す。

「ねえちゃんがしたいのなら、それでいいと思う」

「それは違うの。この前ね、無理やりお見合いみたいなことさせられて。それで、椎名さんがなんだかちょっとアレで」

「照れなくてもいいって」

　早口で釈明する実花子を祐介が遮る。

「本当なの。結婚なんてしないから。だから、昨夜のことは悪い夢でも見たと思って忘れて」

　それが一番だ。付き合うのは百歩譲って了承しても、実花子は振られる予定なのだから。別れ前提で付き合うのもおかしな話かもしれないが。

「ふーん」

　祐介は昨夜に引き続き気のない返事をして、焼きたらこを一本丸々頬張った。




　拓海と形ばかりの付き合いをはじめてからおよそ一週間が経過した。

「彼、来てるね」

　自分のデスクにいる実花子に千沙がそっと耳打ちをする。ふふふという意味深な含み笑いはやめてほしい。

　実花子のデスクと通路を挟んだ向こうにはガラス張りのミーティングルームがあり、拓海はそこにいる。

　千沙はやけにうれしそうに、スキップでもしそうなほど軽やかな足取りで去っていった。

　昨夜、拓海からかかってきた電話でここへ来ることは聞いていたため、新鮮な驚きはない。たしか拓海の会社の傘下に入るにあたり、メディアテックの幹部との打ち合わせがあるとか。

　コの字型にした長テーブルを十数人で囲み、ロールスクリーンに映し出された資料で討論をしている。壁に遮られて声こそ聞こえないが、そこにいる彼の表情は真剣そのもので、実花子が見たことのあるどの顔とも違っていた。

（あんな顔、するんだ。そういえば……）

　千沙に見せられた雑誌に載っていた拓海も、今のような表情をしていたと思い出した。思いがけず目撃した、真摯で熱いまなざしからなぜか目が離せなくなる。

　いつもの爽やかで優しい笑顔とは真逆のクールな横顔。きっとそのギャップのせいだろう。

　指令を下したわけでもないのに鼓動が速まった。




　それから数時間後、経理部へ渡す書類があり実花子が通路を歩いていたら、ミーティングルームにいた面々がちょうど出てきたところだった。

　拓海が妙な紹介をしたせいで、実花子は社内の方々から興味本位の視線を向けられている。今も変な目で見られたらたまらないと、そそくさと通り過ぎようとしたが、それより一歩早くミーティングルームから出てきた拓海が、実花子を上から下まで見て目をぱちくりとさせた。

「スカート、穿くんだね」

「そうなんです」

　昨日買ったのだ。実に高校の制服以来のスカートである。それもタイトなものではなくＡラインで、カラーはベビーピンク。いかにも女子をアピールしたデザインだ。おかげで下半身がスースーして落ち着かない。

　そのうえ初の五センチのヒールも履いている。本当はもっと高いものがよかったが、歩けず断念せざるを得なかった。

　普段は絶対にしないピンク系のメイクで気合も十分。髪の毛だけはアレンジできず、いつもの一本縛りになったのが悔やまれる。今度じっくり練習しなくてはならない。

　拓海への恋心が実花子を女性らしく変化させたのだと千沙には思われているが、じつはその逆。それもこれも、すべては拓海に振られるため。

　拓海が女性らしいタイプをお断りなら、実花子はそれを目指そうと決めたのだ。

　つまりこれは、拓海に結婚をあきらめさせるための策略である。

「私、意外とこういうのが好きなんです」

　本当は男顔負けのサバサバしたタイプではないのだとアピールする。これで拓海の追い求める女性とは程遠くなったに違いない。

　自信をもって彼を見上げたら、拓海は柔らかく微笑んだ。

「似合ってる。実花子はもともと美人だからね」

　予想していた反応と違い、肩透かしを食らう。

　それともそれは王子様ならではのポーカーフェイスであって、心の中では逆の感想なのだろうか。

　きっとそうだろう。この格好なら、どこからどう見ても拓海の知っている実花子本来の姿は影をひそめているはずだから。

「今夜、時間取れる？　おいしいものでも食べに行こう」

　そう誘われると実花子はとても弱い。お見合いのときにも、そんな誘い文句にホイホイついていってしまった。

　しかし、おいしいものに目がないのは今さらどうにもならない。

「この前、約束したの覚えてる？」

　拓海が実花子を送ったときのことだ。

　食べ物につられてうなずく。実花子も相当簡単なものだ。

　実花子が誘いに素直に応じるのは、おいしいものが目の前にぶら下げられているからにほかならない。自分にもっと幻滅してもらうという任務もある。

「よし、それじゃ、仕事が終わったら下においで」

　拓海はにっこり微笑み、実花子の頬をひと撫でして立ち去った。

　どんなおいしいものを食べさせてもらえるのだろう。魅惑的な〝エサ〟をあれこれ考えて顔が綻ぶ。

　しかし実花子には〝拓海の求めていない女性〟を演じる使命があるのだと思い出したら、その高揚感も少しだけ薄れた。




　仕事を定時で終えて階下へ行くと、ビルのエントランスの真正面になんのためらいもなく停車した車が見えた。スポーツタイプの濃紺の高級車が、灯りはじめた街のネオンを乱反射させている。

　車種を聞いているわけではないが、きっと拓海の車だろうと直感したのはみごとに的中。実花子に気づいた彼が運転席から降り立った。

　そつのない身のこなしで実花子を助手席へエスコートし、車を発進させる。

　男の人の車の助手席に乗るのははじめてのうえ、高級車も初体験。大学時代の元カレは、車はおろか免許も持っていなかった。当然、デートは公共の乗り物だった。

　情けないほどカチコチになった実花子は、シートに背中すら預けられずに背筋をピンと伸ばしたまま。なんとも変な体勢になっているのは自分でもわかった。

　そんな実花子を見て、拓海がクスッと笑みを漏らす。

「なんか緊張してる？」

「こういう車に乗るのははじめてで」

「へぇ、そうなんだ」

　男の人の運転する車もはじめてなのはひとまず伏せておこう。あまりにも初う心ぶすぎる。振られる前提なのだから格好つける必要はないが、ささやかな実花子のプライドである。

「椎名さんらしい高級車ですね」

「そう？　それより、そろそろ俺のことも名前で呼ぼうか」

「いえ、それはちょっと……」

　さすがに親会社の社長でもある彼を〝拓海〟と呼ぶのには抵抗がある。それに五歳も年上だ。

「名字に〝さん〟付けは他人行儀で堅苦しい」

「他人ですから」

　そこを大幅に間違えてもらっては困る。

「慣れれば平気だから」

「慣れません」

　どうしてこうも強引なのだろうか。言動すべてが半強制。それが柔らかい物腰や穏やかな笑顔に隠されているから恐ろしい。

「ついでに、その敬語もやめようか」

「それこそ無理です」

「会社ではともかく、ふたりのときはそうしよう」

　実花子が断固として拒否しているにもかかわらず、拓海はまったく聞く耳を持たない。「それじゃ、練習してみようか」などと言いはじめた。

　恨めしげに横顔を睨にらんだが、拓海があまりにもうれしそうに笑っているから咎める気持ちがプシューッとつぶされていく。

「拓海って、呼んでみて」

「急に言われても無理です」

「敬語もナシ」

　そう言われるとしゃべられなくなる。呼び捨ても〝ですます〟抜きも、急にできるものではない。

「実花子？」

　信号待ちで止まり、拓海は実花子の顔を覗き込んだ。ドギマギしている場合ではないのに、頭とは裏腹に息が苦しくなるほどの動悸に襲われる。

　思わず視線を逸らしたら、彼が体を乗り出して両手で実花子の頬を押さえ込んだ。そうされ、王子様フェイスから逃れられなくなる。

「ほら、言ってみて」

　口調は優しいのに、なぜか断ることのできない強制力を孕はらんだ視線だ。

「言わなきゃ、ずっとこのままだよ」

　それはとても困る。

　なにも『好き』と言えと迫られているわけじゃない。ただ単に名前を呼ぶだけでいいのだ。恐れることはなにもない。生唾をごくりとのみ込む。

「……た、くみさん」

「聞こえないよ」

　ボソボソと言ったため却下された。こうなったら破れかぶれだ。

「拓海さん」

　今度は喧けん嘩か口調になったのは否めない。拓海は一瞬目を点にしたあとプッと吹き出した。

　笑わなくてもいいだろうにと、実花子は目を細めて睨む。

　なぜだろう。下の名前で呼び合うと、親密さが一気に増したように感じる。なんて厄介なトラップだろうか。

　釈然としない実花子の横で、どこか満足そうな笑みを湛たたえながら拓海は再び車を発進させた。




　二十分後、高級として名高いホテル『エステラ』に到着した。実花子はロビーにすら足を踏み入れた経験はない。

　拓海はエントランス前に車を止めて実花子を降ろし、近づいてきたホテルマンに車のキーを預けた。どうやら、このホテルで食事をするらしい。

　行き交う人の大半がエレガントな装い。偶然とはいえ、いつものカジュアルなパンツスタイルでなくてよかった。中身はともかく、場違いな目を向けられるのを避けられそうで安あん堵どする。

　エントランスから中に入った実花子は、その煌きらびやかさに思わず目を閉じた。光が強いのではなく、高級感が醸し出す威光とでもいうべきか。

　立ち止まって仰ぎ見ていたら腰に拓海の手が回され、「きゃっ」と柄にもない声をあげてしまった。単なるエスコートなのに過剰反応しすぎだろう。

　でも、それもまた女性らしく、拓海の求めるタイプとは違っていいようにも感じる。

　グッジョブだと自画自賛するが、腰に添えられた手が気になり歩き方がおかしくなる。慣れない五センチヒールのせいもあり、はたから見たらロボットが歩いているように見えるかもしれない。

　拓海が実花子を案内したのは、ホテルの最上階にあるレストラン『クールブロン』だった。雑誌でもたびたび話題になるフレンチの店だ。千沙が以前、目を輝かせて話をしていた記憶がある。

　常連なのか、男性スタッフは拓海の顔を見るなり、「お待ちしておりました」と丁寧に頭を下げた。いったいどれだけの女性を連れてきたのだろうと、妙な勘繰りをしたくなる。

　案内された個室の大きな窓の向こうには、星ほし屑くずをちりばめたかのような景色が広がっていた。

　夜景が特別好きなわけではなくても、自然と「わぁ」という感嘆の声が漏れる。三十階の高さから街並みを見下ろすのははじめてだった。

　男性スタッフが引いてくれた椅子に腰を下ろしてからも、メニュー表には目もくれずにキラキラと幻想的な光を見つめる。もっとも、メニュー表を見たところで読めるはずもない。チラリと横目で見たそれは、すべてフランス語表記だった。

「勝手に頼んじゃうけどいい？」

「はい」

　そうしてもらわなければ逆に困る。肉料理がふたつ並ぶのが関の山だ。

　拓海は慣れた様子でふたり分の注文を済ませた。

「ここ、よく来るんですか？」

「〝来るんですか〟？」

　最後の〝ですか〟を強調して首をかしげる。敬語をやめろというのだろう。

「ひとつお願いがあります」

　拓海は目線でなに？というように小首をかしげた。

「言葉づかいだけはもうしばらくこのままにさせてください」

　ファーストネーム呼びはなんとかできても、さすがに口調は崩せない。同じ年齢ならともかく、五歳も年上のうえ、勤め先の社長だ。

　拓海はしばらく考えるように視線を宙に投げかけたあと、「わかった。自然にそうできるまで待とう」と、ふんわりとした笑みをこぼした。

「ありがとうございます」

　お礼を言うのもおかしな気はしたが、要望を汲んでもらえてひとまずホッとする。

「この店は頻繁でもないけど、たまに来るよ」

　さすがは何社もの会社を統括するだけはある。

「ここ数年だよ、こういう場所を使うようになったのは」

「そうなんですね」

「起業当時はこれでも苦労したからね」

　会社をゼロから築き上げてきたのだから当然だろう。実花子は現在の拓海しか知らないため、想像がつかない。

「だから、いまだにちょっと緊張するよ」

　決してそうは見えない。実花子がファミレスで食事をするのと同じような態度だ。

「今、そんなことはあるもんかって顔したな」

「えっ？」

　顔に出やすいタイプではないと思っているが、今後は気をつけよう。そう心に小さく誓ったところでワインが運ばれてきた。

　スタッフが実花子のグラスにだけ赤ワインを注ぐ。

「俺は車だから飲めないけど、実花子は気にせずどうぞ」

「そういうわけにはいきません」

　ひとり飲みは慣れているが、それは相手がいない場合。こうして面と向かって食事をするのに、自分ひとりだけが飲むのはさすがに気が引ける。拓海もお酒は好きなほうだと知ったから余計だ。飲みすぎてこの前のような事態になるのも避けたい。

「ほんとに気にするな」

「でも」

「いいから」

「いいえ、飲みません」

　そんな押し問答をあきれるほどして、結局は実花子が一杯だけ飲むことで決着がついた。拓海も実花子に負けず劣らず強情だ。

　グラスの半分ほどを飲んだところで前菜が運ばれてきた。

「季節野菜のエチュベ ホタテのポアレ添えです」

　チンプンカンプンの料理名に、頭の中はクエスチョンマークでいっぱい。深く考えるのはよそうと潔くあきらめてナイフとフォークを持った。

　一定のリズムで料理を口に運びながら、ふとした疑問が湧く。

「夜景って、どうしてゆらゆら揺れるんでしょうね」

　感じた疑問をそのまま口にした。

「夜空の星も揺れて見えることがない？」

　たしかにそれもあると、星空を思い浮かべてうなずいた。

「この場所と光の場所との間に、空気のゆらめきがあるせいだよ。光の屈折が起きるんだ」

「ゆらめき？」

「煙突や工場、大きなビルからは暖かい空気が排出されていて、その空気が上昇するときに起きる現象。地上の陽かげ炎ろうと同じ現象だよ」

「そうなんですね」

　どうしてだろうね、とふたりで首をかしげて終わるものだと思っていた。回答を得られるとは考えていなかったため、拓海の解説が高こう尚しょうなものに聞こえる。

　知識を予期せず披露され、拓海の株が上がった。

（あくまでもちょっぴりだけど。それこそミリ単位。ううん、ミクロン単位かな）

　その後、運ばれてきたスープに魚料理、肉料理も名前はどれも理解不能だったが、おいしいものを食べさせると言っていた拓海の言葉を裏切らないものだった。

　デザートとコーヒーが出てくる頃にはお腹も舌も大満足。一杯だけと決めていたワインは五杯も飲んでしまった。

　これでは拓海の望むよく飲み、よく食べる〝豪快な女〟、つまり結婚すべき相手という印象を強めるばかりだというのに。お酒が入ると止められないから情けない。

「どうだった？」

「こんなにおいしいフランス料理ははじめてです」

　どちらかといえば、フランス料理はおしゃれなばかりで、味は二の次という印象があったが、さすがは高級ホテルの最上階に鎮座するレストラン。期待を遥かに超える満足度だ。

「それはよかった。また一緒に来よう」

　元気よくうなずきたいが実花子には使命があるため、その狭間で振り子が大きく揺れる。どれほど食いしん坊なのかと、自分にはほとほと呆れた。

「それと、これは祐介くんに」

　拓海がテーブルの上を滑らせたのは、ケーキでも入っていそうな白いボックスだった。スタッフが運んできたときになんだろうと気にはなっていたが、まさか祐介へのお土産だとは思いもしない。

「ここのカレー」

「カレーですか？」

　箱の様相からデザートを連想した実花子は思わず聞き返した。フランス料理店なのにカレーとは予想外だ。

「意外に思うかもしれないけど、ランチでカレーを出してるんだ。絶品だから、ぜひ祐介くんにと思って」

　こういうシチュエーションで相手の家に待つ家族の存在を考えられる男の人は、いったいどれくらいいるだろうか。

　祐介への優しさを見せつけられて、心の内側に意図せず小さな波が立つ。ごく自然でさりげない気づかいだから余計に響くのかもしれない。

　両親を亡くして六年。大学時代の彼氏と比べるのは当時の彼には酷かもしれないが、幼い祐介がいるから外泊はできないという実花子に、あからさまに顔をしかめたのを思い出す。彼のなかで、祐介はどちらかといえば邪魔なものとして存在していたのだ。

　それを拓海が難なく飛び越えてくる。

「ごめん、お節介だったか」

「違うんです」

　黙った実花子を心配して拓海がカレーの入ったボックスを引き上げようとしたが、慌てて引き留めた。

「ありがとうございます。きっと祐介も喜ぶと思います」

「そう？　よかった」

　笑う拓海を見て胸がざわつく。

　これも〝実花子を好きにさせよう作戦〟の一環。拓海自身の気持ちはさておき、実花子の気持ちを自分に向けようと躍起になっているから、ここまで一生懸命なのだ。

　そう考えて鼓動の誤作動を鎮めようと試みる。これでは拓海のペースにすっかりはまるばかりだ。

　うっかり好きになったら泣きをみるだけ。妻の座を得られても拓海の愛は与えられないのだから、こんなところで絆されてはいけない。

「それじゃ、そろそろ行こうか」

　先に立ち上がった拓海がテーブルを回り込み、実花子を立たせようと椅子を引いた。

　腰を浮かせたときに体がふらつき、とっさに拓海が腕を掴んで支える。

「大丈夫？」

「ちょっと飲みすぎたみたいです」

　今のは決して女性らしさをアピールする演技ではない。飲み慣れないワインのせいだろう。日本酒か焼酎が常の実花子の体には刺激が強かったようだ。

「ありがとうございます」

　お礼を言って顔を上げたら、思いのほか近くに拓海の目があった。

　重なり合った視線をすぐさま逸らし、体勢を整えようと体に力を入れると、拓海が実花子を引き寄せた。ストンと収まった腕の中で、どうしようかと鈍い反応で思考が巡る。

　頭の中がぼんやりするのはワインのせい。腕の中から見えた夜景が、空気のゆらめきでゆらゆら揺れている。ワインだけなく、ロマンチックなシチュエーションにまで酔いそうだ。

　しばらく抱きしめていた拓海がそっと実花子を引き離す。間近でふたつの瞳が実花子を見つめていた。

　それに捕らわれたら逃げるのは至難の業。知り合ったときからそう感じていたが、今の実花子がまさにそうだ。

　彼の唇が徐々に近づく。触れるか触れないか、数ミリ手前で止めるのは実花子が逃げるかどうかを確かめるためか。今までに拓海にされた二度のキスの経験から、このままだと唇が重なるのは必至だとわかっている。

　もしもここで実花子が顔を背けたら、拓海はあっさりキスをやめるだろうか。

　瞬時にそう考えたものの、なぜか実花子は実行に移せない。ピクリとも動けずにいたら、拓海の唇が一気に間合いを詰めてきた。

　軽く触れるだけで離れるだろう。ちょっとした挨拶程度のキス。過去二回の経験則から立てた予測はみごとに外された。

　表面を軽く啄ついばむようにしていた拓海は次第に角度を変え、実花子の唇をこじ開けようと試みはじめたのだ。

「んっ……！」

　とっさに拓海の胸を押したがびくともしない。

　決して軽いとは言えない実花子を涼しい顔でお姫様抱っこするくらいだから、見かけによらず力はあるのだろう。

　腰にガッチリと巻かれた腕が、実花子を離すまいとさらに引き寄せる。

「ま、待っ……て……」

　舌先で舐なめられた唇に生あたたかい感触を覚える。顔を背けて逃げようとしても、あっさり追っ手に捕まるという無限のループ。そうこうしているうちに呆気なく砦とりでは崩された。わずかな隙間を割って入った舌が歯列を軽くなぞり、なまめかしい感覚に息が漏れる。

「んんっ……ぁ」

　自分でも驚くほどに甘い吐息だった。

　乱暴に思えたのは最初だけ。ねっとりと優しく舌を絡められ、実花子も逃げる気を急速に失っていく。背筋がぞわぞわと波打つ甘い痺れに身を委ね、ただ拓海にされるがままになっていた。

　頭がボーッとするのはワインのせいなのか。それとも拓海のキスのせいなのか。

　ひとしきりそうしてから、不意に唇が開放された。濃厚な口づけの直後のため拓海の顔を見られない。

「早く俺を好きになれ」

　拓海が呟きながら実花子の髪を撫でた。

　それはずいぶんな言い草だ。拓海は実花子を好きにはならないが、実花子には好きになれと言う。なんて自分本意で身勝手なのか。今までの恋愛がそうだったのか知らないが、女なら今のキスで好きになるはずだと言われているようだった。

　傷ついたように感じるのはどうしてだろう。

「絶対になりません」

　結婚するなら、愛情に溢れた幸せな家庭を築きたい。一方通行の愛ではなく、互いに愛し愛される関係。そしてそれは相手が拓海では叶わない。

　だから、絶対に好きにならない。拓海とは結婚しない。心に強く誓うのだった。










外堀を埋められ、じわじわと近づく距離




　翌日、実花子は出勤早々、社内の様子がおかしいことに気づいた。普段はミーティングで使用する部屋の前に十数人の人垣ができていたのだ。

　それだけ人が集まっているというのに、騒がしいわけでもないのが不思議だった。

　何事だろうと、実花子もその輪のうしろにそっと加わる。

　背伸びをして前に並んだ頭の隙間から覗いたら、みんなが見つめるその先にいたのは拓海だった。見知らぬ女性もひとりいる。目鼻立ちのはっきりとした、どこか色気の立ち上る美人だ。

　歳は実花子と変わらない。髪の毛は同じように一本縛りなのに、なぜか同じヘアスタイルに思えないのは色香のせいなのか。モデルのようにスラッとしてメリハリのある体形は、テレビからそのまま出てきた女優のよう。春にぴったりなパステルカラーのせいか、カッチリしたスーツでも堅苦しく見えず、色白の彼女によく似合っている。

　人垣に男性が多いのは、彼女を見に来たからなのかもしれない。

　その輪の前列にいた千沙が実花子に気づき、「ちょっとごめんなさい」と言いながら人波をかき分けて出てきた。

「あの女性は？」

　開口一番、実花子が千沙に尋ねる。

　率直な質問のつもりだが、千沙は実花子が嫉妬で聞いたように感じたらしい。大きな瞳をくりくりと動かしてニコニコ笑った。

「椎名社長の秘書だって」

「そうなんだ」

「社長たち、しばらくうちの会社に居候するみたいよ」

　親会社のトップだから居候というのはちょっとおかしな表現かもしれない。傘下に入ったため、社内で詰める話もあるだろう。

「短期間だから、あそこを使うんだって」

　先ほどから拓海と秘書、そして岡野が忙しなく出入りしている部屋には、社長が使用するにふさわしい機能的かつデザイン性の高いデスクと椅子や応接セットが搬入されていた。ガラス張りになっているフロアとの仕切りには、わざわざブラインドまで設置されている。岡野の指示なのか、短期間の滞在とは思えない厚待遇だ。

「あの秘書、綺麗な人だね、実花子ちゃん」

　千沙が含ませたように言ったため、つい軽く睨む。これでは実花子が本当に妬やいているみたいだ。

　秘書が美人でも実花子には全然関係ない。それをわかってもらうには、この場での釈明は不適切だろう。

「お昼は下のカフェね」

　千沙との話し合いの場を設けた。




　内線電話が実花子に入ったのは、その後しばらくしてから。馴染みのない番号だと思ったら拓海だった。

　社外ならまだしも、社内で上役からの呼び出しを無視するわけにはいかない。渋々席を立ち、できたてほやほやの拓海の部屋へ向かう。

　ノックすると、中から「どうぞ」と女性の声が聞こえた。例の秘書だろう。

　ドアを開けて入ると、拓海がデスクから立ち上がった。

「菊きく池ちさんに紹介しておこうと思ってね」

　そう言って秘書を見る。彼女は菊池というらしい。首を傾けているのは、どうして実花子を呼びつけたのかと疑問に思っているからだろう。

　実花子の隣に立った拓海は「こちらは、上原実花子さん」と紹介した。

「彼女とは、結婚を前提にお付き合いをさせていただいているんだ」

「……はい？」

　彼女が眉間に皺しわを寄せる。仕えている社長からの突然の報告に驚いているようだ。

　結婚前提ではなく別れ前提だといちいち注釈する必要もないだろうと、実花子は黙っていた。

「実花子、こちらは菊池真ま里り亜あさん。起業当時から秘書をしてもらってるんだ」

「上原実花子です」

　頭を下げると、呆然としていた真里亜も「菊池真里亜です」と慌てて頭を下げた。

「社長、ご結婚されるんですか？」

　真里亜にはまったく話していなかったらしい。ひと言ずつ噛みしめるように尋ねる。心なしか、唇が少し震えているように聞こえた。

「近い将来に」

　どこまで本気なのかさっぱりわからないが、その将来は実花子の野望によって潰ついえる予定なのは、この場では自分の心だけにしまっておこうと口を噤つぐんだ。

「……そうですか」

「少しの間、席を外してもらえる？」

　拓海の言葉にポカンとしたあと、真里亜は「はい」と小さく返事をする。

　部屋を去る間際、目こそ合わせなかったものの伏せがちに実花子へ向けられた視線がどこか気になった。

「座って」

　拓海に言われ、真新しい黒いソファに腰を下ろす。短期的に置かれたものとは思えない、高級感のある座り心地だった。

「この前はごちそう様でした。おいしかったです」

　フレンチのお礼がまだだったのだ。

「気に入ってくれてよかったよ。また行こう」

　それにはうなずかず、「祐介もとても喜んでいました」と加えた。

　お土産のカレーを持ち帰ると、ちょうど小腹が空いていたらしく祐介は早速食べはじめた。こんなカレーははじめてだと、いつもより速いスピードで彼の口の中へカレーが吸い込まれていく様はある種壮観だった。

　そんなに絶品なら少し味見したいと思ったときには皿は空っぽ。そして、『椎名さんっていい人だね』と、祐介はすっかり食べ物につられてしまった。

　最初こそ拓海に敵対心を剥き出しにした目つきだったのに、さすがはおいしいものに弱い実花子の弟である。血は争えない。

「会社を買収したあとは、いつもこうしてその会社に部屋を構えるんですか？」

「今回がはじめてだよ。メディアテックとは、今後のことでじっくり話を詰めたくてね。いちいち足を運ぶより、このほうが効率がいい」

　買収してすぐの頃に、幹部たちを集めて熱いまなざしで打ち合わせをしていた拓海を思い出した。鋭さを秘めた視線は、いかにも敏腕社長そのものだった。

「そうすれば毎日実花子に会えるしね」

　そういうセリフを好きでもない相手に対してサラッと言えるのも超人的である。これが実花子でなかったら、ころっと騙されているだろう。

　いや、実花子でも拓海の本心を知らなければ、うっかり好きになっていたはず。

「信じてないって顔だね」

　ニコニコと屈託のない笑みを浮かべながら聞かれ、素直にうなずく。

「実花子は疑り深いな」

「会えてうれしいとか、あまり軽はずみなことは言わないほうがいいと思います」

　一応忠告も必要だ。拓海のセリフに勘違いする女性がいて、形式上の恋人である自分に怒りをぶつけられたらたまらない。

「軽はずみじゃないよ。実花子に会うと、なんか元気になれるんだよね」

「ですからそれも」

　警告したそばからそれでは先が思いやられる。拓海はハハッと笑うばかりだった。




「あれは、絶対に好きだよ」

　朝の約束通り、実花子は千沙とオフィスの階下にあるカフェにランチを食べにやってきた。話題はもちろん拓海の秘書である真里亜のこと。千沙によれば、彼女は拓海を好きに違いないという。

「千沙は菊池さんと話してもいないのに？」

「話さなくてもわかるの」

　千沙は遠巻きにふたりを眺めていただけなのに自信満々だ。

「実花子ちゃんは直接話したんでしょう？　なにも感じなかった？」

「うーん……」

　首を真横になるほど傾け、拓海の部屋に呼ばれたときのことを思い返す。

　そういえば、結婚を前提に付き合っていると報告したとき、それまで穏やかな表情だった真里亜は一瞬で顔を曇らせた。そのあと唇を震わせていたようにも見えたかもしれない。でもそれは、単に驚いただけではなかったのか。

「……好きなのかな。どうだろう」

「んもうっ、実花子ちゃんって本当に鈍いんだから」

　千沙は運ばれてきた三種のチーズと生ハムのサンドイッチを頬張った。

　短時間の観察で千沙が見抜くくらいなら、いつもそばにいる拓海はとっくに気づいているのだろうか。いや、拓海も実花子に劣らず鈍いタイプだから、真里亜がなにかアクションでも起こさない限り気づかないのではないか。

　だとすれば、真里亜は今頃どんな気持ちで拓海のそばで仕事をしているだろう。ずっと想いを寄せていたのに実花子が恋人として突然目の前に現れたら、複雑という言葉でひとくくりに説明できるものではないはず。

　なぜか胸がチクチク痛い。おまけにみぞおちのずっと奥のほうがぎゅうっと押されているよう。突然、不可解な心の乱れに襲われる。

　真里亜本人になった気分になり、気持ちがリンクしてしまったか。

「そういえば実花子ちゃんのイメチェンの評判ね、上々みたいよ」

　千沙が「そのスカート」と、テーブルの上から指差す。

「実花子ちゃん、いつもパンツスタイルだしメイクもすごく薄かったでしょう？　ここ数日の変貌ぶりに、社内の男子社員が色めき立ってる」

「まさか」

　ただスカートを穿いただけ。メイクもアイラインとアイシャドウを追加したくらいで、以前の実花子と中身はなんら変わらない。千沙の引き立て役だといった悪口もこれまで何度となく耳にしてきたのに、今さらなにを言っているのか。

「いきなり女らしくなったって、みんなが噂してるよ。実花子ちゃん、もともと美人さんだもんね」

「これにはわけがあるの」

「恋したんでしょう？」

「恋？」

　いったい誰に？と首をかしげる。

　千沙はペーパーで口の周りを丁寧に拭い、ぽってりとした唇をゆっくりと開いた。

「椎名社長に」

「どうして！」

　つい大きな声になる。おかげで店内の視線を一手に引き受ける羽目になった。

「でも、付き合ってるんでしょう？」

「それは振られるためなの」

「振られるため？　実花子ちゃんってばおもしろい」

　鈴がコロコロと転がるような声で千沙が笑う。

「仕方なく付き合うけど、それは私に愛想を尽かしてもらうためなの」

　結婚をあきらめようとしない拓海に対する、実花子の最大限の譲歩である。

「この格好も、拓海さんの好みとは真逆だからしているだけ」

　千沙は目をぱちくりさせてから、ニターッという笑みを浮かべた。

「〝拓海さん〟だって」

　うっかり普段の調子で呼ぶという痛恨のミスを犯した。

「拓海と実花子って呼び合ってるんだね」

　千沙におもしろがってからかわれ、じとっと湿気を含んだ目で睨む。

　好きでそう呼び合っているわけではない。避けられない事態に遭遇して仕方なくなのだ。そう呼ばなければ、頬を両手で包み込んだまま離さないと言われたことを思い出して、意味もなく顔が赤くなる。

「でも、なんかうれしいな。実花子ちゃんの彼氏の話ができるなんて。大学生のとき以来だもんね」

　恋愛話をするとき、実花子はいつも千沙の聞き役。千沙は『聞いてもらえるだけでいいの』と気づかってくれたが、相談事を持ちかけられても、なにひとついいアドバイスができない情けない状態だった。

　でも、拓海は彼氏であって彼氏でない。恋焦がれて嫉妬して悩んで。そういう相談をできないのが少し寂しいと感じるのは事実だった。




（いったいなにを話しているんだろう）

　ひと段落した仕事の合間、ふと視線を投げかけた向こうには、拓海と真里亜がテーブルを挟み、資料に目を落としながら、至近距離で話をしている光景が見えた。

　社内で拓海が陣取った部屋は、実花子のデスクの左斜め前方に位置しており、レモンイエローのブラインドが下ろされなければ中は丸見え。なにをしているのか一目瞭然の場所にある。

　顔を寄せ合い、ふたりがたまに微笑み合う。仕事の話をしているに違いないのに、ここがカフェだったらデートや旅行のプランを楽しげに話すカップルのような雰囲気に見えた。

　千沙の言っていたことが頭をよぎる。

『あれは、絶対に好きだよ』

　言われたときはあまりピンとこなかったが、こうして見ていると千沙の言う通りに思える。

　真里亜が拓海を見つめる目は、仕事相手に向けるべきではないほど熱いものだ。たまに遠慮がちにするボディタッチも、真里亜の意思が込められているように見えた。

　なぜか実花子の胸の中にモヤモヤが広がっていく。

　それはなにやら重苦しい正体不明の物体で、消そうとするそばから増殖をはじめる。油断したらのみ込まれてしまうのではないかと、わけもなく不安に駆られた。




　その日の夕方。仕事を終えた実花子が、なにかスイーツでも買おうと、駅から自宅へ帰る途中にあるコンビニに寄ろうとしたときだった。

　ふたり組の若い男が、たった今買ったばかりと思われるスティックタイプのアイスクリームの袋を道端へ放った。すぐそこにコンビニ備えつけのゴミ箱があるにもかかわらず。

　あまりのマナーの悪さを見て、実花子はとっさに捨てられたゴミを拾い上げ、「これ、落としましたよ」とうしろから声をかけた。

　ふたり組がそろって振り返る。

「……それ、ゴミだし」

　実花子が差し出したものを見て顔をしかめ、ふたりは声を立てて笑った。

「あそこにゴミ箱がありますから、きちんと捨ててください」

　見たところ二十代前半。そんな歳にもなってゴミを道端に捨てるなんてありえない。幼い子どもでもゴミはゴミ箱へ捨てるのは知っている。

「じゃあそれ、おねえさんがゴミ箱に捨ててよ」

「そうだよ。せっかく拾ったんだから、そのままゴミ箱へどうぞ」

　アイスを舌で舐めまわしながら右手で指す。

「でも捨てたのはあなたたちですから」

「その証拠は？」

「証拠？」

「そ。だって、それっておねえさんしか見てないんだよね？　ほかに誰か証明してくれる人は？」

　ニタニタと嫌な笑みを浮かべて、ふたりが実花子を牽制する。

「いないよねー」

　膝を曲げ伸ばししながら男たちはうなずき合った。

　そもそも証拠はあるのかと口にする人は、たいていが黒だ。サスペンスドラマでも、そうだと相場は決まっている。それになにより実花子は目撃者だ。

「とにかくちゃんと捨ててください」

　自分でも強情だとは思う。面倒なことに巻き込まれるくらいなら、自分で捨てればいい。でも、引っ込みがつかなくなってしまった。

「しつこいなぁ」

「あんまりふざけてると痛い目を見ることになるよー」

　ふたりはへらへら笑いながら、実花子との間合いを詰めてきた。

（なにをするつもり……？）

　じりっと一歩後ずさりしたら手首を掴まれた。

「やっ、やめてくださいっ」

　とっさに引いたものの、所詮女の力。びくともしない。

（どうしよう。誰か……！）

　実花子が心の中で助けを呼んだときだった。目の前に大きな影が立ちはだかる。

「ふざけてるのはどっちだ」

　まさかの拓海の登場だった。ふたりの男同様に実花子も驚く。

　拓海は実花子の手首を掴んでいた腕をやすやすと捻り上げ、それを男の背中に縫い止めるようにした。

「イテテテテッ」

　男が苦痛に顔を歪める。対して拓海は、力を入れているようには見えない涼しげな顔だ。

　もうひとりの男は、自分もやられたらたまらないと数歩後退した。

「女性に乱暴とは感心しないな」

「こ、この女がゴミ拾えとかわけわかんないことほざくからだ！」

　拓海は実花子が持っているアイスクリームのゴミを見た。

「ゴミはゴミ箱へって教わらなかった？」

「そんなの知るか！」

「それは可哀想。それならひとつ、教えてあげよう。今どきの科学では、ゴミから採取したＤＮＡで捨てた人の顔をＣＧで再現できるんだ。つまり、このゴミに残された痕こん跡せきからキミの顔を再現し、それをネット上に〝子どもでも守れるマナーを守れない非常識な大人〟としてばらまくことが可能というわけ」

「なっ……！」

　拓海の言葉を聞いた男が顔を引きつらせる。

　男の腕を解放し、実花子の手から取ったゴミを拓海が男の顔の前にぶら下げた。

「さぁ、どうする？」

　拓海はあくまでも冷静な姿勢を崩さない。

　男の目はゴミと拓海を行き来し、まるで猛獣に怯おびえる小鹿のようだった。

「よこせ！」

　言うが早いか、男は拓海からゴミを奪い取り、ふたりそろって足をもつれさせながら転がるようにして去っていった。あっという間に背中が遠ざかる。

「大丈夫だった？」

「はい……ありがとうございました」

　心配そうに顔を覗き込んだ拓海に答える。

「無茶なことはするものじゃない」

「このくらい平気です。私、お転婆ですから」

　はじめて会った日の拓海の言葉を使い回す。

「そのわりには手が震えてるけど」

「えっ……」

　そう言われてはじめて、プルプルと小刻みに揺れる自分の指先に気づいた。

「これはべつに」

　うしろに隠した手を拓海が強引に取り、両手で握りしめる。

「ほら震えてるじゃないか」

　そうされ、気のせいだと反論できなくなった。突発的に注意はしたが、本当は怖かったのだ。拓海に手を握られ、少しずつ震えが収まってくる。

「木登りくらいのお転婆なら笑って済ませられるけど、さっきのはそうはいかない」

「でも」

「わかってる。悪いのは男たちのほうだ。それを注意できる実花子も素晴らしいと思う。でも、俺がいなかったらどうなっていたかわかる？」

　いつも微笑みを絶やさない拓海の真顔を見て、反論は間違いだと悟った。

　男に手首を掴まれた感触が蘇る。殴られるか突き飛ばされるか、どんな仕打ちをされたかわからないが、怪我を負う危険性があったのは事実だ。

「ごめんなさい」

　素直に謝る。

「ほんと、実花子は危なっかしいから参るよ」

　呆れ顔だったが、そこにいつもの笑みが戻ってホッとした。

　その反面、悪者を退治すべく颯さっ爽そうと現れたヒーローのような拓海の行動は、単純な実花子の胸を高鳴らせる。

　予期せぬ鼓動の暴走を持て余して視線を逸らしたら、「どうかした？」と拓海が即座に反応した。

「いえ、なんでもないです。……ところで、どうしてここに？」

「実花子を追ってきたんだ。といっても車だけど」

　拓海はコンビニの駐車場に停めた車を指差す。彼の車が入ってきたのにまったく気づかなかった。

「これから少し付き合える？」

　疑問形で聞いておきながら断られないと思っているのか、拓海は実花子をエスコートしながら車へ向かう。

　まだイエスともノーとも答えていないが、祐介は部活で連日遅く、急いで帰る必要はない。少しくらいならいいかなと考えながら拓海に従った。

　彼が開けたドアから助手席へ乗り込もうとしたタイミングで、バッグの中のスマートフォンが着信音を響かせる。取り出してみたら、祐介の学校からの電話だった。

（え、なんだろう……）

「ちょっとごめんなさい」

　車から少し離れながら指をスライドさせる。

「はい、上原です」

《上原祐介くんのお姉さんですか？》

　男性教諭の声だ。担任は女性だからべつの先生か。

「はい、そうです」

《祐介くんなんですが、部活中にちょっと怪我を……》

「怪我ですか!?」

　思わず大きな声になる。

《大変申し訳ございません。それで先ほど救急車で運ばれまして……》

「きゅ、救急車!?」

　それはただごとではない。心臓が大きくドクンと鳴った。

「どこの病院ですか!?　すぐに向かいます」

　言われた病院名を何度も頭の中で反芻して電話を切る。

（どうしよう……！　救急車で運ばれるほどの怪我だなんて！）

　収まったばかりの震えが、実花子を再び襲う。先ほどとは比べものにならないほど大きなものだった。

「なにかあったのか？」

　少し離れたところで話していたとはいえ、実花子の声は拓海にも丸聞こえだっただろう。トボトボと車のそばへ戻った実花子の顔を拓海が心配そうに覗き込んだ。

「……祐介が」

「祐介くんが？」

「部活中に怪我して救急車で運ばれたって……」

「どこの病院？」

　拓海の顔が一気に険しいものになる。

「久く城じょう総合病院……」

「よし、急ごう。乗って」

　拓海が実花子を助手席へいざなう。

「でも……」

　関係のない拓海に付き合ってもらうのは申し訳ない。

「いいから。今からタクシーをつかまえるより早いよ」

　ほら、と言いながら半ば強引に実花子をシートに座らせ、拓海は自分も急いで運転席へ乗り込む。素早くエンジンをかけ、車は久城総合病院を目指して走り出した。

　どうか無事でいて……と両手をグッと握りしめる。

　静かな車内はよくない妄想を膨らませるにはちょうどいい環境で、実花子の不安をどんどん煽っていく。

「大丈夫だよ」

　信号待ちのタイミングで、拓海の手がそっと実花子に重ねられた。

　あたたかい手に包まれて、血の気の引いた指先から震えが収まっていく。根拠のない『大丈夫』という言葉を、これほど心強く感じたことはなかった。

　それが拓海だからなのか、この状況のせいなのか。今は深く考えることもできないまま、拓海の手で正気を保った。




「上原祐介という者がここに運ばれたと思うのですが……」

　救急の受付で尋ねると、女性が手元の書類を確認する。

「ウエハラ　ユウスケさんですね？」

「はい……」

「では、そこの通路をまっすぐ進んで、突きあたりの左に曲がった処置室の看護師に聞いてみてください」

　女性は身振りで道順を説明し、軽く一礼してべつの作業に取りかかった。

　言われた通りに拓海とふたりで足を進めて処置室の近くまで行くと、中では看護師が慌ただしそうに行き交っていた。

「あの、すみません……」

　実花子の声に反応したひとりの看護師が手を止めてやってきた。

「上原祐介の家族の者なんですが」

　すぐにはわからなかったようで、看護師が独り言のように「上原さんね、上原さん……」と繰り返す。

　早くしてと、つい急かしたくなるのをグッとこらえる。

　すると看護師はやっと思い出したのか、パッと目を見開いた。

「上原さんでしたら、手術室です」

「手術!?」

「はい」

　神妙な面持ちが事の重大さを物語っているようで、鼓動が一気に速くなる。

「容態は？」

　聞くのも怖い質問をなんとか絞り出す。

「大変危険な状態です」

　目眩に襲われ、立っていられずにその場にしゃがみ込んだ。

（どうしよう……！）

「あちらでお待ちください」

　看護師に言われて顔を上げたら、目に入ったのは〝手術中〟と赤く点灯した手術室だった。それを見て、またグラリと視界が揺れる。

「立てる？」

　拓海に支えられるようにしてなんとか立ち、手術室前のベンチに腰を下ろした。

　祐介はバスケ部に所属しているが、いったいどんな怪我をしたというのだろう。

〝危険な状態〟というキーワードからは、消しても消しても悪い想像ばかりが浮かんでくる。

　そのときふと、背中に温もりを感じた。拓海がさすってくれているのだ。

　隣に座る彼を見ると、いつになく真剣な表情で実花子を見つめていた。

「絶対に大丈夫だ」

　力強く励まし、もういっぽうの手で実花子の手を握った。

　そのあたたかさに今は縋すがりつきたくて、指を絡めて強く握り返す。この手を離したら深い闇の彼方へ飛ばされてしまいそうなほど、祐介を失う不安は大きなものだった。

（お願い、どうか無事でいて……！）

　そう何度も祈り続けていた実花子たちのもとに聞き慣れた声が届く。

「ねえちゃん？」

　声のしたほうに顔を上げると、そこに祐介が立っていた。

「祐介!?」

　まさか幽霊かと疑って視線を下げたが、足はしっかりある。二本、あるにはあるが……。

「その足……！」

　左足は包帯でぐるぐる巻きにされ、松葉杖をついていた。

「ちょっとした捻ねん挫ざなのに、こんなに大袈裟に巻かれちゃったよ」

　祐介が照れくさそうにはにかむ。

（……それじゃ、手術室にいるのは？　危険な状態というのは？）

　看護師はたしかに祐介はあの中だと言ったのだ。

「本当の本当に祐介？」

　駆け寄って、思わず頬を撫で回す。張りのある若い肌。この感触はたしかに祐介だ。

「やめろよ」

「だって、祐介が死んじゃうかもって思ったんだから」

「勝手に殺すなよ！」

　そこへ、さっきの看護師がパタパタと忙しなく走ってきた。

「すみません、上原さん違いでした」

　どうやら手術室に入っているのは、べつの上原さんだったらしい。

　看護師は何度も申し訳なさそうに頭を下げ、「お会計はあちらでお願いします」と促した。

　安心して一気に体の力が抜けていく。

　生死の瀬戸際を彷徨さまよっている、もういっぽうの〝上原さん〟には申し訳ないが、祐介が無事で本当によかった。

　足元をふらつかせる実花子の右側を祐介が、左側を拓海が支える。松葉杖の祐介に手を借りるとは情けない。

「大丈夫!?」

　ふたりから同時に声をかけられて、小刻みに「うんうん」とうなずいた。




「なにか食べていこうか」

　会計を済ませて病院を出ると、拓海がいきなり提案した。

「やった！　椎名さんのおごり？」

「ちょっと、祐介！」

　たかり屋と化した祐介を大慌てでたしなめる。

　ちょうど夕飯時には違いないが、そうそうごちそうになってばかりもいられない。

「もちろんおごるよ。祐介くんはなにが食べたい？」

「そうだなぁ、それじゃファミレス！」

「ファミレス？　そんなところでいいの？」

「いいも悪いも、そこで食べたいものを食べたいだけ注文するのが俺の夢なんだ」

　その言い方だと、普段実花子がろくに食べさせていないみたいだ。育ち盛りの祐介の胃袋を大いに満たすには足りないのかもしれないが、普段から実花子同様ものすごい量を食べている。

「ファミレスは却下」

　実花子が判決を下したら、拓海と祐介は顔を見合わせた。

「どうして？」

　祐介が不服そうに顔をしかめる。

「今夜は家ですき焼きにするの」

「すき焼き？」

　ふたりは意外と気が合うのかもしれない。声がハモった。

「拓海さんも一緒にどうですか？　今日はいろいろとお世話になりましたから」

　コンビニ事件といい祐介の怪我といい、もしも拓海がいなかったら実花子はどうなっていただろう。

「いいのか？」

「もちろんだよ」

　祐介が実花子の代わりに答える。

「よし、それじゃ早速出発だ」

　レッツゴー！と拓海は腕を、祐介は松葉杖を空に向かって突き上げた。

　自宅に祐介以外の男の人がいるなんて今まであっただろうか。実花子の記憶が間違っていなければなかったはずだ。

　大学時代の彼でさえ、祐介を敬遠して近づかなかった。どちらかの部屋で過ごすといえば、もっぱら彼のほうだった。

　その部屋に今、拓海がいる。しかもキッチンに実花子と並んですき焼きの準備をしているのだから、なんともくすぐったい光景だ。普段、祐介が使っているグレーのエプロンをつけた姿が実花子の心を妙に惑わせる。

　ついチラチラと横目で見る実花子に気づいて、拓海が「なに？」と不思議そうに何度も首をかしげた。

「そろそろ食べ頃じゃないか、祐介くん」

　三人でテーブルを囲み、コンロの上でグツグツといい具合に煮えたすき焼きを前に、それぞれに器と箸を持って待ち構える。いいにおいにお腹の虫は何度も鳴いていた。

「よっしゃ。それじゃお先に」

　祐介が真っ先に鍋へ箸を突入。溶いた卵をくぐらせ、ひと思いに肉の塊かたまりを口の中に放り込んだ。熱さと格闘しながら、やっとの思いで飲み込んだ祐介を、拓海とふたりで見つめる。

「うまい！」

「それはよかった。それじゃ、俺もいただこうかな」

　味付けを担当した拓海もうれしそうだ。

「私も」

　拓海に続いて実花子も鍋に箸を伸ばした。

　ひとりよりふたり、ふたりより三人。大勢で食卓を囲むほど食事はおいしくなる。

「それにしても、ねえちゃんには参ったよ。俺を殺す気かって」

「だって、それは看護師さんが」

　実花子が悲観したのも無理はないだろう。

　あのとき処置室の中にはたくさんの患者がいて、大忙しだったのはわかる。看護師の勘違いを責めるつもりはないが、心臓に悪かったのはたしかだ。

「祐介くん、そんなふうに言うものじゃないよ。お姉さん、本当に心配してたんだ。それこそ今すぐにでも倒れるんじゃないかってくらいに顔を真っ青にして」

　実花子は、真顔で祐介を諭す拓海の横顔を見つめた。なぜか胸のあたりがほんのりあたたかくなる。

「無事だったから笑い話にできるけど」

「……ごめんなさい」

　祐介は素直に頭を下げた。

「本当によかったよ、祐介くんがこうして元気にすき焼きを食べられているんだから」

　看護師に命の危険にさらされていると聞いたときのことを思い出しただけでも、手が震えてくる。祐介にもしものことがあったら、きっと自分は生きていけないだろう。幼い祐介と寄り添って、今までやってきたのだから。

　黙り込んだ実花子に気づいた拓海は、祐介には見えないテーブルの下で実花子の膝をトントンと優しく叩いた。

「ところで、祐介くんはバスケ部なんだって？」

　祐介が肉をいっぱい頬張ったままうなずく。

「俺も中学生のときはバスケ部だったんだ」

「そうなの!?」

　急いで飲み込み、祐介はパッと顔を輝かせながら質問をぶつける。

「ポジションはどこだったの？」

「ポイントガード」

「おぉ！　すげえ！　いわばコート上の監督じゃん」

　拓海の受け答えに、祐介が興奮気味に身を乗り出す。今まで部活の話をあまりしなかった祐介が、キラキラと目を輝かせている。

「祐介くんはどこ？」

「俺はセンター」

「チームの大黒柱的な存在だね」

「いやぁ、そんなこともないよ」

　照れくさそうに頭をかくが、まんざらでもなさそうだ。

「昔から、センターの強いチームは強いと言われるほど、ゲームを支配するうえで重要なポジションだからね」

「そうなの？」

　うれしそうに聞き返す祐介に、拓海は大きくうなずいた。

　祐介がそんな責任のあるポジションを任されているとは。

　実花子には入り込めない話をしているのに、不思議と嫌な気はしない。それどころか、ふたりがさらに打ち解けたように見えてうれしいと感じる自分がいる。

　しかしそこで、ちょっと待てと自分にブレーキをかけた。

　ふたりは仲良くなってもいいのか。拓海とは振られるために付き合っているのであって、つまりそれは近い将来の別れを意味している。せっかく仲良くなったふたりを引き離す未来が待っているのだ。

「実花子？　神妙な顔をしてどうした？」

　箸は進まない、会話にも入らない、そんな実花子を拓海が気づかう。

「あ、いえ、なんでもないです。本当においしい」

　適当に取り繕い、大盛りによそったすき焼きを祐介に負けない大口で平らげていく。

「さすがは実花子」

「ねえちゃんは、いっつもこうなんだよ。俺なんか太た刀ち打うちできないくらい」

　それはさすがにオーバーである。この頃は祐介の食べっぷりに白旗を揚げたいくらいだ。

　すき焼きに舌した鼓つづみを打ちつつ、実花子は正体不明の痛みに胸を押さえた。




　拓海を見送るために外へ出たら、いつの間に降りだしたのか、空は霧雨で白く煙っていた。細かい雨が傘の中にふんわり舞い込む。傘を差しても意味をなさないが、拓海の車まで一本の傘を分け合った。

「ごちそう様。すごく楽しかったよ」

　運転席に乗り込んだ拓海が、パワーウインドウを下げて微笑む。

「私のほうこそ、今日はありがとうございました」

　拓海がいて本当によかった。三人で食べたすき焼きがおいしかったのも、拓海の存在があってこそだろう。実花子にはめったにしない部活の話を楽しそうにする祐介を見られたのもそう。今日はいろいろあったが、終わりよければすべてよしだ。

「あれ？　おかしいな……」

　それじゃと、実花子が車から少し離れたタイミングで、拓海が運転席のメーターを見て首をかしげる。なにか不具合でもあったのだろうか。

「どうかしましたか？」

　近づいて窓から車内にほんの少し顔を突っ込んだ瞬間、実花子は不意打ちで唇を奪われた。

　軽く触れるだけで離れた拓海は、目を見開いたままの実花子に笑顔を向ける。

「ごめん、ちょっとしたいたずら心」

「……え？」

「それじゃ、おやすみ」

　ポカンとしている実花子を置いて、拓海はエンジンをかけて走り去ってしまった。

（今のなに……）

　しばらく呆然としたあと、胸の中がじわじわとあたたかくなる。

　細かい雨が柔らかく降り注ぐ中、拓海と触れた唇に指先をあてて、実花子は車のテールランプが遠くに消えるまで見送った。










はっきりと自覚した恋心




「ねえちゃん！　ねえちゃん！　起きろ！」

　勢いよく開かれた実花子の部屋のドアから、祐介が尋常じゃない大きさの声で叫ぶ。

（朝からなんて騒がしいの。アラームが鳴るまで、まだあるのに……）

　こんなに近距離でそんなに大きな声を出す必要はないだろう。嫌でも目を覚まさざるを得ない。

　のっそりと体を起こした実花子は、ぼうっとした目で祐介を見る。

「なんの騒ぎ？」

　不機嫌さが漂うのは勘弁願いたい。

「大変なんだよ！」

「だからなにが？」

　大変と言うばかりでは、要領がさっぱり掴めない。しかも朝早くからそんなにまくしたてられたら、びっくりして思考が回らないではないか。

「テレビ！」

「テレビ？　壊れたの？」

「違うって！」

　祐介がベッドサイドで激しく否定する。それなら最後まできちんとわかりやすく言ってほしい。

「じゃあ、なに」

「椎名さんが！」

　どうしてそこで拓海の名前が出てくるのか。テレビと拓海に接点はないだろう。

「椎名さんが重体だって！」

「……え？」

（じゅうたいって渋滞？　それとも……重体？）

　祐介の必死に訴える顔を見て、一気に不安が押し寄せる。毛布をめくって祐介に向き直った。

「拓海さんが重体って、どういうこと？」

「今、テレビで……」

　祐介が泣きそうな顔になる。嫌な予感が実花子の背筋を冷たく走り抜けた。

「拓海さんになにがあったの？」

　思わず祐介の両腕を掴む。

「よくわかんないけど、事件に巻き込まれたって」

　そこまで言うと祐介はワーッと泣きだした。

　実花子は転がるようにベッドから下り、リビングへ足をもつれさせるようにして向かう。祐介がつけたままにしてあったテレビはべつのニュースへ切り替わっていたため、リモコンを片手に忙しなくチャンネルを変えて、ようやく目的のニュースに辿り着いた。

「……椎名拓海さんは自宅付近で胸を刃物のようなもので刺され、意識不明の重体です。今のところ通り魔による犯行との見方が濃厚です。では、次のニュースです……」

（胸を刺された……？　拓海さんが？　……嘘でしょ。なにかの間違いだよね。だって、拓海さんがそんな事件に巻き込まれるわけがない。昨夜は遅くまでここにいたんだから。マンションの前でキスして、それから、おやすみって……）

　実花子の手からリモコンが滑り落ちていく。隣では祐介が実花子のパジャマの裾を握りしめ、鼻を啜すすっていた。

　同姓同名ではないか。きっとそうだろう。そうに違いない。

　捨てきれない望みを持ち、ベッドルームに急ぐ。

　枕の下に転がっていたスマートフォンを探りあて、拓海の番号を呼び出した。

（お願い、出て！）

　祈るようにしながらおそるおそる耳にあてる。一回、二回と続くコール音。七回目が鳴り終わったとき、それは留守番電話に切り替わった。

（……出ない。どうして？　本当に拓海さんが事件に巻き込まれたの？）

　大きな不安を抱えたまま、今度は白鳥の名前を連絡先から探す。白鳥ならなにか知っているかもしれないと思ったのだ。

　ところが白鳥も拓海同様、いくら呼び出してもつながらない。不安がいっそう増幅していく。

（どうしたらいいの……）

「ねえちゃん、椎名さん、どうなっちゃうんだろう……」

　目を赤くした祐介の肩に手をのせる。

「大丈夫」

　自分にも言い聞かせた。

「祐介は学校に行くこと。私が会社で確認してくるから」

「でも」

「ね？　祐介、お願い。なにかわかったらメッセージを送るから」

　まだたったの二回しか会っていないというのに祐介をここまで心配させるのだから、拓海はよほどの人たらしだ。いくつもの会社を買収してきたのもうなずける。

「……わかった」

　長いこと考え込んでいた祐介は、やっと納得して松葉杖をつき登校していった。




　もしかしたら別人かもしれない。その可能性はまだ残されている。拓海が電話に出られないのは、なにかべつの用事があったから。

　実花子は会社へ着くまでの間、悪いほうへ向かいそうになる想像をなんとかせき止めることに必死だった。

　いつも絶えずにあった拓海の笑顔がなくなるなんて絶対にない。大丈夫。そう思わないと、どうにかなってしまいそうだった。

　そうして着いた会社はどこかざわついた様子で、それはニュースの事件が人違いであってほしいと願う実花子の思いを打ち砕くには十分だった。

　みんなの視線が実花子に注がれる。

「椎名社長、大丈夫なのか？」

「いったいなにがあったの？」

「上原さんは一緒じゃなかったの？」

　あっという間に実花子の周りに人の輪ができ、次から次へ質問を浴びせられる。

　電話は通じない、なんの連絡もない。聞きたいのは実花子のほうだ。

「ねーねー、なんの騒ぎ？」

　その輪をかきわけて千沙が入ってきた。瞳をくるくるさせて、みんなの顔を一巡する。千沙は事件のことをまだ知らないようだ。

「ニュース見てないの？」

「なんのニュース？　朝はテレビつけないの」

「椎名社長が事件に巻き込まれたらしいんだ」

「事件？　なにそれ」

　急にそんなことを言われたら、誰だってポカンとするだろう。千沙は首をかしげた先に実花子を見つけ、どういうこと？と目で聞いた。

　首を横に振る実花子に歩み寄り、「実花子ちゃん、ちょっと来て」と手を引っ張る。

　みんなの視線を背中に受けつつ千沙に手を引かれながら拓海の部屋を横目で見ると、中には真里亜がひとり、心ここにあらずといった様子で立っていた。拓海の姿がそこにないことが、朝のニュースを決定づけているような気がしてならない。

　誰もいない通路まで来ると、千沙はくるりと振り返った。

「椎名社長が事件に巻き込まれたってどういうこと？」

「よくわからないの。私も今朝のニュースで見ただけで。昨夜遅く、通り魔に襲われたって……」

「それで？　容態は？」

　千沙に聞かれた途端、涙が溢れてきた。

「え、ちょっと、実花子ちゃん!?」

　千沙が慌ててハンカチを取り出す。

「まさか、亡くなったなんて言わないよね？」

　遠慮なく借りたハンカチを目元にあててうなずく。

「よかった。実花子ちゃんが泣きだすから……」

「ごめんね」

　千沙を見て安心したのか、つい感情のコントロールが効かなくなった。

「意識不明の重体だって……」

　口にするのも恐ろしい言葉だった。

『椎名拓海さんは自宅付近で胸を刃物のようなもので刺され、意識不明の重体です』

　ニュース番組でアナウンサーが沈痛な面持ちで言っていた言葉がリフレインする。

「そっか……。でも、大丈夫だよ」

　もしも実花子が千沙の立場でも、たぶん同じことを言うだろう。そう声をかける以外にはないから。

　千沙にトントンと優しく背中をさすられていると、ポケットに入れていたスマートフォンの振動に気づく。慌てて取り出したその画面に白鳥の名前が表示されていて、弾かれたように電話に出た。

《実花子ちゃん、ごめんよ。ちょっと取り込んでいて》

「拓海さんのこと、なにかご存じじゃないですか？」

《ニュースを見たんだね》

「はい」

　鼻を啜りながら答える。

《……実花子ちゃん、泣いてる？》

「あ、いえ……」

　涙声が伝わったらしい。

《今からエステラに来られるかい？》

　この前、拓海とふたりでフレンチを食べたホテルだ。

　でも、どうしてそんなところに？　拓海がそこにいるのだろうか。重傷を負っているのではないのか。ともかく所在が掴めれば今はいい。

「すぐに行きます」

　白鳥の返事も待たずに電話を切った。

「ちょっと行ってくるね」

「え？」

　実花子の様子を心配そうに見守っていた千沙に告げ、そのまま会社をあとにした。

　やはり白鳥は拓海の所在を知っていたのだ。社内でわかる人がいなかっただけに、白鳥が拓海とつながっていて本当によかったと心から思う。

　タクシーを飛ばしてホテルに到着したが、実花子はそこからどうしたらいいのかわからない。焦る指先で白鳥に電話をかけていたら、彼は小走りでやってきた。

「実花子ちゃん、こっちこっち」

　右手をヒラヒラと振る白鳥のもとへ急ぐ。

「いったいどういうことなんですか？　拓海さんが刺されたって。どうして病院じゃなくてホテルなんですか？　容態は？」

「悪かったね、こんなところまで呼び出して」

　謝罪はあとでいい。今はとにかく拓海の様子が知りたい。

「白鳥さん」

「こっちだ」

　もう一度尋ねようとした実花子を遮り、白鳥は自分が走ってきた方向を指差す。くるりと方向転換し、あとについてくるよう指示した。

　早く彼に会いたい。たとえ意識がなくても、その顔を早く見たい。その一心だった。

　気持ちばかりが急いて今にも転びそうになりながら、白鳥の背中を追う。

　エレベーターが二十九階へ到着する。ふかふかの絨じゅう毯たんが敷かれゴージャスな調度品や絵画が飾られているが、今はそれに感動している余裕がない。

　ドアをいくつか通り越した先で、前を行く白鳥の足が止まった。振り返り、〝ここだよ〟と目で合図する。

　そこにはスーツを着た屈強そうなふたりの男性が立っていて、物々しい雰囲気を漂わせている。

　実花子はスピードを緩めた足でゆっくりとドアの前まで進んだ。ようやく拓海の顔を見られるうれしさとは裏腹に、ニュースの内容が実花子を臆病にさせる。

　どんな状態でいるのか見当もつかないが、重体だと報道されていたから、医師たちがここに詰めているのかもしれない。なにか特別な事情があり、病院ではなくホテルにいるのだろう。

　拓海がベッドに横たわる姿を想像して胸が苦しくなる。緊張に高鳴る胸を押さえ、大きく深呼吸をした。

　豪奢なドアをそっと開けると、その先に広い空間が現れる。まるでヨーロッパのお城のような部屋とでも言ったらいいだろうか。洗練された調度品が並び、足を踏み入れてもいいのか迷うような豪華さに圧倒される。スイートルームのようだ。

　まだ太陽が昇りきらない午前。東向きなのか、大きな窓から眩しいほどの光が射し込んでいた。その明るさに一瞬瞼を閉じて、再びゆっくり開ける。

　拓海はどこにいるのだろうか。ベッドルームはどこか。

　ここまで来たくせに、急に足が重くなるのを感じた。拓海がベッドに横たわっているのを目まのあたりにするのが怖い。たくさんのチューブにつながれている彼がこの部屋のどこかにいたら、重体の現実から逃げられなくなるから。

「ほら、実花子ちゃん」

　白鳥は実花子の背中を軽く押し、「私は外すからね」と声をかけて部屋から出ていった。

　人がひとり、大きな窓の隅に立っていた。逆光の中、その人物が振り返る。

「実花子」

　拓海だった。

「……嘘、どうして」

　胸を刺されたのではなかったのか。ニュースではアナウンサーが意識不明の重体だと言っていたはず。

（無事だったの？　なんともないの……？）

　極限状態の緊張から一気に解き放たれたため途端に力が抜けて、その場にへたり込んだ。

「ニュース、見た？」

　近づいてきた拓海が、呑のん気きな顔をして実花子の前に屈み込む。

　どうしてそんなに軽い口調なのか。こんなときにどうしてそんな笑顔でいられるのか。不安を通り越して怒りがふつふつと湧き上がる。

「私がどれだけ心配したと思ってるんですか？」

「……え？」

「胸を刺されたって、意識不明の重体だって聞かされて、私がどれだけ心配したと思ってるんですか！」

　つい語気が荒くなる。

「無事なら、どうして連絡くれなかったんですか！　何度もスマホを鳴らしたのに。気づかなかったんですか？」

「ごめん、取り込んでたんだ」

　拓海になにかあったらどうしよう、意識が戻らなかったらどうしようと、もう会えなかったらと思い怖くて仕方がなかった。

　抑えきれなくなった感情が涙になって溢れる。

「えっ、実花子？　ごめんごめん。本当にごめん」

　実花子の涙に動揺した拓海が慌てて涙を拭う。その指先のあたたかさが、実花子に拓海の無事を実感させた。

「どうしてあんなニュースに？」

　拓海はこうしてぴんぴんしているというのに、今にも死ぬような取り扱い方だ。

「犯人はあのニュースを見て、俺が瀕死の状態だと知っている。つまり、まだ死んではいないと」

「……それで？」

　なにか恐ろしいことを言われそうな恐怖に身構える。

「とどめを刺しに来るはずだ」

「とどめ!?」

　そんな物騒なことを平然と言わないでほしい。

　拓海はまるで『コーヒーでも飲もうか』とでも言うような涼しい顔だった。

　そもそもどうして命を狙われる事態になったのだろうか。平和主義者みたいにいつもニコニコ笑っている拓海が、そんな危険にさらされるとは想像もつかない。恨みを買うような人には思えないのだ。

「それじゃ、犯人もわかっているんですか？」

　実花子の質問に拓海がうなずく。

「警察に協力してもらって、入院していると見せかけた病室には俺の身代わりとして刑事が張り込んでる。それで、俺はここに軟禁というわけなんだ」

　ドラマのようにおとりを使う展開が実際にあるとは。とてもじゃないが、普通についていける話ではない。

　拓海が無事なだけでも頭の中は混乱しているのに、この事件にはまだ続きがあるなんて、どう処理したらいいのか。

（ここにいて本当に大丈夫なの？）

「そんなに心配そうな顔をしなくても大丈夫。ここは安全だから」

　拓海が実花子の髪を撫でる。

　たしかにこの部屋の外には筋肉のよろいをまとったような男がふたりいて、どんなものからも守ってくれるだろう。

「でも、実花子がそんなに心配してくれるなんて思わなかった」

「そ、それは拓海さんが重体だって」

　もしかしたらもう会えないかもしれないと思ったら、拓海を失う恐ろしさに体中が震えた。居ても立ってもいられず、心が拓海を追いかけていた。

　もうごまかせない。実花子は拓海を好きなのだ。

　自覚した途端、再び涙が頬を伝う。自分がこんなにも涙もろいとは知らなかった。

　最後に泣いたのは両親を亡くしたとき。この六年間、栓をしたかのように一滴も涙は出てこなかった。

「実花子」

　拓海に引き寄せられ、すっぽりとその腕に収まる。

「もう泣かないで。俺はこうして無事だから」

　優しく背中をさすられたら、余計に涙が込み上げる。いつの間にか育っていた恋心が拓海を欲しているのかもしれない。

　絶対に好きにならない自信があった。絶対に振られる自信も。

　にこやかな顔をして自分のペースに巻き込むばかりの拓海に、反発心だってあった。

　そんな考えとは裏腹に、気づけば拓海に心を奪われていたなんて。

「実花子が俺を救ってくれたんだ」

「私が？　どういうことですか？」

　聞き返したものの、拓海はクスッと笑うだけ。そっと体を引き離し、実花子の顔を覗き込む。

　必然的に合った視線は、もう逸らしようもない。熱いまなざしが実花子の鼓動を速めた。

　実花子が瞼を閉じるより早く、柔らかい唇が重なる。優しく合わせては軽く食はむ。

　控えめなキスを繰り返していた拓海だったが、舌先で先導するように実花子の唇を開かせる。薄く開いた隙間から一気に舌が入り込んできた。

　舌を絡め合い、強く、ときに優しく吸われ、拓海がここにいることを実感する。彼を失わずに済んで本当によかったと心から思った。

　長いキスのあと、拓海は濡れた実花子の唇をそっと指先で拭った。

「どうして無事なら無事って、連絡をくれなかったんですか？」

　見つめ合ったまま不満を口にする。

「ごめん、本当に取り込んでいたんだ」

　それでも、電話やメッセージの送信くらいできるだろう。

　そこで実花子は重要なことを思い出した。

　拓海にとって実花子は、単なる〝都合のいい妻候補〟に過ぎない。だから連絡は二の次だったのだ。実花子がこんなに取り乱すとは思ってもいなかったから。

　そして、実花子は大事なときに思い出すような存在でもないから。

　つまり、実花子の完全なる片思い。形ばかりの恋人だ。

　急速に心が冷やされていく。

「それじゃ、そろそろ会社に戻らないと」

「このことはみんなには内緒で」

「わかってます」

　どこでその犯人の耳に入るかわからないから。

　もう二度と、こんな思いはしたくない。

「実花子、怒ってる？」

　仏頂面になっていたらしい。立ち上がった実花子の顔を拓海が回り込んで覗いた。

　怒っているわけではない。たぶん、これは悲しみだ。

「……いえ。それじゃ私、戻ります」

「心配かけて本当にごめん」

　拓海の言葉を背中で聞いて部屋を出たら、そこに白鳥がいた。

　そういえば白鳥と会うのは、拓海が実花子とお見合いした本当の理由を聞かされて、一休を飛び出して以来になる。

「驚かせてごめんよ。もっと早く実花子ちゃんに連絡できればよかったんだけど」

　白鳥も、拓海同様に「取り込んでいてね」と言った。

　あんな話を聞かされれば、無理もなかったと頭では理解できる。白鳥にも拓海にも罪はない。実花子の気持ちが厄介なだけなのだ。

「犯人はすぐに捕まりますよね？」

　目星もついているような様子だったが、捕まらなければ不安は拭い去れない。

「そうだとは思うけどね。実花子ちゃんにだから話すけど……」

　白鳥が声のトーンを一気に落とす。その声を聞き漏らさないように、実花子は耳に全神経を集中させた。

「拓海くんがいくつもの会社を買収してきたと、前にも話したよね？」

「はい」

「これは数カ月前の話なんだけど、小さなＩＴ関連会社との合併で、ちょっとした行き違いがあってね。そこは兄弟経営の会社で、兄は合併に賛成、弟は反対という具合に意見が分かれてしまって。結果的には傘下に収まったんだけど、弟はそれに不服だったんだろうな。その怒りの矛先が拓海くんに向いたというわけだ」

「……それじゃ、その弟さんが？」

　白鳥は力強くうなずいた。

　胸を狙って刺すくらいだから、よほど恨んでいたのだろう。

　致命傷を負ったものの、命は取り止めたとニュースでは報じていた。この先、拓海が目覚める可能性がある以上、顔を見られた犯人は、拓海の言うように〝とどめを刺す〟以外にないと思い詰めている可能性は十分にある。考えただけでも恐ろしい。

「……でも、どうして拓海さんは無傷だったんですか？」

　白鳥は目を見開いた。

「拓海くんはなにも？」

「はい。私に救われたとしか」

「それなら、私が言うことでもあるまい」

　白鳥はニコニコと笑うばかり。いったいどういうことなのか、実花子にはさっぱりわからない。

「ところで、ふたりの仲は進展していると思ってもいいんだね？」

「えっ？」

　白鳥は急に話題転換を図った。それも、実花子にはあまり歓迎できない話だ。

「いや、なんかいい雰囲気だなと思ってね」

「あ、いえ……」

「ほら、この前、実花子ちゃんには変な話を聞かせっぱなしになっちゃったから心配してたんだ」

　拓海が実花子とお見合いをしたがった理由だ。実花子にとっては、なにひとつ喜ばしい話ではなかった。

「あれっきりになっていたけど、あの話には続きがあるんだよ」

「……続きですか？」

「僕はね、実花子ちゃんだったら、拓海くんを変えられるんじゃないかと思ったんだ。結婚に愛を求めない拓海くんの心を溶かしてくれるんじゃないかとね。だから、喜んで実花子ちゃんを紹介した」

　もしかして白鳥は確信犯なのではないかと、ふと思った。

　長年、拓海の顧問弁護士をやってきて、彼との絆きずなは深いに違いない。それは、こんな非常事態であっても、白鳥が誰よりも先に拓海の安否を掴んでいたことでも推察できる。

　心にどこかしら欠陥を持つ拓海に、彼の望む結婚相手に近い実花子の話をわざと聞かせたのかもしれない。紹介してほしいと拓海から言わせるように仕向けた。実花子なら拓海の心を変えられるだろうという、希望的観測のもとで。

　でも残念ながら、実花子にその役は重すぎた。好きにならない、振られてみせると啖たん呵かを切っておいて、うっかりイチコロなのだから。

「拓海くんはね、幼い頃に母親に捨てられたんだ」

「……え？」

「男の人を追って、出ていったそうだ」

　思いもよらない過去だった。

「ずっと父親とふたりきりで暮らしていたらしい。そういったことも拓海くんの心に影を落としているんじゃないかな」

　拓海の言葉を思い出した。

『愛なんて存在に目が向くのは最初のうちだけだよ』

　それは、母親に捨てられた過去があるからこそなのかもしれない。

　いずれなくなる愛情なら最初からないほうがいい。そうすれば傷つかずに済むから。

　そうかと思えば、『早く俺を好きになれ』と愛を求める。

　愛情をどこかで欲しながら、それを抱える怖さから逃げている。拓海の中には、相反するものがせめぎ合っているのだろう。

　白鳥は最後に「拓海くんをよろしく頼むよ」と私の肩を軽く叩き、見送った。




　実花子が会社に戻ったのは、ちょうどお昼と重なる時間だった。

　祐介にメッセージで拓海の無事を知らせたら、授業中の彼からすぐに笑顔のスタンプが返信されてきた。

　デスクに着くなり千沙がやってきたところをみると、相当心配をかけていたに違いない。それは、千沙のハの字になった眉を見れば一目瞭然だった。

「どうだった？」

「うん……」

　千沙以外の視線も向けられているこの場では話せない。

「外に出ようか」

　千沙とランチを外でとることにした。

　拓海の話は内密にしなければならないが、千沙には黙ったままではいられない。

　彼女以外には社内の誰にも聞かれるわけにはいかないため、少し足を延ばして洋風の定食屋までやってきた。

　千沙はハンバーグ定食。実花子はミートソースのパスタとミモザサラダ、シーフードグラタンにイチゴのクレープを注文。朝はバタバタして食事どころでなかったため、ホッとしたら急にお腹が空いてしまった。

　大量に注文する実花子を前にしても、千沙は慣れたものだ。

「そっかぁ、無事でよかった」

　詳細は話せなかったが、実花子の話を聞いた千沙の顔から一気に緊張が解けていく。

「でも、物騒な事件に巻き込まれちゃったね。社内も騒然としてるよ」

　親会社の社長が暴漢に襲われて意識不明の重体だと聞かされれば当然だろう。

　千沙によれば、弁護士からメディアテックの岡野宛てに連絡が入り、ニュースで報じていた通りの内容が伝えられたらしい。その弁護士とは、おそらく白鳥だろう。

「椎名社長とうまくいってるんだね」

「えっ……？」

「ちょっと前まで、振られるために付き合ってるって。好きでもなんでもないって言ってたのに」

　千沙が含ませたように笑う。

「意識不明の重体だって聞いて、泣いちゃうくらいなんだもん。好きなんだよね」

　胸の前で手を組んで小首をかしげ、千沙は目をキラキラさせた。この手の話は彼女の大好物だ。

「それはその……」

　対して実花子は大の苦手で、なにをどう話したらいいのかわからず口ごもる。

　おまけに顔までカーッと熱くなるから厄介だ。鏡を見なくても真っ赤なのは明らかだった。これでは、千沙の言う通りだという証明にしかならない。

　案の定、千沙は「キャー！　実花子ちゃんってばかわいい！」とからかう。

「最近の実花子ちゃんは、ほんと女らしいもん。誰がどう見たって、恋する乙女にしか見えない」

　それは単に服装のせいでは？と勘繰りたくなる。今までが女性らしさとは無縁すぎたから、スカートを穿いて女らしく見えるだけだろう。

「実花子ちゃん、結婚するのかぁ」

　千沙の言葉でふと、拓海が結婚相手に求める条件を思い出した。愛情は二の次、サバサバして嫉妬や女性らしさとは無縁の人だと。

　ついさっき病院へ駆けつけたときの自分の言動を思い返す。

　拓海の無事な姿を見て、実花子は泣いた。どうして連絡をくれなかったのかと責め立てた。

　加えて、このスカート。千沙に友人の欲目があるとしても、一応は女性らしさをアピールできている。

　つまり、すべてが拓海の避けたくなるタイプにぴったりあてはまる。ということは最初の実花子の思惑通り、拓海に振られる可能性が大きい。

「実花子ちゃん？　どうかした？」

「あ、ううん……」

「わかった。祐介くんのことでしょう」

「……祐介？　……あ、うん、そうだね」

　一瞬なんのことかわからないなんて姉失格だ。祐介がいるから結婚はまだ先だとあれほど言っていたくせに、自分の気持ちが拓海に向いた途端、それが頭から抜け落ちるのだから。口先だけの偽善者もいいところ。

「まだ中学生だもんね。なかなか難しいか。実花子ちゃんが結婚にまっすぐ向かえないのはわかるよ」

　もちろんそこは重要なポイントだが、それだけではない。なにしろ拓海は実花子を好きなわけではないのだから。

　拓海が実花子に優しく接してきたのは、結婚生活を送るうえで邪魔にならない、都合のいい相手だったから。拓海好みの女性像から離れた今、失恋も覚悟しなくてはならない。

　悩ましいことが複雑に絡まりすぎて、なにをどうしたらいいのかわからず思考回路がショートしそうだ。

「お待たせいたしました。ご注文は以上でおそろいですか？」

　店員が次から次へと運んできた料理がテーブルに並べられた。

　こういうときは食べて悩みを忘れるに限る。いざ出陣とフォークを手に取り、ミートソースパスタをくるくると巻きつけ口に運んだ。




「あの、ちょっとよろしいでしょうか」

　実花子が声をかけられたのは、午後三時を回り、みんながコーヒーコーナーで思い思いに飲み物を用意しているときだった。それが真里亜だったため、なんだろうかと身構える。

　小さくうなずきながら「はい」と答えると、真里亜は右手で拓海が社長室として使っている部屋を指差した。彼女を追いかけるようにしてついていく。

　スッと伸びた背筋、美しい歩き方、かすかに香る甘いにおいは、うしろ姿だけで美人だとわかる。これが同じ女性の姿なのかと、自分と比較して落ち込むほどだ。

　真里亜は社長室へ入り、外から見えないようにすべてのブラインドを下ろした。

「突然すみません。上原さんなら、椎名社長の容態をご存じだろうと思って……」

　秘書である真里亜にも、真実は告げられていないようだ。不安たっぷりの潤んだ瞳で実花子を見つめる。

　おそらく拓海の事件を聞いてから今まで、仕事も手につかなかったに違いない。千沙の言っていた通り、ただ単に上司を心配している顔ではない。真里亜は拓海を好きなのだ。

　そう改めて思い知り、実花子の気分が急に塞ぎ込む。

「……まだ意識は戻りません」

「そうですか……」

　彼女の唇が震える。実花子から目線を下げ、大きな目から涙が一筋頬を伝った。

「あの……でも、お医者様は大丈夫だとおっしゃっていましたから」

　同じように拓海を心配している真里亜をせめて安心させてあげたかった。

「本当ですか？」

　パッと顔を上げて、実花子の両腕を掴む。とっさにそうしてしまったのだろう。

「あっ、ごめんなさい」

　彼女は慌てて離し、すぐに謝った。

「本当です」

「……よかった」

　大きくひとつ息を吐いて、真里亜がそこでようやく緊張を解く。

　いわばライバルの実花子にそんな話を聞きたくないのが本音のはず。突然現れた婚約者に、ここまで自分をさらけ出すほど真里亜は拓海を好きなのだと思うと胃がキリキリと痛みだす。

　実花子よりずっと前から拓海を見てきて、実花子よりずっと早くから彼に想いを寄せていた。そんな彼女に自分は敵うのだろうかと不安になる。

「もうひとつ、聞いてもいいですか？」

「……はい」

「結婚は……いつのご予定ですか？」

　真里亜の唇はかすかに震えていた。

「それはまだなにも……」

　するかどうかも不確定だ。

「そうですか……」

　話題が結婚に移った途端、空気が重くなるのを感じた。

　婚約者である実花子を前にしても拓海への想いを隠さない真里亜に、漠然とした不安が持ち上がる。

　真里亜には敵わないかもしれない。

　気づいたばかりの拓海への想いは、何年も抱えてきた真里亜に及ばない。そう考えると、今こうして彼女の前にいるのがたまらなく怖くなった。

「あの……それじゃ、失礼します」

「お忙しいところお呼びたてして、申し訳ありませんでした」

　実花子は深々と頭を下げる真里亜の前から、どこか逃げるようにして立ち去った。




　拓海の事件から四日が過ぎようとしていた。

　ホテルに軟禁状態の拓海からは、なんの音沙汰もない。スマートフォンは電源を切られているのか、いつかけても留守番電話につながるだけ。白鳥も同様に連絡がつかない。

　ニュースでも犯人が捕まった報道はなく、事件は起きていなかったのではないかと思えてくる。ホテルで見た拓海の姿は夢だったのかもしれない。

　衝撃的な事件を目にした実花子はいつの間にか意識を失い、そのまま眠り続け、今もまだその夢の中。そんな気がしてくるほどだった。

　気分転換をしようと久しぶりに一休の暖簾のれんをくぐる。いつものカウンター席に腰を下ろしたら、店主が「久々だね」と煤けた顔で笑った。

　相変わらず店内には男性ばかり。今夜も女性客は実花子ひとりだけだ。

「いつものでいいかい？」

「それと、ハツとカワもお願いします」

「あいよ」

　お馴染みの冷酒を用意してもらい、早速焼きはじめてもらった。

　どうしたら拓海と連絡が取れるだろう。まだ犯人が捕まっていないのだとしたら、実花子が勝手な行動でホテルへ行って邪魔するわけにもいかない。待つことしかできないのがもどかしかった。

「いらっしゃい」

　店主の声になにげなく入口へ目を向ける。入ってきた人物に驚いて、口に入れたばかりの日本酒が喉の変なところへ流れていった。当然のごとく、むせる。

「ゴホッ！」

「大丈夫かい、実花子ちゃん」

　大丈夫かいなんて言っている場合ではない。

「どうして、白鳥さんが」

　ホテルから出られない拓海のそばにいるものだとばかり思っていた。白鳥に連絡が取れないのも、そのせいではなかったのか。

　実花子の背中をさすりながら、白鳥は隣の席に腰を下ろした。

「事件が解決したって拓海くんから聞いていないのかい？」

　そんな大事な連絡を実花子はもらっていない。

　ふたりはお互いの顔を見つめて、そろってキョトンとした。

　この店へ入る直前にも拓海に連絡を入れたが、相変わらず留守番電話につながった。そんなニュースも目にしていない。頻繁にチェックしていたから見落とすはずはないのだ。

　白鳥は「おかしいなぁ」と頬をポリポリとかいた。やっとホテルから解放され、一休で一杯やろうと来店したに違いない白鳥は、まずいところへ来てしまったと後悔している様子だ。

「ホテルからずっと出られなかったからなぁ。きっと、まだバタバタしているんだろう。もうちょっと待ってみたら連絡が来るさ。うん、そうだよ」

　雲行きが怪しくなり、白鳥が必死にフォローに回る。そんな気づかいが申し訳ないのと同時に、憐れに思われたら嫌だというお粗末なプライドも顔を出した。

「やだな、白鳥さん。無事に解決したのなら、それでいいんです」

　いいはずはないし、意地を張っても仕方がないのに。

「今回のことで実花子ちゃんをどれだけ心配させたか、拓海くんだって十分わかったはずだから。久しぶりに自宅へ帰ったから、気疲れがたたってすぐにダウンしてしまったのかもしれないし」

「そうですね」

　実花子は努めて明るく返した。

　ホテルでの拓海はいつもの様子と変わらなかったが、少しは虚勢もあったはず。張りつめていた緊張が解け、疲れが出て当然だ。きっと白鳥の言う通りなのだろう。

「解決したのなら犯人は捕まったんですよね？　病院に襲撃に来たんですか？」

　賑やかな店内とはいえ、物騒な話に声をひそめる。白鳥は大きくうなずいた。

「犯人の動きは、予想通りだったよ。拓海くんの名前が掲げられた病室に、まさか警察がいるとも知らずにね」

　白鳥によると、犯人が容易に動けるように、表面上ではわからないように警察が配備されていたということだった。

「でも、ニュースに取り上げられた様子はなかったみたいなんですが」

「そうだったかい？　だとしたら、拓海くんも無傷だったし、大きく取り上げるようなニュースではなくなったんだろうね」

　わざわざ時間を割いてまで扱うニュースじゃなくなったのか。それもまた複雑な心境になる。

「白鳥さんもお疲れ様でした。それと、拓海さんのそばにいてくれて、ありがとうございました」

　頭をいったん下げて上げると、そこには白鳥の穏やかな笑みがあった。

「……なんですか？」

「いや、なんか微笑ましいなと思ってね」

「微笑ましい？」

「いいねぇ、若い人たちは」

　しみじみと呟いた。

「なんですか、それ」

　ハハハと白鳥が笑い飛ばす。

　なんだか恥ずかしくなり、実花子はグラスに注いだ冷酒を一気に空けた。

「白鳥さん、ひとつ聞いてもいいですか？」

　白鳥は、店主から焼酎のグラスを受け取りながら「なんだい？」と耳を傾ける。

「拓海さんは、どうして企業買収を進めるんですか？」

「いい質問だねぇ、実花子ちゃん」

　白鳥は顔を綻ばせた。

「実花子ちゃんは、どう考える？」

「え……私、ですか？」

　そっくりそのまま質問で返されるとは思わず、言葉に詰まる。

　自分の会社がありながら、どうしてほかの企業にまで手を伸ばすのか。今回の事件がなければ疑問にすら思わなかったかもしれない。身の安全さえ脅かされる危険を孕んでいるのに、そこまでする理由が実花子にはわからない。

　あるとすれば……。

「お金、でしょうか」

「なるほど。それももちろんあるだろうね」

〝それも〟ということは、本当の理由はそこではないのだろうか。そうなると実花子はやはり首を捻ひねるしかなさそうだ。

「それは〝仕方なく〟といった側面が強いかもしれない」

　白鳥はそう言って、焼酎をグラスの半分まで喉に流し込んだ。

「……仕方なく？」

「自社の株価が割高になって、本業以外のビジネスにも手を出さざるを得なくなった」

　ますますチンプンカンプンだ。

　目をまたたかせる実花子に、白鳥は柔らかく微笑んだ。

「例えば、実花子ちゃんが会社のトップだったとしよう」

　想像もつかないが、白鳥は続けた。

「実花子ちゃんのやろうとしているビジネスが、市場規模から見て五十億円の資本が必要だと考えた。そこで経営者である実花子ちゃんは株式を公開して、必要な五十億円を手にしようと試みたところ、そのビジネスが市場に受けて、五十億円にとどまらず会社の時価総額が十倍の五百億円に達した。さて、実花子ちゃんはどうする？」

「……え？」

（五十億円が五百億円に……？　そうだな……）

「四百五十億円は貯蓄します」

「実花子ちゃんらしい考えだ」

　白鳥が破顔する。

　必要なのは五百億円のうちの五十億円だけ。それなら四百五十億円はとっておいたほうが得策ではないだろうか。

「でもね、その選択肢は非常に厳しいな」

「そうなんですか？」

　堅実な道だと思うが。

「例えば、そのビジネスの利益が八パーセントだとしたら、利益は四億円にしかならない。現在の五百億円の評価との差が出てしまうわけだ。となると株価は一気に下落してしまうことになる」

　わかったような、わからないような。規模の大きな話だからか、いまいちピンとこない。

「株価が一気に暴落すれば、投資家は実花子ちゃんに〝期待に応えられない無能な経営者〟というレッテルを貼るだろう」

「勝手に期待して株価を釣り上げたのは投資家のほうなのに？」

「まぁ、そうだよね。実花子ちゃんは計画通りに自らのビジネスを全うしただけ。あとは知ったことじゃない。でも、そうはいかないのが株式市場の世界なんだ」

「それじゃ、どうしたらいいんですか？」

　勝手に期待して勝手に裏切られたと思われたら、たまったものではない。一筋縄ではいかない世界のようだ。

「この割高な株価に見合った利益を上げるしかない。いつ下がるとも知れない株価という実体のない資産を、実体のあるものに変えてしまうんだ」

「それが、企業買収？」

　白鳥は満足そうに大きくうなずいた。

「そうすることで、手っ取り早く実体のあるものにできる。株価が割高な企業の経営者は、そんな恐怖心にかられて買収に走ることがあるんだよ」

　株価はもちろん、経営者としての自分の評価が暴落するのが怖いということなのか。

　拓海も同様だろうか。いつも王子様スマイルを崩さない拓海が、そんな不安を抱えているとは思いもしない。

「でも、今回の事件みたいに危険な目に遭うこともあるわけですよね？」

「日本では友好的な買収が主流だから、今回のようなことは稀まれだよ。ちょっと性急だった感はあったんだよね。それを止められなかった私にも責任の一端はある」

　白鳥は悔しそうに唇を噛みしめた。その後悔の念があるから、事件が解決するまで拓海のそばから離れなかったのかもしれない。

「またこんなことが起こる可能性は？」

「そうだなぁ、どこで恨みを買っているかはわからないから、一概にないとは言い切れないけどね。でも、こういった危険性を孕んでいるものはないと思っていいかな」

　それなら安心だ。命がいくつあっても足りなくなる。

「あるとすれば、ほかの問題だろう」

「え？」

　まだなにかあるというのか。

「いや、命が脅かされるとかいうことではなくてね。経営上の問題かな」

「……そうですか」

　そのへんは、実花子が聞いてもわからないだろう。先ほどの株価についての説明も理解したとは言えないが。

「とにかく、実花子ちゃんの心配するようなことはもうないから。私もサポートするつもりだしね」

　白鳥が、これほど頼もしい人だとは思いもしなかった。

　ここで会って、ふたりで豪快にお酒を飲んで笑って。見てくれはごく普通のおじさんである白鳥が、Ｍ＆Ａを手掛ける敏腕弁護士だと誰が想像するだろうか。胸元に輝くピンバッチは見せかけではなかった。

　お互いのグラスにお酒を注ぎ、ふたりは改めて乾杯をした。

　拓海の部屋に行ってみようか。ひと目だけでいいから顔を見たい。

　そう思い立ったのは、白鳥と店を出たときだった。

　でも疲労困憊で休んでいるのなら、実花子は邪魔者以外の何者でもない。それこそ、会いたいがための自分優先の考えにほかならないだろう。

　やはり今夜はやめておこう。拓海からの連絡を待つべきだ。

　そんな結論に至ったが、そもそも実花子は拓海の自宅を知らないという重要課題にぶちあたった。行くに行かれないのだ。そのまま帰るよりほかなかった。

　マンションへ帰ってからは、せめて拓海からの連絡を取り漏らさないように、シャワーを浴びるときにはバスルームの扉の向こうに、寝るときには枕元にスマートフォンを置いた。

　それにもかかわらず朝目が覚めたときに確認した履歴には、拓海からのメッセージも電話も一件も入っていなかった。

　きっとぐっすり寝入って、それどころではなかったのだろう。無理やり感は否めないものの、そう結論づけて心を落ち着かせた。




　仕事中も彼からの連絡はなく、その日の退勤まであともう少しというときだった。

「意識不明だったとは思えない感じだね」

「うん。たしか、胸をひと突きされたって言ってたよね」

　実花子がトイレの個室に入っていたら、そんな会話が聞こえてきた。

　たった今、拓海の姿を見てきたような話しぶりに、慌てて個室から飛び出す。

　女性社員ふたりが、実花子を見て「あっ」と目を見開いた。噂話を当事者に近い人に聞かれてしまったばつの悪さが窺える。

「椎名社長、来てるんですか？」

「あ、うん……。ね？」

　ふたりが顔を見合わせてうなずき合う。その目に戸惑いの色が見えた。

　たぶんそこには〝婚約者なのに知らないんだ〟というニュアンスが込められているに違いない。でも、そんなことに今は構っていられない。

「ありがとうございます」

　慌てて手を洗い、トイレを飛び出した。

（出社するなら、ひと言教えてくれればいいのに）

　少しだけ感じる苛いら立だちも、拓海の顔を見ればきっと吹き飛んでしまうだろう。

　拓海がいるであろう部屋を足早に目指す。

　しかし、それが視界に入ったところで、実花子は否応なく足止めを食らった。

　ガラス張りの仕切りは、ブラインドが開けられた状態。拓海は、その中にたしかにいた。ただし、真里亜の肩に手を置いた状態で。おそらく拓海の無事な姿を見て泣きじゃくっている彼女をなだめているのだろう。

　そんな光景を目のあたりにして、実花子はそれ以上足を進めることができない。

（秘書にそこまでする必要があるの？　いくら心配をかけたからって、泣いているからって、肩に優しく手を置かなくてもいいじゃない。真っ先に行くところが、どうして私じゃなく彼女なの？）

　真里亜の秘めた想いを知っているせいで、真っ黒い感情が込み上げてくる。

　胸の奥をギュッと握り潰されたような痛みを感じ、ふたりから目を逸らした。

　たぶんそれは、真里亜同様に実花子の想いが一方通行だから。これが想い合う間柄だったら、もう少し違う感情で見られただろう。

　呆然と立ち尽くしている実花子と拓海との間を行き来する周りの視線に、そのときはじめて気がついた。まるで可哀想なものを見るようだった。

　ＩＴ界の寵児と言われるような人の婚約者が冴えない実花子なのは、エリートのジョークのひとつだったのではないか。そんな憐みの込められた目だった。

　そこから猛烈に逃げ出したくなる。拓海たちの姿も、これ以上見ていたくなかった。

　退勤時間の五時半を待ち、足早に会社を出る。好きになった人の行動ひとつで、心を右にも左にも大きく揺さぶられるのははじめてだった。

　自宅に着いた実花子は、部屋着に着替えてからベッドの上で毛布を頭から被った。胸の奥をチリチリと焦がす痛みからも、嘲あざ笑わらう世間の目からも逃れたい。

　悶々としながらベッドにもぐること数十分。ふと、玄関のほうから賑やかな声がしてきた。祐介が友達でも連れてきたのだろうか。

　体を起こすと同時に実花子の部屋のドアが開いた。学校から帰った祐介が顔を覗かせたのだ。

「部屋にこもってなにしてんの？」

　いつもなら夕食の準備でキッチンにいる頃だ。

　祐介はどこかうれしそうな顔をしていた。どうしてだろうと疑問に思っていると、「お客さんを連れてきた」と言う。祐介の足はだいぶ回復し、包帯こそ巻いているが松葉杖なしでも歩けるようになった。

「祐介の友達？」

「違うよ」

　祐介がクスッと笑う。

「今、近くで椎名さんと会ってさ」

「拓海さん？」

「うちに来るところだって言うから。無事な姿を見られて俺もうれしくってさ」

　無邪気に笑う。

「……ごめん、ちょっと具合が悪くて。だから彼には帰ってもら――」

「実花子、お邪魔するよ」

　どうして、こんなところまでズカズカと入ってくるのだろう。

　拓海は悪びれもせず、例のごとくキラキラの笑みを浮かべてドアから顔を覗かせた。

　上下ともグレーのスウェットという格好が恥ずかしくて、とっさに毛布を喉元まで上げる。

「猛スピードで帰ったって聞いたから、どうしたのかと思って」

　気を利かせたつもりか、祐介は拓海を実花子の部屋に引き入れ、そっとドアを閉めて出ていった。

　真里亜に寄り添っていた場面を思い出して、胸の奥がざわつく。

　そもそもホテルで会って以来なのに、その第一声はおかしい。『心配かけたね』とか『無事に解決したよ』とか、そういうひと言が先にあるべきではないのか。

　どんどんイライラが募っていく。

　それなのに拓海は、「頭でも痛い？」と呑気に実花子の額に手をあてた。

「べつに痛くありません」

　それを無下に払う実花子も大人げないが、素直に受け入れられない気持ちも察してほしい。それもこれもすべて一方通行の恋心ゆえ。恋人という立場にありながら、拓海の気持ちが自分に向かない空しさを持て余しているから。

「それじゃ、そのしかめっ面はなに？」

「……もとからこういう顔なんです」

　かわいい顔でないのは、拓海も承知のうえだろう。それを今さらどうこう言わないでほしい。

「なにか怒ってる？」

「いえ」

「いや、絶対怒ってる」

　実花子の機嫌の悪さに気づきながら、その理由に思いあたらないとは、拓海はどれだけお気楽な性格なのか。

　そこでふと思い出した。拓海は立場柄、女絡みのことに目を瞑つぶれる女性を求めていた。だから、ほかの女性の肩を抱いているのを見せようが構わない。それでも動じないような女性がいいのだ。

　それならいっそ実花子は本音をぶちまけて、今すぐここで振られたほうがいい。このままズルズル付き合っても、将来は見えているのだから。

　いつか振られるなら、傷は浅いほうがいい。そもそも、それこそが実花子の目的だったはずだ。

　拓海はベッドに腰を下ろした。

「実花子？」

　小首をかしげて顔を覗き込み、目を逸らし続ける実花子の両頬を手で包み込んだ。

　そのあたたかさに背を向ける。

「……拓海さん、もうこんなことは終わりにしませんか」

「こんなことって？」

「恋人ごっこ」

「ごっこなんかじゃないだろう？　実花子は正真正銘の恋人じゃないか」

　拓海の軽い口調は、実花子たちの関係を余計に希薄なものに感じさせる。ニコニコと浮かべる笑みはジョークのひとつでも言っているようだ。

「私は拓海さんが思っているような女じゃないんです」

　拓海の手を無理に引き離す。

「好きな人の前では女らしくいたいと思うし、嫉妬だってします」

　自分でも、こんなふうになるとは思っていなかった。恋は当分しないと決めていたのに、その決意も揺らいでしまうほど、拓海を好きになるなんて。

　振られるために振る舞ってきたはずが、いつしか振り向いてほしいと願っていた。

「どうして、すぐに連絡してくれなかったんですか？　真っ先に行く先が私じゃなくて、どうして菊池さんなんですか？　どうして菊池さんの肩に優しく手を置いたりしたんですか？　どうして」

　本音を漏らすたびに唇が震える。胸の奥が苦しくなる。

　こんな思いをするくらいなら一緒にいないほうがいい。

　実花子を見つめる拓海の顔から笑顔が消える。揺れる瞳からは戸惑いが見て取れた。

「……もうわかりましたか？　これが私なんです。全然サバサバしてないし、嫉妬もする。拓海さんの必要とする理想の女じゃないんです」

（だからもう、出ていって）

　ベッドサイドに立ち、拓海の腕を引っ張った。

　いつもなら、このくらいの力でよろける拓海ではないのに、今回ばかりは実花子に引かれるままベッドから立ち上がる。

　そのままドアまで腕を引っ張り、無理やり部屋から押し出した。

「あれ？　椎名さん、どうしたの？　ねえちゃんは？」

「あ、うん……。体調が悪いようだから、今日は帰るよ」

　ドアを閉めてもたれかかると、ドアの向こうから拓海と祐介のやり取りが聞こえた。

「そっか。それじゃ、またね」

「バスケ頑張れよ」

「うん！」

　遠ざかる足音と共に、一気に家の中が静まり返った。




　知らないうちに眠っていたらしい。瞼を開いた部屋は闇の中だった。

（夕飯を作らなくちゃ）

　妙に重い体をゆっくりと起こしたときだった。

「ねえちゃん」

　ノックと同時に祐介がドアから顔を出す。

「あ、ごめん。すぐにご飯作るね」

「そうじゃなくて」

　ベッドから下りた実花子の腕を祐介が掴む。

「なに、どうしたの？」

　そのまま実花子を部屋から連れ出し、リビングの窓辺へ引っ張った。

　ガラスの向こうに見える向かいのアパートの屋根が濡れているように見える。雨が降っているらしい。

「あそこ見て」

　祐介の指が階下、歩道の辺りを指し示す。

「どうしたの？　なにかあるの？」

　視線を落とすと、頼りない明かりを灯した街灯の下に人影が見えた。

　あれは……。

「椎名さんだよね？」

　祐介の視線が実花子へ舞い戻る。

「喧嘩でもしたの？　さっき帰るとき、なんだか様子がおかしかったし」

（あんなところでなにをしているの。どうして帰らないの）

「行ってきなよ。雨だって降ってるし。椎名さん、風邪ひいちゃうよ」

「でも」

「ったく、面倒くせーな。ほら、早く行けって」

　祐介が実花子の背中を押す。玄関までそうして、立てかけてあった傘を持たせた。

　そうまでされては行かないわけにいかない。渋々というか嫌々というか、実花子は拓海のもとへ向かった。

　霧雨で白く煙る夜空。あの事件が起きた夜のことを嫌でも思い出してしまう。

「こんなところでなにをしてるんですか」

　そう声をかけて傘を傾けると、拓海はやっと実花子に気づいたといった様子だった。

「あ、いや、なんか帰る気分になれなくて」

「雨降ってるじゃないですか。風邪ひいたらどうするんですか」

「……雨、降ってたんだ」

　髪の毛も肩先も濡れているのに、そんなことにも気づかないで立っていたというのか。拓海は、そこではじめて空を見上げて目を細めた。

「考え事してたから、全然気づかなかった」

「私が風邪をひかせたって、菊池さんに怒られます」

　つくづくかわいげのない女だ。彼女の名前を出して、嫉妬心丸出しもいいところ。

「とにかく、タオルを貸しますから部屋に来てください」

　拓海の濡れた腕を掴んだ。

　話すことが見つからなくて、終始無言のエレベーター内。拓海もいつものような軽い調子がなく、それがさらに居心地を悪くさせる。

　いっそ拓海が立っていると気づかなければよかったのにと、祐介に責任転嫁をした。

「椎名さん、大丈夫!?」

　祐介は実花子よりなにより、拓海が気になるみたいだ。玄関に入るなりタオルを手に待ち構えていた。

「ありがとう、祐介くん」

　それを受け取った拓海が、頭をゴシゴシと拭う。

「椎名さん、そのままじゃ風邪ひいちゃうよ。シャワー浴びて着替えたほうがいい」

　祐介がとんでもないことを言う。この家に拓海に見合う着替えはない。

「俺のジャージでよければ貸すから」

　身長百六十センチの祐介に対して、拓海はざっと百八十センチ以上。祐介のものでは寸足らずだろう。それなのに拓海は「いいの？」と乗り気だ。

　ふたりの視線が実花子に注がれた。

「いいよな、ねえちゃん」

　ここでダメだと誰が言えるだろうか。そんな無慈悲なことは実花子にも言えない。

「……どうぞ」

「よし、それじゃすぐに用意してくるから、椎名さんはシャワー浴びてて」

　祐介がやけに張り切る。そんなに機敏に動く姿を家では見たことがない。拓海をよほど気に入ったようだ。

　ふと視線を感じて拓海に目を向けたら、思いのほかまっすぐなまなざしがそこにあり、実花子はそそくさと逸らした。

「それじゃ、ちょっとシャワー借りるよ」

「あっちです」

　バスルームのドアを指差して了承を伝えた。




「シャワーも借りたうえ、夕飯までごちそうになって悪いね」

「やだな、いいんだよ、椎名さん。こんなんでよければ、いつでもどうぞ」

　祐介は得意げに笑うが、それは作った人が言うべきセリフだろう。

　テーブルについた拓海は、「ありがとう」と答えた。

　シャワーだけ浴びさせて〝はい、さようなら〟とはいかず、ハッシュドビーフを作って振る舞った。

　喧嘩というよりは、別れの要素が強い実花子たち。その直後にこうして食卓を囲むとは、不遇続きというか予期せぬ展開の連続というか。拓海は、どれだけ居心地を悪くさせれば気が済むのか。

　それでも祐介がいるから重苦しい空気一色にならずに済んでいるのはありがたい。さっきから例によって例のごとく、バスケの話題でふたりは盛り上がっていた。

　おかげで実花子が黙っていても、なんら差し支えはない。拓海とはあたり障りのない会話を二言三言交わしただけで、食事の時間は過ぎていった。

「椎名さん、泊まっていけば？」

　またもや突拍子もない提案を祐介がする。

「ちょっと、祐介！　拓海さんを困らせないで」

　一番困るのは実花子自身だ。

「だって、もう十時近いし。このあと帰ったって寝るだけよね？　それなら、うちで寝たっていいじゃん。俺の部屋で寝ればいいし。バスケの話ももっと聞きたいしさ」

「ね、いいよね？」と祐介が拓海の反応を待つ。

「明日も仕事なんだから、無理は言わないの」

　実花子もつい必死になる。シャワーと食事までならまだしも、この部屋に拓海を泊まらせるなんて無茶もいいところ。

　それなのに拓海は困ったような素振りどころか、実花子の顔色を窺っている。イエスの返事を待っているような目だった。

「椎名さん、泊まれるよね？」

「うーん……でも、お姉さんがどうかな」

　どうかなとはなんなのか。自分で解決してほしい。つまり断ってほしい。

「いいよね？　ねえちゃん」

　今度はふたりの視線が実花子に注がれた。男ふたりが結託して、いったいなにをするつもりか。祐介の目がだんだんと圧力を増していく。

　べつに拓海が同じ屋根の下にいようが知ったことではない。自分は自分、関係ないのだ。

　余裕の振る舞いを見せつけたいため、実花子は「どうぞ」と答えた。笑顔が引きつりつつ、拓海が泊まるという現実が実花子の意思に反して胸を高鳴らせる。

（……もう、いい加減にしてほしい）

　彼を突き放したからといって、すぐに嫌いになれるわけではないのだ。

「やった！　それじゃ、椎名さん、こっちだよ、こっち」

　食べ終わる否や、祐介は拓海の腕を引いて自分の部屋へ連れていった。




　――拓海がいようが関係ない。

　自分の心にそう啖呵を切ったくせに、シャワーを浴びていても自分の部屋にいても、気になって仕方がない。手持無沙汰に並べた雑誌も、ページをただめくるだけで、写真も文字もなにひとつ頭に入ってこないときている。

　ベッドに入ってもそれは同じで、目をギュッと閉じて浮かんでくるのは拓海の顔だ。

（いったい、どうなってるの……）

　先ほどまで笑い声の漏れ聞こえていた隣の部屋が、急に静かになった。

　壁を一枚隔てた向こうに拓海が寝ているのかと思うだけで、勝手に高鳴る鼓動を持て余し、どんどん目が冴えていく。これではきっと朝までこんな調子だろう。出勤した途端、眠気が襲ってくるに違いない。

　そんなことを考えているときだった。ドアを遠慮がちにノックする音が聞こえた。祐介だったらすぐに顔を覗かせるはずだから拓海だ。

　息の止まるような思いがした。

「実花子、起きてる？」

　寝たふりをして無視しようかとも思ったが、「はい」と答える。

「少し話せないか」

　祐介のわがままに付き合ってくれた拓海を、ここへきて拒絶できない。

　不安な気持ちを抱えたまま、ベッドから下りてドアを開けた。

「入ってもいい？」

　いつもと違って控えめな拓海にうなずいた。

　拓海は中に入ると窓辺へ近づき、カーテンの隙間から外を覗いた。

「雨、強くなったみたいだな」

　霧のような細かい雨は夜半には本降りになり、窓を濡らすほどになっていた。

「今日は祐介に付き合わせてごめんなさい」

「いや、俺も祐介くんと話すのは楽しいから」

　窓から振り返った拓海が微笑む。

　多少は気を使って言っているのだろうが、ふたりのやり取りを見ていると、本当に気が合っているように思えた。

「実花子」

　拓海が真顔になる。

「これから話すことを怒らずに聞いてほしいんだ」

　それがいい話なのか悪い話なのか現段階では判断できず、実花子は素直に聞く以外になかった。

「結婚に愛は必要ない。いつか消えるものなら最初からないほうがいい。そう話したのを覚えてる？」

　もちろんだ。なんて人なのだろうと嫌悪感すら抱いた。

「出会ったばかりの頃は、実花子に対して恋愛感情はなかった。純粋に、自分の望み通りの女性という以外の感情はなかったんだ」

　それなら実花子も知っている。拓海にとって、結婚は買収予定企業からの信頼獲得のためだから恋愛感情は必要ない。むしろ邪魔なだけ。

　しかし、改めて拓海の口から聞かされると、どうしても傷つく。キスにも、当然ながらお見合い当夜のセックスにも、拓海の気持ちはまったく込められていなかったということだ。

「実花子は、自分の評価を上げるためのひとつの道具。そのはずだったんだ」

（……過去形？）

　拓海の最後の言葉に耳が反応する。

「実花子と一緒にいるのが楽しくて。いつの間にか単なる道具とは思えなくなっているのに気づきながら、そんなことはないと打ち消してた。でも、あの事件が起きて、ホテルに駆けつけてくれた実花子を見て、失いたくないって強く思った。こんなにも心配してくれる人が俺にもいたんだって」

　実花子もそうだった。自分の気持ちに薄々気づきながら、それを必死に否定していた。あの事件が決定打になったのだ。

　ホテルに駆けつけたとき、拓海が戸惑っていたのはよく覚えている。母親に捨てられた過去が、自分は誰にも心配されない存在だと思わせていたのかもしれない。

「……あのとき私も、拓海さんにもしものことがあったらってすごく怖かった」

　でも心配していたのは、実花子だけではない。真里亜も同じ。

「みんな心配していました。社内の人たちだって。拓海さんはひとりじゃないです」

　拓海が柔らかく微笑む。いつもの笑顔とは違い、安堵したような笑みだった。

「でも、実花子への気持ちに気づかされたとき、同時に怖くなったんだ。いつか実花子を失う日が来るかもしれないって。だから、事件が解決したあと、実花子に連絡できなかった」

　母親を失ったように、実花子もいつか拓海の前から消えるということだろうか。

　実花子は首を横に振った。

　拓海が実花子を好きで、必要としてくれているのなら。

「私はどこにも行きません」

　実花子も拓海のそばにいたいと強く願っていた。

　拓海はゆっくりと近づき、両手で実花子の頬を包み込んだ。

「……俺を好きだと思ってもいいんだな？」

　ふたつの瞳がどこか頼りなげに揺れる。小さくうなずいた実花子に、拓海が唇を寄せた。ところが、あと数センチで触れ合うところで、拓海の唇が止まる。

「実花子の口から聞かせて。俺を好きだって」

「……え？」

　まだ不安なのだろうか。切実な表情に胸の奥がキュッと締めつけられる。

「キスしたら、俺の実花子への気持ちがもっと大きくなるけど、本当にそれでいい？」

　実花子の胸の中が拓海でいっぱいになっていく。

「拓海さんが好きです」

「……頼む。もう一度言ってくれ」

　切なくなるほどの声だった。

「好きです」

「もう一回」

「拓海さんが大好きです」

　それでやっと満足したのか、拓海はようやく微笑んだ。

「俺も実花子が大好きだ」

　ようやく唇が重なり合う。それは今までにないほど優しいキスで、拓海への想いで満たされていく。

　結婚に愛を求めないと言っていた裏で、本当は愛が欲しくてたまらなかったのだろう。そんな拓海が愛しい。

　ひとしきりキスを交わしたあと、拓海が実花子をそっと引き離す。

「実花子、もうひとつ聞きたいことがあるんだ」

「なんですか？」

　また好きかどうか言わせたいのだろうか。

「今日、会社で見た光景をどう思った？」

「……会社で見た光景って？」

「俺の部屋でのこと」

　そこまで言われて気がついた。拓海が真里亜の肩に触れていたシーンだ。

　せっかくいい気分なのに、どうして今それを持ち出すのか。

「俺にここでぶちまけたときみたいに言ってみて」

「でも拓海さんは女の嫉妬は嫌だって」

　だからずっと我慢していたのだから。

「実花子の嫉妬は別物だとわかったんだ」

「……なんですかそれ」

「自分でもわからない。けど、嫌だったはずのものがうれしかった」

　拓海が屈託のない笑みを浮かべる。

「拓海さんは今まで誰彼構わず、あんなことをしてきたんですか？」

「そうだね」

　悪びれる様子は皆無。逆にこちらの感覚がおかしいのではないかと疑いたくなる。

「それじゃ、キスもですか？」

「たまにはそんなこともあった」

　目眩がしてきた。拓海は、その人数もきっと把握していないのだろう。

「……菊池さんとは？」

　核心部分に迫る。実花子を婚約者だと紹介したとき、彼女がうろたえたのはそういう理由があったからなのではと思ったのだ。緊張に鼓動が加速していく。

「彼女とはなにもない」

「本当ですか？」

「仕事上のパートナーと男女の仲になるのは差し支えが出る」

　嘘ではなさそうだ。

「それで、どう思った？」

　拓海は子どものように目をキラキラとさせた。すっかりいつもの調子だ。

「どうって……ものすごく嫌でした」

「どんなふうに？」

　どうしてそこまで追及するのか。本当に勘弁してほしい。

「……菊池さんに触らないでって」

「それから？」

「離れてって。……もういいじゃないですか」

　いい加減にしてほしい。思い出しただけで胃のあたりがムカムカしてくる。

「実花子、かわいい」

　拓海が飛びつくように実花子を抱きしめる。

　かわいいなんて、自分にはもっとも似合わない形容詞だと思っていた。でも、自分の中に眠っていた女の部分が目覚めるにつれて、それもいいかなと思いはじめている。

「このまま実花子を抱きたいけど」

「抱っ……！」

　一瞬のうちにそのシーンを想像して、顔が熱くなる。

　出会ってすぐにそんな関係にはなったが、なにしろあの夜の記憶はほとんどない。

「隣に祐介くんもいることだし、今夜はこれで止めておこう」

　拓海はもう一度キスを落とし、実花子の髪をひと撫でして離れた。

　ホッとしている自分も、ガッカリしている自分も、どちらも本物だった。










ジェラシーはほどほどに




　私生活で心が満たされると仕事にいい影響を与えるというのを、実花子は二十八歳になってはじめて知った。

　これまでの生活に満足していなかったわけではないが、そこに恋が加わると、こんなにも張りが出るものなのか。

　拓海と正式な恋人同士になって二週間。勤怠管理を担当している実花子は月はじめが一カ月のうちでもっとも忙しいが、処理スピードの速さは周りが驚くほどだ。

　ブラインドが下げられていない限り、実花子のデスクからも拓海の姿が見えるため俄が然ぜんやる気が湧く。ガラス越しにたまに目が合って、こっそり微笑み合うこともしばしば。これぞオフィスラブの醍だい醐ご味みというものにすっかり浸りきっている。

　自分がこんなにも単純だとは思わなかった。

「実花子ちゃん、本当に変わったよね」

　階下のカフェで一緒にランチをとっていた千沙が、実花子を見てつくづく呟く。

「大学時代に彼氏がいたときとは全然レベルが違う感じ。あの頃はウキウキしているような感じが全然しなかったもん」

「……私、変？」

「ぜんっぜん！　その逆だよ。もちろん、今までの実花子ちゃんも好きだよ。力仕事ならお任せとか、頼りがいがあって。でも今は滲にじみ出るオーラからして違う。輝いてるし」

「そうかな」

「うん。恋の力ってすごいなぁって、実花子ちゃん見て改めて思った」

　スカートも五センチのパンプスも、このところやっと慣れた感じがする。きっちり一本縛りにしていた髪も、千沙の指導で緩いまとめ髪ができるようになった。

　最初は拓海に嫌われるためだけに女らしい格好をしていたが、今は拓海にかわいいと言われたくて、外見にも気を使っている。

　相手次第で変わるなんて自分を見失いすぎではないかと心配になるが、それが苦痛ではない。千沙の言う通り、本当に変わったと自分でも思う。

「私も早く彼氏欲しいなー」

「千沙はその気になれば、いくらだって相手が見つかるじゃない」

　ついこの間も、通勤時に千沙にひと目惚れをした人に告白されたと言っていたばかり。社内で千沙に言い寄る男の人は、十本の指では足りないくらいだ。

「そうじゃなくて、私も実花子ちゃんみたいに自分を高めてくれるような人に巡り合いたいよ」

　テーブルに運ばれてきたサラダをつつきながら、千沙はため息交じりにしみじみ呟いた。

　ただ、これだけはどうしても変わらないというものもある。それが食欲だ。

　コーンスープにタコサラダ、メインにはホットカツサンドとアボカドバーガー。デザートにはマンゴーパフェとコーヒー。ここの店員も慣れたもので、テーブルに並びきらないほどの料理を頼んでも驚かれなくなった。

　それを片っ端から片づけていく気持ちよさ。空腹が満たされたときの幸せ。こればかりは、拓海と正真正銘の恋人同士になっても変わらなかった。




　ランチから戻って席につく。不意に感じた視線に顔を上げたら、社長室のガラス越しに拓海が実花子を手招きしていた。

　最初に婚約者として紹介されたとはいえ、仕事中に公然とふたりきりになるのはやはり気が引けるが、幸いにも今はほとんどの人が休憩中で席を外している。拓海もそのタイミングを狙っていたのだろう。

　実花子は、戻っている数人の視線を気にしつつ、そそくさと社長室へ入った。

　素早くブラインドが下ろされ、人目が気にならなくなってホッとする。

「せっかく同じ社内にいるのに、なかなか実花子に触れられなくてストレスがたまる」

　拓海は真顔でそう言い、実花子を抱き寄せた。

　じつは実花子も同じだった。なにをやるにも張りが出る半面、社内での拓海の動向も気になる。秘書の真里亜と過ごす時間が多いだけに、モヤモヤとすることも多々あるのだ。

　でも、拓海も同じように感じていると知り、気にしなくていいのだと思えた。拓海も実花子を想ってくれている。それだけで心が満たされた。

　拓海の香りを胸いっぱいに吸い込む。

「今夜、時間取れる？」

　実花子を引き離した拓海がそう尋ねる。

「祐介に夕食の準備をしたあとなら」

　今朝は時間がなく、晩御飯の下準備にまで手が回らなかった。拓海のことを考えてなかなか寝つけず寝坊したのが原因だが、それは彼には内緒だ。

　午後七時にセレンディピティで待ち合わせの約束をしたタイミングで、真里亜がお昼から戻ってきたため慌てて拓海から離れる。

「失礼いたしました」

　一緒にいる実花子たちを見て、即座に退室しようとした彼女を拓海が引き留める。

「出ていく必要はないよ」

　真里亜はうつむき加減で足を止め、その横をすり抜けていく実花子を見ようともしなかった。




　部活からまだ戻らない祐介に『ちょっと出かけてくるね』とメモを残し、二度目になるセレンディピティへ急ぐ。

　拓海と待ち合わせをするのは二度目だが、前回とは気持ちが全然違う。デート気分でドアを開けると、拓海はすでにカウンター席についていた。店内にはほかにふた組のカップルがいる。

「いらっしゃいませ」

「こんばんは」

　龍二に出迎えられ、軽く頭を下げた。

「また来てくれてうれしいよ」

　社交辞令に軽く微笑みながら、拓海の隣に腰を下ろす。

「祐介くんは？」

「まだ部活から帰ってこなくて」

「熱心だね」

　拓海とバスケの話をするようになってから、余計に気合が入っている気がする。

「さてと、実花子ちゃんはなににする？」

「えっと……」

　拓海の前には、出されたばかりと思しき薄いブルーのカクテルがあった。

　この前のカクテルのネーミングを探して、頼りない記憶を遡さかのぼる。

「コスモ……」

「コスモポリタン？」

「はい、それをお願いします」

　龍二は笑みで応え、シェーカーの準備をはじめた。

「ところで実花子ちゃん」

「はい」

　龍二がなにやら含ませたような笑みを浮かべる。

「この前とは雰囲気がずいぶんと変わったね」

「あ、これは……」

　はじめてここへ来たときは、パンツルックに化粧っ気のない女だったと思い返す。百八十度変わった格好に、龍二はなにか言いたそうだ。

「ふたりの間の空気感も違うし」

　とっさに隣を見たら、拓海は肩をすくめて軽く首をかしげた。彼がなにか話したわけではないようで、龍二の勘の鋭さに感心する。

「だから、結婚を前提に付き合ってるって、前来たときに紹介しただろう？」

「いや、あのときはそんな関係じゃなかったはずだ。何人のお客さんを見てきたと思ってるんだよ」

　そう言われて返す言葉もない。

　たしかに、こういう商売をしていたら人を見る目は養われるものだろう。

「龍二はカクテル作りに集中してればいいんだよ」

「へいへい。俺は邪魔ってことね」

　龍二は拓海の反撃を適当にあしらい、手早く仕上げたコスモポリタンを実花子の前に置いた。

　拓海と軽くグラスを合わせて、早速口をつける。柑橘系の香りが鼻から抜けて、気分まで爽快だ。

「実花子が酔っぱらう前に話しておきたいことがあるんだ」

　なんだろうと拓海を見たら、彼は胸ポケットから小さなケースを取り出した。

　恋愛から遠ざかっていた実花子でも、それがなにか想像できる。

　深い緑色の小さなケースを拓海が開くと、オレンジ色の照明を反射して輝くものが姿を現した。指輪だ。

「実花子、結婚しよう」

　彼の真剣なまなざしがまっすぐに注がれた。

　拓海が実花子とお見合いをしたのは、仕事を進めるうえですぐにでも結婚したいから。拓海と気持ちが通じ合って一件落着したため、すっかりそれが頭から抜け落ちていた。

「……実花子？　まさか俺と結婚したくないなんて言うわけじゃないだろうな」

「違うんです。そうじゃなくて」

　プロポーズは素直にうれしい。ただ、改めて結婚が現実味を帯びると、どうしても引っかかることがある。

「もしかして、祐介くんのことを気にしてる？」

　拓海はそれを簡単に言いあてた。

　祐介はまだ中学二年生。彼が大学を卒業するまでは結婚しないと決めて生きてきたから、短く見積もってもあと八年はある。それまで拓海に結婚を待ってもらうのは、彼の仕事上無理だ。

「実花子が気にしているようなことはしない。祐介くんも一緒に住むのを前提に、結婚しようと言ったつもりだ」

　拓海は、それがあたり前だと自信に満ちた顔だった。

「祐介も、一緒に？」

「実花子と一緒に祐介くんをサポートしたいと考えてる」

「でも」

　それでは、拓海の負担が増えるばかり。

「俺、ひとりっ子だから兄弟に憧れがあるんだ。だから、弟ができるのは大歓迎」

「……本当に？」

　そこまでしてもらってもいいのだろうか。どうしたって迷いがある。

　ただ、拓海が軽い気持ちで言っていないのはわかっていた。祐介に対する態度が上辺だけのものでないことは、そばで見て知っているから。

「でも、祐介がなんて言うかな……」

　拓海に好意を持っているのは確実だが、結婚が絡めばそう簡単にいかないのではないか。

「それなら、これから祐介くんのところへ行こう」

「今から？」

「祐介くんに直接会って確認したい。これはひとまず退散だ」

　指輪の入ったケースを胸ポケットにしまい込む。そうと決まれば早いほうがいいと、拓海は会計を済ませた。

　龍二が呼んだタクシーに乗り込み、実花子のマンションを目指す。拓海はどこかうれしそうに窓の外に視線を流していた。




　マンションへ着くと、祐介はちょうど夕飯を食べ終え、食器をキッチンへ片づけているところだった。拓海を見て、その顔が笑みでいっぱいになる。

「部活、遅くまで頑張ってるんだって？」

「うん。もうすぐ三年生も引退だしね」

　祐介は拓海にお茶を淹いれてテーブルに出した。姉の実花子より気が利く弟だ。

「祐介くん、今日は大切な話があってここへ来たんだ」

「大切な話？」

　祐介はトレーを片づけ、並んで座る拓海と実花子の前に腰を下ろした。どんな話をされるのかと、目をくるくるさせて拓海を見る。心なしか緊張しているように見えた。

「祐介くん、キミのお姉さんと結婚させてください」

　拓海がテーブルに頭がつくほど下げる。まるで、父親に結婚の挨拶でもしているみたいだ。

　さすがに驚いた祐介が目を見開く。

「どうして俺に聞くの？」

「祐介くんとお姉さんは、ふたりきりの家族だから。祐介くんの許可をもらえなければ結婚できない」

　祐介が実花子を見た。考えを探ろうとしているのか、いつになく真剣な目だ。

「俺がダメって言ったら？」

「許してもらえるまで、何度でも足を運ぶつもりだよ」

　拓海と祐介が見つめ合い、静かな時間が流れていく。

「ねえちゃんのこと、好きなんだよね？」

「大好きだ。愛してる」

　思わぬセリフに鼓動が跳ねる。最上級の愛の言葉が、実花子の胸の奥を震わせた。

「ねえちゃんは？　椎名さんのこと好き？」

　うなずくだけで精いっぱいだった。拓海の言葉も、祐介が心から心配してくれている気持ちも、どちらもうれしくて涙が溢れそうになる。

「いいよ。ふたりの結婚を許可しましょう」

　祐介はどこかふざけた調子で胸を張って言った。

「ありがとう、祐介くん」

　拓海がもう一度、テーブルについてしまうほど頭を下げる。

「ありがとう、祐介」

「親が死んでから、ねえちゃんにはずっと苦労かけっぱなしだったから。……幸せになってほしいんだ」

　すんでのところで止めていた涙が一気に溢れた。

　ハンカチを差し出す拓海と、ティッシュペーパーの箱を差し出す祐介。実花子がどちらも受け取ると、ふたりは満面の笑みを浮かべた。

「それと、もうひとつあるんだ、祐介くん」

「まだなにかあるの？」

「祐介くんもお姉さんと一緒に来てほしい」

「来てほしいって、どこに？」

　祐介が目をパチパチさせる。

「新居を構えるまでは今の俺のマンションになるけど、そこには祐介くんの部屋も用意する」

「はぁ？　なに言ってんの？　新婚の家庭に俺なんかがいたら邪魔じゃん」

「邪魔なもんか。これはお姉さんじゃなく、俺がお願いしたいんだ。兄弟ごっこに少しの間、付き合ってくれないか？」

　祐介に負担を感じさせないように言っているのがわかり、本当にありがたかった。ここまで実花子たちのことを考えてくれる人は、この先きっと現れない。

「……いいの？」

「いいも悪いもないよ。俺がそうしたいんだ」

　不安そうな表情だった祐介は、拓海のひと言を受けて一気に表情を崩した。

「椎名さん、ねえちゃんのことよろしくお願いします」

「任せておいて」

「あ、そうだ。早速お願いしたいことがあるんだけど」

「ちょっと、祐介！」

　なにをお願いするのか知らないが、節操がなさすぎる。

　しかし制した実花子を強気にキッと睨み、祐介は構わず続けた。

「明日の土曜日なんだけど、一泊でバスケの遠征があるんだ」

「あ、そうだったよね」

　そんな案内をもらっていたことを今思い出す。

（だけど拓海さんにお願いっていったい……？）

「明日の夜、ねえちゃんと一緒に過ごしてもらえないかな」

「な、なに言ってるのよ、祐介！」

　夜を一緒に過ごせなんて、弟が気を回すものじゃない。

「どういうこと？」

　慌てる実花子とは対象的に、拓海が冷静に聞き返す。

「こう見えて、ねえちゃんって寂しがり屋なんだよね」

「余計なことは言わないの」

「中一の宿泊学習のときなんてさ、毎晩のように俺に電話してきてウザいったらないんだよ。それもこれも、ひとりでいるからなんだよね」

「あのときは、酔っぱらってついかけちゃっただけでしょ？」

　べつに寂しくて電話したわけではない。

「毎晩酔っぱらうこと自体、問題だよ。ほんと酒癖悪いっつうの」

「失礼ね。酒癖が悪いんじゃなくて、お酒を楽しんでるって言って」

「酒癖が悪くなくて、玄関で行き倒れになるか？」

「あれはちょっと飲み比べしただけなの」

　不意に隣からクククという笑い声が聞こえてきて、祐介との言い合いをやめる。拓海は肩を震わせて笑っていた。

「ほんとに仲のいい姉弟だ。羨ましいよ」

　これでは実花子は酒癖が悪いだけの女になってしまうではないか。……それに近いのは否定できないが。

「ともかく、明日の夜は責任をもってお姉さんの面倒をみるよ」

　まるで実花子は小学生の子どもみたいだ。

「お酒も与えたりしないし、祐介くんにしつこく連絡をさせたりもしない」

　子どもどころの話ではない、ペット同然だ。

　不満いっぱいに眉間に皺を寄せていたら、祐介は悪びれもせず「よかったな」と笑った。




　街の中心から少し外れた閑静な住宅街。そこに拓海の住むマンションはある。

　ＩＴ企業のトップという肩書から、よくテレビで見る〝なんとかヒルズ〟を想像していたが、住宅街に溶け込むようにひっそりと建つ低層のマンションだった。それでも、濃いグレーの佇たたずまいは重厚な造りで高級さを窺わせる。

　土曜日でも仕事だった拓海と外食した実花子は、少しの緊張と大きな期待を胸に玄関のドアをくぐった。

　なにしろふたりにとってははじめてのお泊まりデート。出会った日に体を重ねたが、それはお酒が強烈に作用したためだし、記憶にもほとんど残っていない。

（今夜、いよいよ……）

　どうしたってそんな想像をしてしまい、昨夜からずっと落ち着かない。

「お邪魔します……」

「もっと掃除する予定だったんだけど」

　拓海は謙遜するが、無用な心配だ。玄関から続く廊下、そして案内されたリビングはどこも綺麗に片づけられ、白を基調とした部屋は清潔感に溢れていた。

「十分綺麗」

　雑然とした実花子たちのマンションによく案内できたと、自分の度胸を褒めたい。

　片づけられていないのは、リビングの本棚から溢れかえった難しそうな本や雑誌の類だけ。これを綺麗と言わずして、なにを綺麗と言うのか。

「コーヒーでも淹れようか」

「あっ、私が淹れます」

　興味津々にキョロキョロと部屋を見回していた視線を拓海へ戻す。

「一応はお客さんなんだから、実花子は座ってて」

　拓海は袖をまくりながら、ダイニングと一体になったキッチンへ向かった。

　料理しながら部屋を見渡せるのは、ドラマで見かける憧れの造り。リビングで拓海が本を読んでいるそばで実花子は料理。つまみ食いに来た拓海と『まだダメ』なんて言いながらじゃれ合う未来の場面を想像して、自然と笑顔がこぼれる。

　そこに拓海がコーヒーを持って現れたため、顔を引きしめるのに苦労した。

「なに？」

「なんでもないです」

　案の定、拓海に指摘されて赤面する。フライング気味の妄想はさすがに話せない。ごまかしつつ、淹れてもらったコーヒーに「いただきます」と口をつけた。

「さてと、なにをしようか」

　不意にそう訊ねられ、返答に困る。

「ＤＶＤでも観る？　映画なら何本かあるけど」

　拓海がテレビの脇のラックに視線を移す。

　映画もいいけれど……。

「拓海さんのアルバムはないですか？」

「アルバムって写真の？」

　うんとうなずく。知り合う以前の拓海を知りたい。

「そういったものはないな。子どもの頃の写真は処分しちゃったんだ」

「えっ」

　どうしてと言いかけてとどまった。母親に捨てられた過去を思い出したのだ。

「実花子にはまだ話してなかったけど、俺ね、母親はいないも同然なんだ」

「……そうなんですね」

　白鳥から先に知らされていたと聞いたら、不愉快に思うかもしれない。あえて初耳のように答えた。

「母親は、俺が六歳のときに男を作って出ていってね。それからは父とふたりきり」

「お父様は？」

「その父も、一年前に亡くなった」

「そうだったんですね……」

　それは白鳥から聞いていなかったため、今もどこかで暮らしているものだと思っていた。

「お母様とは別れたきり？」

　拓海はゆっくりと首を横に振った。

「大学生のときに一度だけ訪ねたことがある。べつの家庭を作って子どももいて、幸せそうだった」

　遠くを見つめる視線が、とても悲しそうだった。いつでも笑顔を絶やさない拓海のそんな顔を見るのははじめてのため、正直戸惑う。

　自分とは違う意味で親を失くした拓海の悲しみは、きっと実花子には理解しきれない。なんの言葉もかけられないのがもどかしかった。これからは私が家族だからという言葉も陳ちん腐ぷに思える。

　その代わりになるのかはわからないが、拓海をそっと抱きしめる。そうすることしかできなかった。

「ごめん、しんみりさせたね」

　拓海が照れて笑う。

「アルバムはないけど、起業当時に会社のみんなと行った親睦会の写真くらいならあったかな」

　実花子の肩をポンと軽く叩きながら、拓海は立ち上がった。本棚の下段に収められた箱を引っ張り出し、「あったあった」とそこから写真の束を取り出す。

「みんなといっても、総勢四人だけどね」

　実花子の隣に戻ってきた拓海が、束をそのまま手渡してくる。

　一番上の写真は車の中。後部座席から運転席の拓海を撮ったような写真だ。

「どこに行ったんですか？」

「箱はこ根ねの温泉」

「いいですね」

　写真からでも楽しそうな雰囲気は伝わってくる。

「今度ふたりで行こうか」

「ほんとですか？」

　それはぜひ行きたい。拓海とふたりで温泉に入って、おいしい料理を食べて、景色を楽しんで。夜は……。

　変なところに飛びそうな妄想を慌ててストップさせ、ゆっくり写真をめくっていく。すると、三枚目に真里亜を見つけて指が止まる。芦あしノ湖この遊覧船をバックに、拓海に寄り添っていた。

　真里亜も起業当時からの社員のようだ。ほかの写真にも当然ながら彼女が写っていて、それがたいてい拓海にぴったりとくっついているものばかりのため嫌なモヤモヤが胸の中に募っていく。

　真里亜以外のメンバーは全員男性。その中で、拓海の隣ばかりを選んでいるのが見て取れた。

　真里亜はずっと前から拓海を好きなのだろう。拓海は拓海で、まんざらでもなさそうな顔に見える。中には頬を寄せ合ってピースしているものもあった。

　昔のこと。子どもじみた嫉妬に駆られるなんて本当にどうかしている。なんとか落ち着こうと息を大きく吸った。

　するとそこで、拓海がやけに上機嫌だと気づく。

「どうかしました？」

「いや」

　なんでもない顔ではない。

「なんですか？」

「いや、その写真を見てどう思ったのかなって」

「え？」

　拓海の瞳がいたずらっぽく揺れる。

（……もしかして、わざとこの写真を見せたの？）

　真里亜と仲良さそうにしているところを見せて、反応を楽しんでいたのだろうか。

「拓海さん、ひどい」

　写真の束を拓海の胸に突き返す。

「ごめんごめん。妬いてる実花子がかわいくってさ」

　そう言えば、実花子の口を封じ込められると思っているらしい。現にその通りだから困る。せいぜい眉間に皺を寄せて反発を示すくらいしかできないのだ。

「ごめん、実花子」

　そのうえ、この笑顔。キラースマイルを向けられたら、なんだって許してしまいたくなる。

「私ももっと前に拓海さんと知り合いたかったな」

　実花子の口からつい本音がポツリと漏れた。そうすれば、過去に嫉妬しなくても済んだだろう。真里亜に妙な対抗心も燃やさなかったかもしれない。

　そしてなによりも、せめて一年前に拓海の父親が亡くなるときに、そばにいてあげたかった。過去はどうにもならないから、余計にそう思ってしまう。

「これから全部教えるから」

　拓海の指先が、実花子の髪を耳にかける。優しくて少し熱を帯びた視線が実花子を捉えた。体を拓海に向けさせ、そっと引き寄せる。

「生まれてから今まで、なにを見てなにを感じたのか。実花子がわずらわしいと思うくらい全部。だから俺にも実花子の全部を教えて」

　耳元に低く響く囁き声が、実花子の胸を高鳴らせていく。重なった視線に瞼を閉じたら、拓海のキスが落ちてきた。

　触れ合うそばから愛しさが込み上げてくる。

　好きで好きでたまらない。その想いを唇に乗せて、拓海に伝える。

　気が遠くなるほどの長い口づけから解放し、拓海は実花子を抱き上げてベッドルームに運んだ。張りのあるシーツの上に実花子を横たえて組み敷く。

「実花子……」

　しっとりとしたまなざしに見つめられ、どんどん加速していく鼓動を制御できない。

「愛してる」

「私も」

　そう返した唇が塞がれる。優しく擦り合わせ、丹念に実花子の緊張を解していく。

　薄く開いた隙間から入ってきた拓海の舌が熱を帯びていて、それが実花子にも伝染する。絡み合う舌が水音を立て、体が疼うずいてたまらない。

　拓海の唇や指先が触れる場所から甘い刺激が生まれ、悩ましい吐息が漏れては、また拓海のキスにのみ込まれていく。

「こんなにも好きにさせた責任を今からとってもらうから」

「それなら拓海さんのほう。私にも責任とってくださいね」

「いいよ。その代わり覚悟して」

　熱っぽい瞳は火傷やけどしそうなほど。

　どこもかしこも拓海の甘いキスが落ちてきて、体の芯がじんじん痺れる。

「実花子はここが弱いんだよね」

「った、拓海さ……っ」

　奥のほうから想いと一緒に溢れてくるのは、愛の証の甘美な蜜みつ。それをまとった拓海とふたり、上れるところまで目指していく。

　優しく、ときに激しく揺らされ、こぼれる吐息を跳ね上げながら、何度となく果てては幾度もつながり、濃密な時間はゆっくりと過ぎていった。




　誰かの腕に守られながら目覚める朝が、実花子に途方もない幸せをもたらす。

　目を開けると拓海が隣にいて、綺麗な寝顔に思わず見惚れた。

　昨夜は拓海に求められるままに何度も抱き合い、愛の言葉を囁き合い、文字通り心も体も固く結ばれた。

　夜更けまでそうしていたのに、ベッドサイドにある時計はまだ七時。幸せいっぱいのため目覚めが良好だ。

　ゆっくり瞼を開けた拓海が実花子を見て微笑む。罪な笑顔だ。実花子は朝からドキッとさせられた。

「おはよう」

「おはようございます」

　挨拶を交わし合い、唇を重ねる。

「体、大丈夫？　昨夜ちょっと無理させたから」

「だ、大丈夫です」

　そんなことを聞かれたら、即座に昨夜のシーンが蘇って顔が熱くなる。

　一度ふたりでシャワーを浴びたあと、再び体を重ね、ふたりはいまだに裸のままだ。

「実花子があんまりかわいくてさ」

「やめてください」

　それ以上は言わないでほしい。自分でも驚くくらいに乱れたため、思い出すだけで恥ずかしい。

　拓海に引き寄せられて素肌が触れ合い、否応なしに心拍数が上がる。

　もう一度、唇が重なろうかというときだった。突然部屋に響いたインターフォンに寸止めを食らう。

　拓海は小さく息を吐き、「ちょっと待ってて」と実花子から離れた。

　逞しい素肌にパジャマを羽織り、ベッドルームを出ていく。

　実花子も起き上がり、お泊まりセットで用意してきた下着やパジャマをひとまず着込んだ。胸元に拓海のつけた赤い痕あとを見つけて、トクンと鼓動が跳ねる。

　朝食でも作ろうかとリビングへ行くと、拓海は素早く着替えを済ませていた。

「実花子、ちょっとトラブル発生」

　そう言い置いて拓海が玄関へ向かう。

　トラブルとはなんだろう。不安を抱えたままリビングでひとりポツンと待っていたら、拓海は思わぬ人を連れて戻ってきた。慌てて頭を下げる。

「お、おはようございます」

　真里亜だったのだ。実花子がいるとは思わなかったのか、彼女は顔を強張らせた。

　こんな早朝にパジャマ姿でいたら、泊まっていたのは明白だろう。情事の最中に踏み込まれたのと同じくらいの恥ずかしさが込み上げる。

　彼女はＡ４サイズの封筒を持っていた。

「実花子、ごめん。ちょっと仕事の話をさせてくれ」

「あ、はい……」

　拓海は実花子の返事に軽く微笑み、真里亜にソファへ座るよう促した。

　同席してもいいのだろうか。邪魔ではないか。

「あの、私は帰ったほうが……」

　真里亜とふたりにするのは気がかりだが、そうも言っていられない。

　拓海が目を見開く。

「すぐに終わらせるから。少し待ってて」

　実花子は慣れないキッチンでふたりにコーヒーを淹れて出した。

　真里亜は軽く頭を下げ、それを書類の邪魔にならない場所まで遠ざけて、すぐにまた話を仕事へ戻す。

　着替えを済ませて、少し離れた場所で実花子が耳を傾けていると、ところどころに〝パクリ〟という言葉が飛び交う。賠償だとか契約だとかいう言葉も聞こえた。実花子にはチンプンカンプンなふたりの会話だ。顔を突き合せて真剣に話し合うふたりと実花子の間には、見えない壁が存在しているようにも思えた。

　拓海には、彼女のように仕事面でもバックアップできる女性のほうがいいのかも。なにもわからない自分は不釣り合いではないか。

　そんな余計なことを考えてしまう。

　トラブルだと知り、力になりたいと思うもののどうにかできるものでもなく、ひとり蚊か帳やの外に甘んじるしかないのがやけにつらかった。

　早く終わるからと言っていたはずの話し合いは、一時間、二時間と続いていく。

　拓海がトイレに立ったタイミングで声をかけたら、ベッドルームで待っていてほしいと言われ、実花子は完全にひとりになる。

　ベッドの上で膝を抱え、ドア越しにかすかに届くふたりの声を聞いているうちに、寝不足のためか睡魔が押し寄せてくる。重くなっていく瞼を閉じたら、引き込まれるように眠りについた。




　瞼に感じた明かりに目を開ける。それがカーテンの隙間から射し込む光だと気づくと同時に、ここが拓海の部屋だと思い出した。

　リビングに行ってみると、実花子が淹れたコーヒーは残されたまま、ふたりの姿はなかった。その代わりにテーブルには拓海が書いたものらしきメモがあった。

『白鳥さんのところへ行ってくる。なるべく早く帰るから、そのまま待ってて』

　トラブルが解決しなかったのだろうか。真里亜も一緒なのか。わからないことだらけだ。

　拓海に電話をかけたい衝動をなんとか抑え込み、代わりに祐介に電話をしてみた。

《なんだよ、ねえちゃん》

　第一声でそれはないだろう。せめて『どうかした？』といったひと言くらい欲しいものだ。

「頑張ってる？」

《あたり前だろ？　椎名さんと一緒じゃないのかよ》

　せっかく姉の世話を押しつけたのに、とでも言いたそうな口ぶりだ。今回こそは実花子の電話から逃れられると思っていたのだろう。

「一緒だよ」

《なら電話してる場合じゃないだろ》

「かわいい弟の声が聞きたくなったらダメなの？」

《はいはい》

　適当に流された。

《これから走り込みがあるから切るよ》

　やはり鬱うっ陶とうしかったらしい。ものの数十秒で切られてしまった。

　これでまた〝寂しがり屋〟の称号は継承確定だ。

（拓海さん、お昼ご飯食べたかな。なにか用意しておいたほうがいいかな）

　そう思い立ち、勝手に冷蔵庫を開けてみたものの食材らしきものはゼロ。これでは買い出しが必要だ。

　身支度をして玄関で靴を履いていたら、目の前でドアが開く。心臓が飛び上がるほど驚いたが、拓海も同じだったようで実花子を見て目を丸くした。

「おかえりなさい」

「もしかして帰ろうとしてた？」

　靴を履いた実花子を見て拓海が訝いぶかる。

「いえ、なにか作って待とうと思って。買い出しに行こうと」

「冷蔵庫の中になにもなくて驚いただろう」

「男の人の部屋って、そんなものですよね」

　靴を脱いで部屋へ上がった拓海を追ってリビングへ戻る。

「大丈夫ですか？　トラブルは解決しました？　白鳥さんのところにはいつから出掛けていたんですか？」

　やっと拓海の顔を見て話をできるのがうれしくて、つい矢継ぎ早に質問をする。

　拓海はネクタイを緩めながら、気だるそうな目を実花子に向けた。相当疲れているようだ。

「実花子がベッドルームに行ってからしばらくして」

「そうだったんですね」

　なにも気づかずにベッドでスヤスヤ眠っていたらしい。それならひと声かけてくれればよかったのに。ひとりなにも知らされないまま置かれたのが、やけに悲しい。

「ひとりにして悪かった。祐介くんにもお願いされていたのに」

「いえ大丈夫です。……それで、トラブルは？」

　気を取り直して聞き返す。

「まだなんとも言えないけど、たぶん大丈夫かな」

「なにがあったんですか？」

「ちょっとしたことだよ」

　――実花子に話して聞かせても仕方ない。どうせ仕事のことなんかわからないんだから。

　そんなニュアンスに聞こえたのは、真理亜がずっと一緒だったせいだろう。それが心のどこかに引っかかるのだ。

　持ち直そうとしていた気持ちが挫くじかれる。

　実花子だけ仲間外れ。一番そばで理解したいのに、その権利を与えてもらえないと、どうしても感じてしまう。

　それならここにいても仕方がないのではないか。つまらない嫉妬だ。

「私、帰りますね」

「え？　帰るってなんで」

　バッグを持って玄関へ向かおうとした実花子の手を拓海が掴む。

「拓海さん、疲れているみたいですから。ゆっくり休んでください」

　拓海を休ませたい気持ちは本心なのに、嫌みな言い方になってしまった。

（やだ、なんで……。こんなの私じゃない）

　どうしてこんなに面倒くさい女になっているのだろう。拓海の全部を受け止めて包容力のある女でいたいのに、この頃の実花子はずっとこうだ。相応しい女からどんどん遠ざかっていく。

　好きという気持ちが邪魔をして、いろんなものが歪む。そうなりたくないと思っているのに、それを止める術がわからなくて、どんどん深みにはまるいっぽうだった。

　拓海と結ばれて幸せなはずが、簡単に心をむしばまれていく。たぶんそれは、拓海との釣り合いを考えるせいだろう。

　彼の手を振りほどき、実花子は部屋を出た。










黒い影にさらわれた夜




　まだ陽も沈んでいない午後四時。実花子は、いつもの一休へ足を運んでいた。

「いつもの冷酒とカワとつくねをお願いします」

「了解！」

　威勢のいい店主の声が響くと同時に店のドアが開いた。

「おや、実花子ちゃん。今日はずいぶんと早いね」

　白鳥だった。さっきまで拓海と一緒にトラブル処理をしていたからか、白鳥の顔に疲れが滲んでいる。

「拓海くんと一緒じゃなかったのかい？」

「あ……はい」

　白鳥はおしぼりで顔を拭い、普段の調子で焼酎と焼き鳥を適当に注文した。

　ふたり同時に出されたお酒と焼き鳥で軽く乾杯。朝からなにも食べていないため、最初のひと口が胃に強烈に染みた。それでもひと思いにグラスを空ける。

「飛ばしすぎじゃないか？」

　横で白鳥が心配そうにするが、それを尻目に四合瓶からグラスに注ぐ。

「このくらい平気です。……ところで、白鳥さん」

「なんだい？」

「なにかトラブルが発生したみたいですけど、大丈夫だったんですか？」

　拓海にははぐらかされたが、白鳥なら話してくれるかもしれない。そんな期待を込める。

「拓海くんからはなにも？」

「……はい」

　事件が解決したときといい今回といい、拓海と意思疎通ができていないのではないかと白鳥は思っているだろう。本当にこのふたりは大丈夫かと。

「うーん、参ったな」

　白鳥は頭をかいた。

「これでも一応弁護士だからね。守秘義務というものがあって」

「前回の事件のときは話してくれたのに？」

　あのときは真相をすべて打ち明けてくれた。それなら今回だっていいではないかと勝手に思ってしまう。

「そこをつかれると弱いんだけどねぇ。詳しくは話せないから、それでもよければ」

　白鳥は焼酎で喉を潤し、ゆっくりと話しはじめた。

「一年前に買収した会社の作ったスマホのアプリが、著作権侵害で訴えられたんだ」

「えっ、訴訟ですか？」

　次元の違う話で全然ピンとこない。

「そうなんだよ」

「そのアプリを作った会社じゃなくて、拓海さんの会社が訴えられちゃうんですか？」

「買収している以上、拓海くんの会社、トレンダーズクリエイトが被告になるね」

　裁判沙汰に巻き込まれているとは思いもしなかった。もっと些さ細さいなトラブルだと考えていたのだ。

「著作権侵害は事実なんですか？」

「それはまだ精査中」

「もしも事実だった場合、損害賠償が発生するんですか？」

「そうなるね」

　きっと実花子には想像もつかない金額を請求されるのだろう。白鳥たちが話し合わなければならない事態なのだから、よほどのことだ。

「ただ、その買収した企業との間で取り交わした契約書で、著作物が第三者の著作権等の権利を侵害するものではないと表明して保障しているし、もしもそれが違反で買い手、つまりトレンダーズクリエイトに損害が生じた場合は補償する、とあるからね」

「それじゃ、賠償金はその会社が支払うんですか？」

「もしも著作権侵害が事実ならね」

　拓海が損害を被こうむるわけではなさそうだ。

　ホッとしたら、急にお酒がおいしく感じられる。二杯、三杯とグラスを空け、四号瓶をさらに注文した。

　空きっ腹だったせいか、お酒の回りが今日はやけに早い。焼き鳥をたらふく詰め込んでも、ペースがダウンする気配はなかった。

「拓海さんってば、ひどいんれす、白鳥さん」

　とうとう舌まで回らなくなる。

「私がわからないと思って、全然話してくれないんれすから」

　視界がクラクラしてきた。舌は回らないのに目が回る。

「きっとね、拓海さんに私は相応しくないんれす……」

　白鳥は、実花子なら拓海を変えられると言っていたが、それは期待過多。結局、拓海は実花子をそこまで重要視していないのだ。

「だからね」

「飲みすぎだ、実花子」

　拓海の声が聞こえてくるとは、相当酔っ払ったみたいだ。幻聴を聞いたら拓海に会いたくなってきた。そんな気持ちに関係なく瞼はどんどん重くなる。

「ほら、帰るよ」

　拓海の幻聴がやけに心地いい。体がふわりと浮いたのを感じながら、実花子は睡魔に連れ去られた。




　どこからか聞こえる賑やかな声、どっと巻き起こる笑い声に、だんだんと意識が戻りはじめる。

　この声は祐介だ。遠征から帰ってきたのだろうか。

　でも、どうして祐介の声が聞こえるのかと、不思議な感覚に包まれる。一休で白鳥と一緒に飲んでいたはずだ。

（……この声は、拓海さん？　嘘。どうして拓海さんの声が？）

　そこで実花子は一気に覚醒した。

　目を開けると、そこは実花子の部屋だった。ベッドの上でガバッと起き上がると同時に、こめかみに痛みが走る。おまけに気分も悪い。

　いつの間に帰ってきたのだろう。ここまでの記憶がない。

　リビングをこっそり覗いたら、そこには祐介と、なぜか拓海の姿があった。

（どうして彼がここに……？）

「あ、ねえちゃん」

　自室のドアの隙間から覗き見していたのに、祐介とバッチリ目が合った。

　拓海が振り返り、今度は彼と視線が交わる。今さら隠れるわけにもいかず、実花子は潔くドアを開けた。

「どうして拓海さんがいるの？」

「どうしてって、ねえちゃんを送ってきてくれたんじゃんか」

「えっ、拓海さんが？」

（そういえば一休で拓海さんの声が聞こえたような気がする……）

　あれは幻聴ではなく、本当に拓海だったのか。

「ったく、ねえちゃんの酒癖の悪さは天下一品だな」

　祐介は呆れたように肩をすくめ、拓海に向かって「ごめんね」と謝った。

　どうして一休に拓海がいたのだろうか。彼の部屋を出るときには追いかけてもくれなかったのに。

「ごめん、実花子」

「え？」

「ちゃんと話さなくてごめん。ただ、俺に相応しくないなんて言わないでほしい」

　そんなことを拓海に直接言った記憶はない。実花子が訝しげに眉根を寄せる。

「俺を白鳥さんだと勘違いしてたみたいだね」

「私、拓海さん本人に愚痴ってたんですか？」

「そうなるね。白鳥さんに一休に呼び出されたんだ」

「やだ……」

　白鳥も人が悪い。そうとは知らず拓海の愚痴をぺらぺらとしゃべってしまったではないか。そのうえ自宅まで送らせるなんてと自己嫌悪に陥る。

「いろいろとごめんなさい」

　実花子が謝る以外にない。穴があったら入りたいと思ったのははじめてだ。頭を深く下げたまま上げられなくなる。

「俺のほうこそ、ごめん」

　拓海の手が実花子の肩に置かれた。

「俺、ちょっとコンビニ行ってくるわー」

　自分は邪魔だと思ったか、祐介は退散するように出ていった。気が利きすぎるのも考えものだ。

　促されるようにして顔を上げたら、そこには困ったように眉尻を下げた拓海の顔があった。

「訴訟を起こされたんだ。実花子に心配をかけたくなくて話せなかった」

　それはわかっていた。ただ、真里亜には話せるのに自分には話せないのかと、つまらない嫉妬が邪魔して冷静な判断ができなくなっていたのだ。

「心配させてください」

　拓海が「え？」と目を丸くする。

「拓海さんのことは全部知りたいです。拓海さんも、全部教えるって言ってくれたじゃないですか。心配したりさせたり、そういうのが恋人ですよね？」

　拓海の瞳がゆらゆらと揺れる。伝わったと思ってもいいのかどうなのか。

　数秒間の沈黙のあと、拓海は実花子を引き寄せた。

「そうだね。実花子の言う通りだ」

　拓海の手が実花子の髪を優しく撫でる。

「実花子にもお願いがひとつある」

　なんだろうと彼の目をじっと見つめた。

「俺に相応しくないとか釣り合わないとか、そういうことは二度と言わないでほしい。俺が実花子にそばにいてほしいんだから、勝手な解釈で俺から離れるな」

　勝手な解釈。本当にそうだと我ながら鼻で笑ってしまう。悪いほうへ考えて自分で自分を追い詰めるのは、もうなしにしよう。

　でも今回は拓海と本音を言い合えたため、結果的にはよかったのかもしれない。ぶつかり合わなかったら、きっと何度もそんな袋小路に入り込むだろうから。

「もう勝手に離れたりしません」

「よし、約束だ」

　拓海が小指を立てる。指切りらしい。

　子どもっぽいやりとりに笑い合いながら、実花子たちは小指を絡ませた。

　その指先が離れたとき、ちょうど祐介が帰ってきた。なんて絶妙なタイミングだろうか。

「ねえちゃんの好きそうなもの買ってきたぞ」

　そう言ってコンビニの袋を持ち上げる。

「小遣い全部使っちゃったから、あとでくれよな」

　買ってきたと厚意を押しつけておきながら代金は請求するなんて、ちゃっかりしている。拓海と顔を見合わせて笑った。

「プリンにロールケーキ、それからあんみつもあるよ」

「それ、全部食べる」

「さすがねえちゃん」

　部屋の中にどっと笑いが起きた。




「トレンダーズクリエイトが訴えられたって本当？」

　いつものようにランチに出た先で、向かい合って座る千沙が声のトーンを落とした。

　実花子が訴訟の一件を知ってから一カ月。社内でもその話題はチラホラ出ていて、千沙が実花子に質問をぶつけるのは当然だった。

「そうみたいだね。でも大丈夫だって」

　逐一詳しい話を聞いているわけではないが、模倣した会社側が賠償すると契約書で取り交わしているなら、トレンダーズクリエイトに直接的な損害はないだろう。白鳥もついていることだし心配はない。

「それならいいんだけど。ほら、この前の事件もあったし、ちょっとね」

　千沙が言葉を濁すように言う。拓海の周りにはトラブルが多いと感じているのかもしれない。メディアテックが買収される以前は穏やかに仕事をしてきたため、物騒に思うのも当然だろう。

「実花子ちゃんは大丈夫？」

「え？　私？」

「巻き込まれないでよ？」

「まさか」

　そんなことがあるわけない。実花子は拓海が買収した企業の一社員に過ぎず、部外者同然だ。

「ないから大丈夫」

　右手を顔の前で大きくヒラヒラさせた。

「そう？　それならいいんだけど」

　否定しても千沙はまだ心配らしく、コーヒーカップを両手で持ったまま、実花子をじっと見つめた。

　お昼から戻った実花子のパソコンに、拓海から社内メールが届いていた。珍しいなと思いつつメールを開くと、【話したいことがあるから、仕事が終わったら下で待っていてほしい】と書かれていた。

　訴訟問題が解決した報告かもしれない。互いに気持ちをぶつけ合って以来、拓海はなにかにつけて実花子に話してくれるようになったのだ。

　なにげなく視線を向けた社長室はブラインドが下ろされていて、中を窺い知ることはできない。

　そのメールに【分かりました】とひと言だけ返信して、実花子は再び業務に戻った。




　定刻通りに仕事を終えて、一階へ下りたが拓海の姿はまだなく、しばらく待つつもりで実花子はエントランス付近の柱に体をもたれかけた。

　季節はすっかり梅つ雨ゆ。晴れていても湿気を感じるほどで、エントランスの自動ドアが開くたびに生あたたかい空気が入り込んでくる。そのガラスドアから見上げた空は、太陽が沈む直前とは違う暗さを抱えていた。よく見えないものの曇っているようだ。

　この空気の感じでは、ひと雨くるかもしれない。そんなことを考えていたら、ドアの向こうに一台の車が停車した。黒いワンボックスカーで、拓海の車ではない。

　車から降りた見知らぬ男がビルの中に入ってきて、実花子のすぐ目の前で立ち止まった。誰だろうと思いつつ、視線を合わせたまま会釈する。

「上原実花子さんですよね？　椎名社長に頼まれて、お迎えにあがりました」

　にこやかな顔で突然そう言われて、つい身構えた。

「出先の用事がまだ済まないので、あまりお待たせしたくないと」

　拓海が午後から出掛けているのは実花子も知っていた。社内に真里亜の姿はあったから、拓海ひとりなのだろう。

「そうですか」

　念のために直接確認しようと、バッグを漁ってスマートフォンを取り出す。

「取り込んでいて、今は出られないかと思います」

　連絡先を開こうとした実花子に、男が先回りして告げた。

　それなら仕方ないと、スマートフォンをバッグへ戻す。

「あの、お名前は……？」

「あ、失礼しました。大おお里さとと申します」

　彼が胸ポケットから取り出した名刺は、トレンダーズクリエイトの社名が入ったものだった。わざわざ迎えによこすくらいだから、いつも拓海をサポートしている社員なのだろう。見た目は拓海と同年代、中肉中背の柔和な感じのする人だった。

「では、行きましょうか」

　大里が右手で車へ促した。エントランスのドアを抜けて、実花子が後部座席に乗り込むと、運転席から大里がお茶のペットボトルを差し出してきた。自販機でコーヒーと間違えて買ってしまったらしい。ありがたく受け取り、早速キャップを開けて喉を潤しているうちに車が発進する。

　拓海はこの先のホテルで打ち合わせをしているそうで、大里はそこへ実花子を送り届けるという。

　窓の外を流れる街の景色を見ているうちに、だんだん瞼が重くなってきた。会話のない車の中は必然的に眠くなる。外が明るければまだしも、心地いい振動と相まって、睡眠にはもってこいだ。

　目的のホテルまでそれほど時間はかからないはず。ほんの少しだけ眠らせてもらおうと実花子は目を閉じた。




　頬に感じる冷たさが、実花子の意識を呼び覚ます。ゆっくり目を開けたら、頭がやけに重かった。

（……ここ、どこだっけ？）

　自分の今いる場所がわからなくなる。

　視界に入ったのは、剥き出しのコンクリートに囲まれた倉庫のような場所だった。目の前には中国語なのか、漢字だけの表記のダンボール箱がいくつか積まれている。

　実花子はその片隅に寄りかかるようにして座っていた。頬に感じたのは壁の感触だったらしい。

（どうしてこんなところにいるの？）

　大里の運転する車に乗せられ、拓海の待つホテルに向かったのではなかったか。

　ズーンと重い頭で思い返してみるが、その記憶に間違いはない。

　それでは大里はどこにいるのだろうか。

　見回しても、狭い倉庫内にその姿は見あたらない。実花子のバッグもなかった。

　この状況がさっぱり理解できず、パニックを起こしそうになる。

　とにかくここから出ようと立ち上がり、ドアに近づいたときだった。カギのつまみがゆっくり回って、カチャリと音を立てる。

　とっさに飛び退いたら、重そうな鉄製の扉がギィと音を鳴らしながら開いた。

　嫌な緊張が全身を駆け抜ける中、入ってきたのは大里だった。

「大里さん！」

　見知った顔を見て思わず駆け寄りそうになったものの、大里はさっきまでとは打って変わり険しい表情をしており、実花子は足を止めざるを得なかった。

「……大里さん？」

「目が覚めたんですね」

「どうしてこんなところに？　ホテルに行くんじゃなかったんですか？」

　状況を把握したい一心で、立て続けに質問をぶつける。

　だが、大里は実花子の焦りを気にする素振りもなく、落ち着いた様子でゆっくりドアを閉めた。

「少しの辛しん抱ぼうです。取引さえ成立すれば会えますよ」

「取引？」

「椎名社長とのね」

　拓海との取引に、どうして実花子が関係するのか。余計にわからなくなる。

「では早速ですが、椎名社長へ電話してもらってもいいでしょうか」

　大里は手にしていたスマートフォンを実花子へ差し出した。実花子のものだ。

「バッグはどこですか？　返してください」

　ひったくるようにしてそれを取り、大里を頼りなく睨み上げる。

「ですから無事に済んだら、ちゃんとお返ししますよ」

　ほらと顎で指図した。

「嫌です。拓海さんに電話はしません」

　なんの取引なのか知らないが、実花子がここにいるのが拓海の不利益につながるのなら電話はできない。

　今思えば、大里の登場の仕方はおかしかった。下で待つようにと言っておいて、なんの連絡もなしに拓海がほかの人を迎えによこすはずがない。電話で確認させないようにしたのも今となれば不自然だった。

　急激に眠気が襲ってきたこともそうだ。あのお茶に睡眠薬でも仕込まれていたのかもしれない。

「電話しないと、ここから出られませんよ？」

「それでもいいです」

　すべて実花子の判断ミスが招いたこと。訴訟トラブルを抱えて大変なときに、拓海に迷惑をかけるわけにはいかない。

「いいでしょう。根気比べです」

　大里が近くのダンボール箱に座ったときだった。実花子がギュッと握りしめていたスマートフォンから軽快な音楽が鳴り響く。拓海からの着信だったためギクッとした。

　実花子の様子でそれがバレたようで、大里は素早い動きでスマートフォンを奪い取った。

「これはこれは、椎名社長」

《……誰だ》

　応答しながら、スピーカーに切り替えたらしい。動揺した拓海の声が聞こえてきた。

「おやおや、僕の声がわからないですか？」

　挑発的な物言いに実花子まで苛立つ。

《……大里さん？》

　確かめるように拓海が答えた。

「ピンポーン」

《どうして、あなたが出るんだ。実花子は？　実花子はどうした》

「ここにいますよ。ちょっとの間、お預かりしています」

　電話の向こうで拓海が息をのむのがわかった。

「さぁ、実花子さん、お話ししてください」

　大里にスマートフォンを向けられ、実花子は嫌だと首を大きく横に振る。

《実花子！　そこにいるのか!?》

　つい先ほどまで強気でいられたのに、拓海に呼びかけられて急に心細くなる。彼の声が、弱気な実花子を呼び起こそうとしていた。

《実花子、いるのなら返事をしてくれ。頼む、実花子》

　切実な声色に心がぐらつく。

　たまたま大里が実花子のスマートフォンを拾っただけ。そう思わせたかったのに、何度も拓海から名前を呼ばれて唇が震える。

「……拓海さん」

　胸から溢れるように声が出てしまった。

《実花子！　大丈夫なのか!?》

「はい……ごめんなさい」

　実花子がしっかり警戒していたら、こんな状況には陥らなかった。拓海には申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

「メールの通り、ちゃんと拓海さんを下で待っていればよかったのに、勝手な行動なんてしたから……」

《……メール？　なんの――》

「椎名社長、あなたの大事な実花子さんはここにいます」

　拓海の言葉を大里が遮る。

《大里》

「あらら、呼び捨てですか」

《実花子になにかあったら、ただじゃおかないぞ》

「居場所もわからないのに、どうするんですか？」

　大里は嘲あざけるように高らかに笑った。どうかしているとしか思えない。

「では、本題です」

　大里が突然切り出す。

「うちとのＭ＆Ａ解消を今すぐ撤回するなら、彼女はすぐにでもお返しします」

　大里は拓海の会社の人間ではなかったらしい。名刺は偽装されたものだったのか。

《それはできない。パクリだと訴えられた挙句、粉飾決算まで隠していたんだ。契約不履行で、こっちが訴えてもいいくらいなんだぞ》

　パクリという言葉を聞いてピンときた。大里は拓海が買収した、アプリを作った会社の人間なのかもしれない。

「粉飾決算を見抜けなかったのは、そちらの不手際ですよね、椎名社長さん」

　拓海が言葉に詰まる気配がした。

　アプリの模倣だけではなく粉飾決算までしていたとは。だから拓海は、Ｍ＆Ａの解消に踏み切ったのだろう。それを覆したくて、大里は実花子をこんなところへ連れ出したようだ。

「さて、どうしますか？　解消は取り下げますよね？」

「拓海さん！　そんな必要ないですから！」

　実花子が電話に向かって叫ぶ。拓海の足手まといには絶対になりたくない。

「私なら大丈夫です！　自分でなんとかできます！」

「なんとかするって、どうやってするんですか？」

　さも無理だと言わんばかりに大里が嘲ちょう笑しょうする。

　それはわからないが、拓海に迷惑をかけないように自力でなんとかしなければならない。大里はたしか施錠をしていないから今なら脱出できるはずだ。実花子はドアめがけて駆け出した。

　ところがドアまであと少しというところで大里に呆気なく追いつかれ、肩を掴まれて強く引き戻される。反動でその場に倒れた。

「キャッ」

《実花子!?　どうしたんだ!?》

「無茶はよしたほうがいいですよ。それに、ここから出られたとしても助けを呼べるような人は周りにいません」

　実花子は両手をついて体を起こし、仁王立ちしている大里を悔しさいっぱいに睨み上げた。

《実花子！　大丈夫か!?》

「さて、椎名社長、どうしますか？　取りやめますよね？」

《……少し時間をくれ》

　拓海はしばらく考えたあと、絞り出すような声で言った。

「時間？」

《こっちもいろいろと準備がある。取りやめる方向で進めるから》

「拓海さん！　やめてください！」

　そう叫んでみたものの、拓海はそれにはなにも答えなかった。

　大里が実花子とスマートフォンを交互に見やる。どうしようか考えているようだ。

「いいでしょう」

　数十秒後、大里が大きな息と共に言葉を吐き出した。

「一時間だけ待ちます。一時間後きっかりに、いい回答をお待ちしていますよ」

《実花子になにかしたら、そのときはただじゃおかない》

「わかっていますよ。こちらは条件さえのんでいただければいいんですから」

　電話を切り、大里はダンボール箱の上に腰を下ろした。しばらくはお互いに無言で時間だけが過ぎていく。

　不穏な空気の中、大里は自分のスマートフォンを胸ポケットから取り出した。ゲームでもはじめたのか場にそぐわない軽快な音が聞こえてくる。

「アプリを模倣したのは事実なんですか？」

　大里が実花子にゆっくりと視線を向ける。手元のスマートフォンからは、音が流れ続けていた。

「故意にやったわけじゃありません。できてみれば、そっくりだったというだけ」

　大里は訴えてきた会社のアプリの存在も知っていたという。それを作ったクリエイターは業界でも有名だそうだ。世の中に溢れるたくさんのアプリに紛れ、模倣してもばれないと思ったと。

　同時期にトレンダーズクリエイトから合併を持ちかけられ、当時の経営状況では見限られるだろうと恐れて決算書に手を加えたらしい。多くのＭ＆Ａを手掛けてきた白鳥の目も欺あざむくのだから、よほど巧妙に仕掛けたのだろう。

「賠償金なんて払えない。そのうえＭ＆Ａまで解消されたら、うちはもうやっていけない」

　破れかぶれでこうして実花子を誘拐したのか。

　拓海が実花子を救うためにその条件をのむとなれば、賠償金の支払いも工面しなければならないうえ、大里の会社の経営まで責任を持つしかなくなる。

　ふと、どこか遠くのほうからサイレンのような音が聞こえたような気がした。大里も顔を上げて耳をそばだてるような仕草をする。

　パトカーのサイレンに聞こえなくもない。でも、大里以外ここに実花子がいるのを知る人はいないのだから、自分を助けに来たわけではないだろう。

　それなら今すぐここを飛び出して、そのパトカーまで走ろうか。ここから脱出できれば、拓海は損害を被らなくて済む。ドキドキと嫌な緊張に鼓動が高鳴るなか、遠くのほうで不意にサイレンの音が消えた。

　聞き耳を立てている大里の様子をこっそり窺いつつ、気づかれないようにジリジリとドアに向かって移動する。大里の全神経がそちらに向いているのを確信して、実花子は一気にドアへと駆け出した。

「あっ、おい！」

　大里が声をあげたそのとき。

　実花子が今にも手をかけようとしたドアが開け放たれ、何人もの男たちがなだれ込んできた。そのうちのひとりが実花子を見て、「大丈夫ですか!?」と腕を掴む。

　なにが起こっているのか瞬時に判断できなかった。ドアの向こうにはパトカーの赤色灯が見える。つまり、この人たちは警察官ということだ。

（……でも、どうして？）

「大里隆たか正まさだな？　上原実花子さん誘拐容疑で逮捕する」

　大里は突入してきた部隊によって地面に組み敷かれ、実花子は捜査員のひとりに肩を抱えられて外へ連れ出された。

「実花子！」

　そこにいた拓海が実花子に駆け寄る。その顔を見たらホッとして全身から力が抜けていく。足から崩れるようにうずくまると、拓海がそのまま抱きとめた。

「実花子、ごめん……ほんとごめん……」

「謝るのは私です。こんなことになってごめんなさい」

「なにもされてないか？」

　実花子を引きはがし、拓海が頭からつま先まで観察して絶句する。

「血が出てるじゃないか」

　慌てて跪いた拓海は、ポケットから出したハンカチで傷口を拭った。

「こんなの大したことないです」

「ほかには？　どこか怪我とか」

「ありません。大里さんにはなにも。この傷も、逃げようとして私が勝手に転んだだけで」

　実花子を監禁こそしたが、乱暴な真似はされていない。

「実花子ちゃん、大変だったね。大丈夫かい？」

　拓海に気を取られて気づかなかったが、白鳥も駆けつけていた。

「はい、ご迷惑をおかけしました。でも、どうしてここが？」

「メールだよ。俺は送っていない」

「それじゃ、あれは……？」

　社内メールを、誰かが成りすまして送ったというのだろうか。

　とっさに頭に思い浮かんだのは、社内でもっとも拓海に近い人物だった。

　実花子の表情で読み取った拓海が沈んだ表情でうなずく。

　やはり真里亜だったようだ。

「うっかりしていたのか、彼女も削除済みフォルダまで気が回らなかったようだ。問い詰めたら、泣く泣く話してくれたよ」

　ここへは彼女から聞いてきたらしい。

　でも、どうしてこんな真似をしたのか。大里に脅されたのだろうか。実花子の存在を知った大里が、真里亜に接触したのだろうか。

「たぶん、彼女は実花子ちゃんに一方的に敵対心のようなものを持っていたんだろう。拓海くんへの愛情が仇あだとなってね。それが、今回の訴訟トラブルをきっかけに噴出したんじゃないかな。Ｍ＆Ａ解消を取りやめるのに、いい考えがあると大里に近づいたそうだ」

　白鳥が残念そうに呟く。

　まさか真里亜が仕組んでいたとは思いもしなかった。大里が持っていたトレンダーズクリエイトの名刺も、彼女が作ったのだろう。

「今回の一件は、大里の会社の粉飾決算を見抜けなかった私に大きな責任がある。前回の事件に引き続き、申し訳ない思いでいっぱいだ。実花子ちゃん、本当に悪かった」

　深く腰を折る白鳥に、慌てて顔を上げてもらう。

「いえ、私も軽率でした。知らない人の車にあっさり乗ってしまったんですから」

「拓海くんに頼まれたと言われたんだろう？　それなら信じても仕方ない」

　そうだとしても、やはり確認すべきだった。そうすれば今回のことは防げただろう。

　ふと拓海の顔を見たら、白鳥と実花子のやりとりはまったく耳に入っていないようで、どこか思いつめた様子だった。実花子の視線に気づき、その表情を崩す。

「拓海くんも今回は相当こたえたみたいだよ。私のところへ駆けつけたときにはかなり取り乱していたから」

　拓海は力なく笑った。いつも覇は気きのある彼とは別人だ。

「拓海さん、心配させてごめんなさい」

「無事で本当によかった」

　拓海が実花子を引き寄せる。白鳥がそばにいるのも構わず、長い時間実花子を強く抱きしめた。










別れはある日突然に




　それからの一週間、拓海は大里の会社の整理に忙しく、実花子の職場へはほとんど顔を出さなかった。たまに来ても、またすぐに忙しなく出かける。

　真里亜の後任秘書も決まっていないらしく、事務的な処理もしなくてはならないようで、大忙しなのははたから見てもわかった。

　警察に事情を聞かれたあと、実花子には日常が戻り、拓海の秘書代行をしてあげたいくらいだった。それは単に彼のそばにいたいからということにほかならないが。

　そんな不純な動機で秘書代行が務まるわけはなく、拓海とじっくり会えずに少し悶々と過ごしていた。

　そして、待ちに待った拓海からの電話があったのは、それからさらに二週間が経過したときのことだった。

　季節は夏本番。梅雨が明けたというのに、湿気をたっぷりと含んだ小雨の降る夜だった。

《セレンディピティで待ってる》

　電話でそう言われ、お風呂に入ろうとしていた実花子は慌てて洋服をもう一度着て、大急ぎで店へ向かった。

　これがほかの人からの誘いだったら、『今からお風呂だから』と断っていたに違いない。拓海ときちんと会うのは三週間ぶりのため、ふたつ返事だった。

　鬱陶しい雨もなんのその。鼻歌も飛び出すほどウキウキと弾んだ気持ちで、店のドアを開ける。カウンターにはすでに拓海の姿があった。

「いらっしゃいませ」

　いつものように迎えた龍二に「こんばんは」と挨拶をして、拓海の隣の椅子を引く。

「待たせて、ごめんなさい」

「いや、遅くにごめん」

　実花子に向けた拓海の顔は、明らかに沈んでいた。相当疲れているようだ。

「大丈夫ですか？」

　実花子の問いかけに、拓海は軽くうなずくだけ。大丈夫なわけがない。

「実花子ちゃんはなににする？　いつもの？」

　龍二に聞かれて、「はい、お願いします」と返す。

　すっかり実花子の定番となったコスモポリタンは、それほど待たずして出された。

「ずっと忙しいみたいですけど、あんまり無理――」

「実花子」

　言いかけた実花子の言葉を、拓海が遮る。しかしそれきり黙り込み、目の前にあるカクテルを見つめたまま時間が経過していく。

「どうしたんですか？」

　血色のない横顔が心配だ。

　ちゃんと寝ているだろうか。ご飯は食べているだろうか。

　そんなことを考えながら拓海の言葉を待つ。

「別れてほしい」

　掠かすれた小さな声だった。

「はい？」

「別れよう」

「……あの、……え？」

　全然わからない。言っている意味が理解できない。

　拓海は、なんの感情もないような表情でもう一度「別れよう」と呟いた。

「ちょ、ちょっと待ってください。どういうことかわからないんですけど」

「ごめん」

「別れるってどういうことですか？　冗談ですよね？」

　久しぶりに会ったのに、そんな冗談はたちが悪い。

　ところが、実花子が笑い飛ばしても拓海は眉ひとつ動かさない。

（……嘘、ジョークじゃないの？）

　心が波立ち騒いで落ち着かなくなる。

「本気だ」

　おそらく実花子の脳内で、〝別れ〟という言葉に拒絶反応が起きているのだろう。そう言われても全然ピンとこないし、頭の中にまったく入ってこない。

「わずらわしくなった」

　どうして突然。

「……嫌いになったんですか？」

　おそるおそる尋ねたら、拓海はあっさり「そうだ」と言った。

　そして、呆然とする実花子を横目に会計を済ませ、それ以上なにも言わずに店から出ていってしまった。

　そのドアを言葉もなく見つめる。闇夜の海に突然放り出されたような感覚だった。

「……龍二さん……私、振られちゃったみたいです」

　まだ信じられなかった。信じたくなかった。

　ついこの前プロポーズされたのに、同じ場所で今度は別れを言い渡されるなんて。

「拓海のやつ、今日は入ってきたときからずっと様子がおかしかったな。ちょっと疲れてるだけだと思うよ。またすぐケロッとするって」

　面と向かって嫌いだと言われたのははじめてだった。

　大好きな人の言葉が、こんなにもこたえるものだと知ったのもはじめてだった。

「なにかつまむものでも作ろうか？」

「……いえ、帰ります」

　龍二に軽く頭を下げ、実花子は店を出た。

　さっきより幾分か小降りになった雨は、それでもまだ空から細い矢のように降り注いでいた。その中を歩き出す。

　いまだに信じられない思いでいっぱいだった。たった三週間のうちに、どうして嫌われるような事態になったのか。

　失言をした覚えはないし、ひどい態度をとった記憶もない。いくら考えても〝嫌われた〟結果以外になにも見つからなかった。

　もうなにも考えたくなくて、真っ白な頭でただ足だけを動かした。

　自宅へ帰ると、テレビを見ていた祐介は実花子を見てギョッという顔をした。

「なんでずぶ濡れなんだよ」

　祐介にそう言われてはじめて、髪の毛から水が滴っていると気づく。マンションを出るときに差していた傘は、セレンディピティに忘れてきてしまったようだ。

　祐介が持ってきたタオルを頭から被る。

「椎名さんといい、ねえちゃんといい、ふたりして雨に濡れるのが好きなんだな」

　ゴシゴシと髪の毛と顔を拭う。

　濡れた洋服は、いくら拭いたところでどうにもならなかった。

「ねえちゃん？　どうしたんだよ」

「……お風呂入ってくる」

　タオルを被って顔を隠しバスルームへ向かった。

　ぼんやりとしたままシャワーを頭にあてて、それが冷たい水だったため驚いて「ひゃっ」と声をあげる。

「もう、やだ……」

　そう口に出した途端、涙がこぼれた。

　冷たいシャワーで濡れた頬が妙に生あたたかい。拓海と知り合ってからの実花子は、どうも涙もろくなった気がする。

　大学時代の彼氏と別れたときだって涙はこぼれなかった。別れ話の最中こそしんみりしていたが、家に着いた頃にはケロッとしていた。その後、大量に買い込んできたスイーツを食べ終えたら、失恋すら忘れるくらいだった。

（なのにどうして……）

　堰せきを切ったように流れる涙は、どうにも止められなかった。




「ほら祐介、早くしないと遅刻しちゃうよ」

　のっそり起きて顔を洗う祐介に実花子がはっぱをかける。厚焼き玉子を頬張っていたら、祐介は様子を窺いながら向かいに座り、じっと観察してきた。

「ボーッとしてないで早く食べたら？」

　焼きたらこに箸を伸ばし、「少しちょうだいね」と祐介にひと言断る。

「昨夜、なにかあったの？」

「え？　なにかって？」

「椎名さんに会いに行ったんだよね？」

　箸も持たずに祐介が尋ねる。

「うん」

「喧嘩でもした？」

　実花子は軽く首を横に振った。

「それじゃなに？」

「なにって……別れたの」

　祐介はポカンとした顔で実花子を見つめた。それでも構わずに目の前の朝食を口に運び続ける。

「どういうこと？」

「早く食べないと遅刻するよ」

　実花子も、さっさと食べないと駅まで走る羽目になる。

「だから、別れたってどういうことなんだよ」

「どうもこうもないの。そのままの意味」

　ほかに意味があるのなら、実花子のほうが知りたい。

「結婚するって言ってたじゃないか」

「それもなくなったの」

「なんで」

　祐介が詰問口調になる。眉間に大きな皺を刻み、眉をつり上げた。

「男と女のことだから、なにがあるかわからないものなの」

「なんだよそれ……」

「だから祐介は早く食べて学校に行くこと」

　食べ終えた自分の食器をキッチンのシンクへ運ぶ。今日は帰宅してから洗おうと、そのまま放置を決め込んだ。

「それじゃ、先に行くね」

　身支度をして、今朝は祐介より早く家を出た。

　雨は上がったが、しっとりと濡れた道路はところどころに水たまりを作っていた。雲の隙間から覗いた青空がそこに映り込む。

（今日は晴れるかな）

　実花子は空を見上げて大きく伸びをした。




　いつもより少し早く着いた会社には、まだわずかな人の姿しかない。挨拶をしながら自分のデスクへ着いてすぐ、違和感を覚えた。目に入る周りの景色がなにか違う。

　その感覚の出所は、今一番避けたい場所に目を向けたときにわかった。拓海が臨時的に使っていた部屋のブラインドがない。

　それだけにとどまらず、部屋の中には拓海の気配もなかった。デスクや応接セットなどすべてが取り払われ、なにもない空間になっていたのだ。

（嘘。どうして……）

「椎名社長、いつの間に引き上げたんだ？　上原さんも手伝ったのか？」

　呆然としている実花子に、同じ部署の同僚が声をかける。実花子は拓海の婚約者だと思われているから、知らないはずはないと考えて当然だ。

「上原さん？」

「あ、いえ、私は……」

「そっか。うちとの経営上のすり合わせが済んだんだな」

「そう、ですね」

　拓海は実花子の前から、すべての存在を消していなくなった。

　今日、顔を合わせたらどうしよう。どんな顔をしたらいいだろう。そう考えていたが、すべて杞き憂ゆうに終わる。

「おはよう、実花子ちゃん。ねね、椎名社長の部屋、どういうこと？」

　出勤してきた千沙が、実花子に同じ質問をぶつける。あとから続々と出勤してきた人たちも、空っぽになった部屋を見て、口々に「どうしたの？」「いつの間に？」と囁き合っていた。

「実花子ちゃん？　……どうかしたの？」

　千沙に腕を掴まれて、彷徨っていた意識が舞い戻る。

「……あ、ううん。なんでもない」

「なんでもないって顔じゃないんだけど」

　そう言われるととても困る。

「私、午後は外部研修に行かなくちゃならないから、夜うちに来て。ね？　いい？」

　千沙は何度もそう念を押し、実花子の背中をトンと叩いて自分のデスクへ向かった。




　午後七時。千沙の部屋へ着くと、すでに夕食の用意を終えた彼女が出迎えた。

　玄関のドアを開けた途端、いい香りが漂ってくる。

「はい、これ」

　おいしいと評判のパティスリーで買ってきたケーキの箱を手渡す。お土産というよりは、おそらく実花子がほとんど食べてしまうだろうが。

「ありがと。今日はチーズフォンデュにしてみました」

　千沙に続いて部屋に上がると、テーブルには野菜類をはじめ、殻からをむいた海老や細かく切ったパンなどが並べられていた。玄関まで漂っていたのは、チーズの香りだったらしい。

　実花子は日本酒、千沙はワインをグラスに注ぎ、早速フォークを持つ。温められたチーズが、ちょうどいい感じにふつふつとしていた。

「このパン、とってもおいしいっていうから買ってみたの」

　軽くトーストされたパンを千沙が指差す。

「石いし窯がまバタールっていうんだって。小麦粉にこだわってるって」

「それじゃ、それからいこうかな」

　フォークを刺したら、サクッと小気味いい音がした。チーズに軽くくぐらせ、はふはふ言いながら口へ持っていく。

「おいしい……！」

　噛みしめるほどに味わい深く、パリッとした皮ととろっとしたチーズの相性が抜群。

「よかった。たくさん買っちゃったから、祐介くんの分も持たせるね」

「ありがとう」

　そうして、しゃべるのもほどほどに次々に口へ運び、テーブルに並べられた具材たちは七割が実花子のお腹の中へ、残りの三割は千沙のお腹へ吸収された。

　実花子の場合、食欲と失恋との相関性がまるでないのだろう。

「それで、なにかあったの？」

　簡単にテーブルの上を片づけ、千沙は朝の話題に戻した。

「うん……」

　もったいぶっているわけではないが、どうしても口が重くなる。今朝は祐介に難なく言えた言葉が、どういうわけかすんなり出てこない。受け入れがたい事実をまだ消化しきれていないからだろう。

　拓海が綺麗さっぱり存在を消したのに、いまだに現実味がない。

「実花子ちゃん？」

　痺れを切らした千沙に、なんとか「別れちゃった」と声を絞り出す。

「別れたって、椎名社長と？　突然どうして」

　首を横に振るしかなかった。どうしてそうなったのか、実花子にもわからない。

「わずらわしくなったんだって」

　どこか他人事に思えるのはどうしてだろう。ついさっきまで重かった口から別れた事実を吐き出したら、映画やドラマの話でもしているような感覚になる。

「わずらわしくって……」

　千沙は一気に顔を曇らせた。そんな事態になっているとは予想もしていなかったのかもしれない。ちょっとした痴ち話わ喧嘩。少し愚痴を聞いておいしいものを食べさせれば、実花子はすぐに元気を取り戻すと思っていたのだろう。

「ごめん、実花子ちゃん」

　どうして千沙が謝るのか。

「私、ホッとしちゃった」

「……え？」

「実花子ちゃんが椎名社長と別れたって聞いて、よかったって思った」

　慰めの言葉をもらえるだろうと思っていただけに、今度は実花子が驚く番だった。

「このまま椎名社長と付き合っていたら、また危険な目に遭うかもしれないって心配していたから。私、それは嫌なの。だからごめん。ホッとしちゃった。ひどい友達だよね」

「ううん、そんな……」

　それも実花子を思うからこそ。また身の危険にさらされる可能性はたぶんないと思うが、立て続けに拓海の周りで事件が起これば友達として心配して当然。実花子が逆の立場でも、そうだったろう。

「心配かけてごめんね、千沙。でも、ありがとう」

　実花子の言葉を聞き、曇っていた千沙の顔が明るくなっていく。

「今度、私がもっと素敵な人を探してくる。だから、今夜はパーッと、ね？」

　千沙が二本目の日本酒を戸棚から取り出し、実花子のグラスに注ぐ。

　いつもなら一合飲めば酔いが回ってくるのに、どういうわけか今夜は二本目を半分空けても全然だ。それどころかどんどん冴え渡ってくる頭は、油断すればまた拓海のことを考えていた。










仕組まれたデート




「明日、夜の遊園地にでも行かない？」

　祐介がそんなことを言い出したのは、ふたりで夕飯を食べているときのことだった。

（二十八歳にもなって、弟と遊園地？）

　突拍子もない提案を祐介がしたのは、きっと実花子を元気づけるためだろう。

　拓海に別れを告げられてから二週間弱。祐介に落ち込んだり塞ぎ込んだりした姿を見せてはいないが、弟なりに気を使っているみたいだ。

「でも部活は？」

「明日は顧問が家の都合とかで、部活が休みになったんだ」

「それなら友達と遊んだら？」

　貴重な休みに姉に付き合わなくてもいいだろう。

「たまにはねえちゃんと遊んでやるよ」

「その上から目線はなに？　あ、わかった。もしかして女の子とデートする前の下見でしょう」

「ち、ちげーよ」

　鋭い指摘だったのか、祐介が明らかな動揺を見せる。中学二年生にもなれば、好きな子がいてもおかしくない。

「仕方ないなぁ。いいよ、下見に付き合ってあげる」

「だから下見じゃないって言ってんだろ」

「はいはい」

　祐介とは仕事のあとに現地で待ち合わせすることとなった。たまには弟とデートというのも悪くない。ちょっとしたウキウキ気分で、今夜は久しぶりに眠れそうだった。




　翌日。晴れ渡った空は、夕刻を迎えてもまだ明るさを保っていた。

　おかげで会社を出た途端、真夏のムワッとした空気が実花子にまとわりつく。

　午後六時半、待ち合わせをした遊園地の入口に祐介の姿はまだない。

　これから入園するのはほとんどがカップルのようで、仲良く肩を寄せ合い、うれしそうな様子でエントランスをくぐっていく。

　ちょっと場違いかもしれないなと考えながら、はっきりした時刻を決めていなかったと思い出す。祐介は何時のつもりだったのだろう。

　バッグからスマートフォンを取り出し、メッセージアプリを開く。

【もう着いたけど、祐介は何時頃着く？】

　送信したが、しばらく画面を見ていても既読にならない。ポケットにでもしまい込んで気づかないのか。でも待ち合わせたのだから、ここにいればそのうち来るだろう。

　そう考え直してバッグへスマートフォンを戻したときだった。見覚えのある顔が街灯から少し離れたところに見えたような気がして、そちらを凝視する。

　――まさか、いるはずはない。

　一瞬ドキッとした鼓動をなだめる。

　ところが、近づいてくるにつれて鮮明になっていく顔は、間違えようもない拓海だった。

　彼も実花子に気づいて足を止める。どうして実花子がここにいるのかという顔だ。拓海は再び足を進め、実花子の目の前で立ち止まった。

　ここは拓海が仕事で来るような場所ではない。だとすれば実花子のように誰かと待ち合わせだろうか。

「こ、こんばんは。こんなところで会うなんて」

　突然すぎて、そんな言葉しか用意できなかった。結末が結末だけに、久しぶりの再会はどうしてもぎこちなくなる。

「……そうだね」

　いつだって笑顔だった拓海は真顔だ。

　言いようのない緊張が体を駆け抜け、拓海からも困っている様子が伝わってきた。

「あ、あの、ここには誰かと？」

　聞かなければよかったと、すぐに後悔した。遊園地なんて女性と一緒でなければ来ないだろう。それを拓海の口から聞くのはまだつらいため、自分の軽率さを呪った。

「実花子は？」

　拓海は、質問に質問で返してよこした。

「私はその……祐介と」

　いっそデートだと言ったほうがよかったかもしれない。拓海がいなくても平気だと思わせたかった。

　実花子の答えに、拓海が険しい顔をする。なにかいけないことを言っただろうか。

「俺も祐介くんから呼び出された」

「……え？」

　予想外の返答が実花子の口を封じ込める。

（拓海さんも祐介と待ち合わせ？　それはつまり……祐介に取り持たれた……？）

「女の子とのデートの下見に付き合ってくれと」

　実花子がそうからかったときに慌てた素振りだったのは、拓海にまさにそうお願いしていたからだったのか。

　よくよく考えてみれば、デートの下見ならば男友達を誘えばいい。それに気づかずホイホイ誘いに乗った実花子はなんて単細胞なのか。

「忙しいのにごめんなさい。祐介が変な気を回したみたいで。帰って大丈夫ですから。せっかく来てもらったのに申し訳ないですけど。ほんとにごめんなさい……」

　深く頭を下げる。

　今さら遊園地でデートをしても、拓海の気持ちを変えるのは無理。それどころか貴重な時間を使わせて、もっと嫌われるだろう。

「あのそれじゃ、私はこれで」

　おやすみなさいと背を向けた瞬間、拓海に腕を掴まれた。

「せっかくだから」

　振り返って見ると、拓海が遊園地へ視線を投げる。

「行こうか」

　たぶん、ここで実花子がもう一度断れば、拓海は無理に引き留めないだろう。それができずにいるのは、もう少し彼と一緒にいたいから。拓海は単に祐介の厚意を無にしたくないだけだとわかっていても。

「……いいの？」

「このまま帰ったら、祐介くんに申し訳ないから」

　それだけの理由でもよかった。祐介を盾にして、拓海と一緒にいられるのなら。

　実花子の答えを待たずしてチケットカウンターへ並んだ拓海の背中を追いかけた。




　さすがは夜の遊園地。どこを見てもカップルだらけだ。

　その中でも実花子たちは異色だろう。なにせ別れたばかりなのにデートまがいの行為をしているのだから。

　腕を組んだり、手をつないだりしているカップルとは違い、実花子は拓海の数歩うしろをついていくように歩いた。中へ入ったものの、どうしたらいいのかわからず園内をゆっくり散策しているだけ。実花子を誘った拓海自身も困惑しているようだった。

「なにか乗る？」

　不意に拓海が振り返る。

「あ……はい、そうですね」

　なにかに乗ったほうが、このぎくしゃくした空気をごまかせるかもしれない。

「なににする？」

　かといってジェットコースターで悲鳴をあげる気分でも、メリーゴーランドでロマンチックに馬にまたがるのも違うような気がする。

「それじゃ、あれにでも……」

　迷った挙句、実花子はコーヒーカップを指差した。単に空いているというだけの理由だ。

　スタッフに案内されて乗り込む。実花子たちのほかには離れたところにふた組のカップルがいて、動きだすのを今か今かと楽しそうに笑い合い待っていた。

　対して実花子たちが乗ったカップのぎこちない雰囲気といったらない。向かい合って座っても目を合わせられず、話すこともない。なにしにここに来たの？とでも思われそうなほど重苦しい空気だった。

　ゆっくりとカップが動きだし、周りからはしゃぎ声があがる。実花子たちのカップは回転もせずに、ただ地面を滑るように動くだけ。拓海も実花子もハンドルを握って回転させようともしない。

　歩いてぎこちないものは、乗り物に乗ろうが変わらないと気づかされただけだった。




「あの、よろしかったら乗りませんか？」

　女性のスタッフが声をかけてきたのは、ちょうど観覧車の前を通り過ぎようとしていたときだった。

「おふたりのお写真を無料で撮影するサービスをしているんです」

　観覧車に乗れば、その場で記念撮影をしてくれるという。でも、ふたりの記念写真なんて残してもつらいだけ。

「あ、いえ」

「ぜひどうぞ。いい記念になりますよ」

　断る実花子に、スタッフがなおも笑顔を向ける。

「いえ、ほんとに……」

「今なら並ばずにすぐ乗れますし。彼氏さんもいかがですか？」

　そこまで無理に誘わなくてもよさそうなものなのに、実花子では埒が明かないと、スタッフが拓海に乗り換えた。

　拓海も断るだろう。写真はもちろん、密室にふたりきりは避けたいだろうから。

　ところが予想とは真逆に拓海が口を開く。

「そうですね」

　なんと了承したのだ。

「ありがとうございます。では、こちらへどうぞ」

　にこやかな笑みのスタッフのあとに拓海が続くが、実花子は彼の意図がまったく読めない。突っ立ったままでいたら、彼が振り返った。

「行くよ」

「あ、はい」

　小走りに近づき、スタッフに撮影ポイントへ誘導された。

「では、こちらに立ってください」

　スタッフはひと声かけてカメラをスタンバイし、少し離れた位置でしゃがみ込んだ。観覧車をバックに撮影するらしい。

「もう少し寄り添っていただけますか？」

　そう言われても……と実花子は戸惑うばかり。

「はい、もう少し」

　数ミリ足を動かすので精いっぱい。「はい、チーズ」と言われても笑えない。

「はい、ありがとうございましたー。観覧車をお楽しみいただいたあとに、あちらのカウンターでお受け取りいただけますので。では、どうぞお楽しみくださいませー」

　スタッフは観覧車脇の小さなブースを指差して告げ、次のカップル目指して実花子たちに背を向けた。

「では、こちらからどうぞ」

　べつのスタッフがすかさず観覧車へ誘導する。されるがまま、実花子たちは密室空間に乗り込んだ。

　隣り合って座るわけにはいかずに向かい合ったものの、それはそれで視線の行き場がなくて困る。外を見ているふりをしても、全神経は拓海へ向かう。ふたりきりの空間は、別れた今となってはとてもつらいものだった。

　これほど重い沈黙ははじめてで、閉め切られているわけではないのに息苦しさすら感じる。

「……今日は本当にごめんなさい」

　耐えきれなくなり、実花子から口を開いた。なにかしゃべっていないといられない。

「祐介が勝手なことをして……」

「こっちこそ、無理に引き留めて悪かった」

　拓海が首を横に振る。祐介の気持ちを考えたうえのこと。拓海が嫌々この場にとどまったのはよくわかっている。いつだって笑顔の拓海が、ニコリともしないのだから。

「仕事は順調ですか？　って余計なお世話ですよね。ごめんなさい」

「順調だよ」

「そ、そうですか。よかった……。ちゃんとご飯は食べてますか？　睡眠は？　あ、これも余計ですね」

　ほかの話題がなにひとつ浮かばなくて焦り、早く地上に着かないかと願うばかり。

「今夜も揺らめいてるね」

　拓海がポツリと呟いた。

　なんの話かと彼を見たら、拓海は窓枠に肘を置いて、遠くへ視線を投げていた。

　夜景の話だとそこで気づく。拓海にはじめて連れていってもらったフレンチレストランで、どうして夜景が揺れて見えるのか聞いたことを思い出した。

　夜空の陽炎。揺れる街のネオンが今夜も綺麗だった。

　いったいどこから間違えてしまったのだろう。どこで拓海に嫌われたのだろう。

　あの夜の実花子なら、まだ拓海の望む女性像からそれほどずれていなかったはず。あそこからもう一度やり直せたら、少しずつ生じた歪みをもとに戻せるのに。

　叶わない願いを抱え、胸が押しつぶされるように苦しかった。




　観覧車を降りると、当然スルーして帰るだろうと考えていた記念写真を拓海は受け取り、「俺が処分しておくよ」としまい込んだ。

　処分という言葉が胸に突き刺さる。

　実花子と過ごした時間を全部なかったものにされるのが途方もなく悲しかった。

「そろそろ帰ろう」

　入口に向けて歩き出した拓海を「ちょっと待って」と思わず呼び止める。

「あの……お腹空いてないですか？　私、夜ご飯抜きでここへ来ちゃって。よかったら一緒にどうかなって」

　この期に及んで誘ってしまった。

　もう少しだけでいいから一緒にいたい。どんなにぎくしゃくしていようが、拓海のそばがいいと思ってしまう。いるほどにつらくなるのに、まだ離れたくない。

「もしもご飯が済んでいるならデザートだけでもいいですし。あ、ここから少し行ったところにチーズケーキのおいしいレストランがあるんです。チーズケーキは嫌い？　もしもそこが嫌なら――」

「実花子、ごめん」

　口を挟む隙も与えないほど早口だった実花子を、冷静な拓海の声が遮る。

「……そう、ですよね。無理ですよね」

　力なく繰り返す実花子に拓海がうなずいた。

「それじゃ」

　拓海が背を向ける。

　もうこれで二度と会えないかもしれない。今夜が最後かもしれない。そう思ったらたまらず、「待って！」ともう一度呼び止めた。

「嫌われたままでいいから、そばにいさせて」

　自分でもなにを言っているのだろうと思う。でも、そばにいられるのなら好かれていなくても、たとえ嫌われていてもいい。恋人じゃなくても。

「拓海さん、前に言っていたでしょ。好きでもなんでもない女の人でもキスできるって。誘われるがままだったって。それなら、私だって――」

「それはできない」

　拓海が拒否で遮る。跳ね返されそうな勢いだった。

　街の喧けん騒そうが瞬間的にやむ。

「……な、なーんて、ほんの冗談。拓海さんがあんまり笑わないから、笑わせようとしただけ」

　笑い飛ばすしかなかった。実花子は相当嫌われてしまったみたいだ。

　拓海は笑うどころか、表情を硬くするばかり。悲しんでいるのか憐れんでいるのか、そんな顔をする拓海を見るのははじめて。自分ではもう彼を笑わせられないのだと思い知らされた。

「それじゃ、私、行きますね」

　拓海を見送るのは嫌だったため、実花子から背を向け駆け出す。そうして逃げるように拓海の前から姿を消すしかなかった。




「いらっしゃい。久しぶりですね」

　白く煙る一休の暖簾をくぐって中へ入ったら、店主が煤けた顔で出迎えた。

　いつも座るカウンター席には先客が一名、白鳥だ。

　実花子を見た彼の顔に一瞬だけ影が差したのは、拓海との別れをすでに知っているからだろう。

　彼の隣に座り、いつものように日本酒と焼き鳥を注文する。

「またパンツルックに戻したのかい？」

「あぁ、これは……まぁ、そうですね」

　誰かに嫌われる必要も女らしく見せる必要もなくなり、実花子は穿き慣れたパンツにぺったんこの靴へ戻っていた。このほうがやはりしっくりくる。拓海といたときの実花子は、きっとどこかおかしかったのだろう。

「白鳥さん、お元気でしたか？」

「まぁボチボチね」

　言いながら焼酎をチビチビやる。

「実花子ちゃんは……」

　横に座った実花子へさっと視線を向けた。

「少し痩せたかい？」

　そう言ってから白鳥はしまったといった顔をした。失恋のせいだと思っただろうか。

「そんなことないですよ。ちゃんと食べてますから」

　これは本当だ。痩せて見えるとしたら、それは白鳥の目にそういうフィルターがかかっているからだろう。

　実花子の注文した焼き鳥が次々と並べられていくのを見て、白鳥も気のせいだと思い直したに違いない。相変わらず実花子の食欲は衰えないときている。

　白鳥は店主と歓談しながら、実花子は自分のペースでお酒を飲みながら、数十分が過ぎようとしていた頃だった。

「実花子ちゃん、拓海くんのことなんだけど……」

　白鳥がポツリと話しはじめた。

「白鳥さんはなにも気にしないでくださいね」

　その話題はいつか出るだろうと思っていたが、仲人役を担った白鳥が気に病やんでは申し訳ないため先手で謝る。

「私、もともと振られようとしていましたから。それに結婚もまだ考えられません。だから、これでよかったんです。白鳥さんのご期待に添えなくてすみません」

　自分でも驚くほど早口だった。そこまで一気に言ってグラスを空ける。とにかく全然落ち込んでいないし、平気だとアピールしたかった。

「拓海くんはね、実花子ちゃんを守りたかったんだと思う」

　白鳥はそんな実花子を見て微笑んだ。ゆっくり吐き出すような言い方だった。

「彼は別れたという事実しか私に語らなかったけど、自分と付き合うことで実花子ちゃんを危険にさらしたくなかった。きっとそうなんじゃないかな」

　考えもしないことを告げられた。

「立て続けにあんなことがあっただろう。自分だけならともかく、実花子ちゃんまで危ない目に遭わせてしまったから責任を感じてるんだよ」

　ほとんどの人が一生のうちに経験しない事態が続けざまにあったのは事実。でも遊園地での拓海は、最後まで一度も笑わなかった。心から実花子を嫌っているようにしか見えなかった。

　あの夜、再会を画策した祐介は待ちきれない様子で実花子を出迎えたが、顔を見るなり結果を悟ったらしく、逆に謝らせてしまった。

「実花子ちゃん、本当に申し訳なかった。もっと慎重に合併を進めていたら、ふたりはこんなことにならなかったんだ」

「いえ、本当にもうやめてください。白鳥さんも拓海さんも責任を感じなくて大丈夫です」

　白鳥の言っていることはあくまでも想像に過ぎない。事件は別れとは関係なく、単に実花子が嫌われただけなのに。

　白鳥といい祐介といい、実花子は人に謝らせてばかりだ。

「拓海くんのこと、少し待ってあげてくれないかな」

「……待つ？」

「今ね、合併してきた企業をもう一度精査しているんだ。その企業のトップとも会合を重ねて、お互いの意思のすり合わせをしている。それが済んで、今回のようなことがもうないと判断できれば、拓海くんの気持ちも落ち着くと思うんだ。それまで待ってあげてほしいんだけど、どうだい？」

　白鳥に横から顔を覗き込まれた。

　本当にそうなのだろうか。遊園地での拓海の態度は、どう思い返しても実花子を拒絶していたようにしか見えず、白鳥の言葉を今すぐには信じられない。

「もう気持ちにケリをつけてしまったかい？」

　思いきり首を横に振った。ケリをつけるどころか、日が経つほどに拓海の存在は大きくなるいっぽう。忘れたふり、吹っ切ったつもりでいないと、どうにかなってしまいそう。

「実花子ちゃんにはお願いばかりで申し訳ないんだけど、よろしく頼むよ」

　空になっていた実花子のグラスにお酒を注ぐ。自分は手酌でグラスを満たし、白鳥は実花子に向けてグラスを掲げた。

　拓海と実花子の未来に乾杯ということなのか、白鳥はにっこり微笑んだ。

「実花子ちゃん、ご飯でも食べに行かない？　おいしい居酒屋を見つけたの。実花子ちゃんの好きそうな日本酒もズラリとあったよ。ね、どう？」

　退勤時間を過ぎたロッカールームで、バッグを取り出しながら千沙が誘う。

「でね、ここからが肝心なところ。そこのマスターが素敵なの。見た目はもちろん、話し上手で。実花子ちゃんにどうかなって」

　拓海と別れて以来、千沙は次から次へと実花子に恋人候補を見つけて紹介しようとしている。どれも冷やかしではなく本気だ。いまだにその誰とも会ったことはないが。

「ね、どう？」

「うーん、今日はこれから……」

「今夜も行くの？」

　実花子が答える前に千沙が見抜き、途端に顔を曇らせる。

「うん」

「キャンセルできない？　今夜こそ、新しい人を紹介させてよ」

　日本酒がズラリと並んだ居酒屋は大いに気になるが、新しい人を紹介されるほうには興味を持てない。

「ごめんね、千沙。そんなに素敵な人なら、千沙にはどうなの？」

　太鼓判を押して勧める男性なら、ぜひ千沙の彼氏候補にしてほしい。相手の男性にしても、そのほうがいいに決まっている。実花子より千沙のほうが喜ばれるだろう。

「私はいいの。実花子ちゃんにと思って探してるんだから」

「ごめんね。でも私、まだそういうのはいいの」

「まだ椎名社長のことを吹っ切れない？」

　千沙は顔を近づけて声のトーンを落とした。

「その話はもう終わり。千沙は私の分もおいしい日本酒を飲んできて」

　千沙の肩を掴んで回れ右をさせ、その背中をトンと押した。

「だって私、日本酒飲めないのに」

　恨めしい顔で振り返った千沙に、「飲んだら意外と合うかもしれないよ？」と無責任に言う。実花子のためを思ってくれている千沙には申し訳ないが、拓海以外の人ではダメなのだ。

「それじゃ、お先に」

　なかなか帰ろうとしない千沙を置いてロッカールームをあとにする。

「んもうっ、実花子ちゃんってば！」

　いじけるような千沙の声が、ドアを閉める瞬間に聞こえた。

　更衣室でジャージに着替え、道場へ向かう。

　実花子が連日通っているのは、護身術を教えてくれる道場だった。会社から歩いて五分のオフィス街にある五階建てビルの窓には、『合気道道場～護身術も教えます』という大きな張り紙がある。

　教えるのは主に合気道だが、それだけでは生徒が集まらないらしく、もっと広く集めるために護身術を教えるようになったのだとか。それでも期待するほどの需要はないのか、実花子が通っている夜のレッスンは先生とマンツーマンになることも多い。

「それじゃ、前回のやつから復習しよう」

　指導者の高たか木ぎ春はる樹きは実花子と同じく二十八歳で、父親とふたりでこの道場をやっている。細身の爽やかな好青年で、一見すると格闘技をやっているようには見えない。

「うしろから急に肩を掴まれるケースの対処法をやってみようか」

「はい」

　最初に教えてもらった技だ。

　高木が実花子のうしろに回り込み、肩に手をかける。実花子は肩を真上にピンと伸ばし、スクロールするように大きくターン。手刀を作り、小指側から腕を下に振り下ろす。すると、高木の腕があっさり離れた。

「よし、これは完璧だね」

　高木はうなずきながら笑った。こんなことでも褒められるとうれしい。

「それじゃ、今日はもう少し難易度を上げてみようか。基本のパッシブスタンスをとってみて」

　高木はにこやかな顔をして実花子の前に立った。




「たまには一緒にご飯でもどう？　ごちそうするよ」

　ごちそうしてくれると言われれば、実花子に断る理由はない。

　レッスン終了後、着替えを済ませて高木に誘われるまま道場をあとにした。

　午後九時を過ぎても、オフィス街のこの辺りは、人が引く気配がまるでない。仕事帰りや食事帰りの人波に乗って、実花子たちも歩きはじめた。

「実花子ちゃん、なにか食べたいものはある？」

「そうですね、なにがいいかな」

　なにも食べないで道場へ向かったため、お腹はペコペコ。この際、食べ物ならなんでもいいくらいだ。

「あ、あそこがいいかな」

　突然ひらめいた高木がピタリと足を止める。くるっと方向転換した高木に実花子も倣ならったときだった。

「あれっ？　実花子ちゃんじゃないか」

　声をかけられて視線を向けると、十メートルほど先に白鳥の姿が見えた。

「あっ、こんば……」

　右手を振って挨拶しようとして、白鳥の隣を歩く拓海の存在に気づく。上げた手をストンと下ろした。

　にこやかに笑う白鳥の隣で、拓海は真顔のままだ。

　十メートルという距離はあっという間に縮まり、実花子の前まで来て素通りしようとした拓海を白鳥が引き留めた。

「おいおい、拓海くん、そういう態度はないだろう？」

　白鳥が必死に取り繕う。

　仕事にカタがつけば拓海の気持ちも落ち着くだろうと言っていた白鳥だが、彼の実花子に対する態度は、あの遊園地のときとまったく変わらず、むしろ悪化しているようにも見える。それはつまり、別れの理由は仕事とは無関係で、宣告した通りに実花子を嫌いになっただけということなのだ。それも顔を見るのも嫌なほどに。ひと目惚れがあるのと同様に、一瞬で嫌いになるときだってあるはず。

「実花子ちゃんは、今仕事帰りかい？」

「あ、いえ……」

　そこで私の隣に立つ高木に気づき、白鳥が目をまたたかせる。

「こちらは……？」

「えっと、高木さんです」

　突然の紹介に高木は実花子にチラッと視線をよこしたあと、慌てて「高木と申します」と頭を下げた。

　白鳥は、実花子と高木の間に何度も視線を往復させ、「まさか、新しい彼氏？」と困り顔で聞く。

　実花子がとっさに拓海の顔を見たら、合った視線をパッと外された。

「いえっ、そんなんじゃ。今ちょっと習い事をしていて、その先生なんです」

　同意を求めるべく見上げた高木は大きくうなずいた。高木も実花子の彼氏だと誤解されたらたまらないだろう。

「そうか、そうか」

　どこかホッとしたように白鳥が小さく息を吐く。

「よかったらこれから一緒に食事でもどうだい？　この先にうまい焼酎を置く店があるんだよ」

「いえ、私たちは……」

　なにより拓海が嫌がる。それに無視されているような状態で食事なんて、とてもじゃないが無理だ。

「そう言わずにほら行こう。ささ、高木先生もね」

　実花子と高木を回れ右させ、その間に割って入って肩を組む。白鳥の左には実花子、右には高木。そうして歩きはじめた。

「ほら、拓海くんも行くぞ」

「いえ、俺はここで」

　振り返った白鳥に、拓海が立ち止まったまま答える。

「なーに言ってるんだ。まったく世話が焼けるんだから困っちゃうよ」

　実花子たちの肩から手を離し、白鳥は拓海を捕獲しにかかった。腕を掴み、強引に引っ張る。拓海は渋々という感じでついてきた。




　白鳥に連れられてやってきたのは、こぢんまりとした日本料理屋だった。カウンター席が五つに、小上がりの座敷にテーブルが三つ。カウンターの中のキャビネットには、白鳥が言っていたように焼酎がズラリと並んでいた。

　夜の九時半を過ぎれば、客足が途絶えるのも当然。実花子たちのほかにはカウンター席に初老の男性がいるだけだった。

　女将らしき五十代くらいの着物姿の女性に案内されて座敷へ上がる。白鳥と拓海が並んで座る前に、高木と実花子が並ぶ。うっかり拓海の前に座り焦った。

「りっちゃん、料理は適当に見繕ってもらってもいいかい？」

「はいはい、わかりました。焼酎はボトルでいい？」

「うん、頼むよ」

　りっちゃんと呼ばれたおかみは、柔和な笑みを浮かべて実花子たちを見た。

「ほかのみなさんも同じものでいいのかしら？」

「あ、いや、先生はなににします？」

　白鳥が高木を見やると「では、ビールでお願いします」と答えた。

「実花子ちゃんと拓海くんは？」

「私もビールで」

　拓海からも同様にビールという答えが返ってきた。

「こちらにはよくいらっしゃるんですか？」

　女将がカウンターのほうへ戻ったのを見計らって尋ねる。愛称で呼ぶくらいだから、相当通い詰めているのではないか。

「いや、じつはかみさんなんだ」

「えっ？」

（かみさんって……奥さんっていうこと!?）

　白鳥は照れくさそうに頭をかいた。

　カウンターの中で料理を取り分ける女将を見たら不意に目が合い、穏やかに微笑みかけられた。慌てて実花子も笑みを返す。愛あい嬌きょうのある顔立ちで、着物のよく似合う女性だ。

「お似合いですね」

「やめてくれよ、実花子ちゃん。この歳になってお似合いだなんて恥ずかしいじゃないか」

　白鳥が照れに照れる。そんな白鳥を見るのははじめてだ。しかも〝りっちゃん〟なんて呼んでいるとはかわいらしい。

　拓海は白鳥の妻の店だと知っていたのか、今の話を聞いても無反応だ。

「あの、なんだか申し訳ありません。俺までこんなところにお邪魔させてもらって……」

　高木が恐縮して肩をすくめる。

「いやいや、こちらこそすみませんでした。実花子ちゃんとのデートを邪魔するような真似をしてしまいましてね」

「白鳥さん！　違うんですってば！」

　白鳥は拓海のほうをチラッと見て、いたずらっ子のような笑みを浮かべた。わざと言っているのだろうが、拓海は気にする様子もない。女将が持ってきたビールに口をつけて、聞いていないようにすら見える。

「それで、実花子ちゃんはなにを習っているんだい？」

「えっと……」

「護身術です」

　ためらっている実花子に代わり、高木が答えた。

　拓海の視線が一瞬だけ実花子を向く。

「護身術？」

　聞き返した白鳥に「そうです」と高木がうなずく。

「なかなか筋がいいんですよ。さっきも、こてんぱんにやられたところです」

「ちょっと、先生ってば！」

　叩きのめしたみたいな言い方はやめてほしい。実花子は恥ずかしくて体を縮めた。

「でも、どうして護身術なんて？」

　白鳥に突っ込まれ答えに困る。不意に拓海と目が合い、実花子のほうから不自然に逸らした。

　拓海のそばにいることで実花子に危険が及ぶと彼が思っているのなら、それをはねつける力が欲しいと思った。自分の身は自分で守れるようになりたかった。そうすれば、拓海がまた一緒にいてくれるのではないかと。

　でもそれは、拓海が実花子をまだ好きでいる場合でしかない。とっくに嫌われているのなら話にもならないが。

　今こうして目の前にいる拓海を見ていると、護身術を習っても悪あがきにしかならないのがつらい。

「はい、お待たせいたしました」

　いいところで女将が料理を運んできた。

「鶏団子の甘酢あんかけに筑前煮、それから揚げ出し豆腐」

　大きなお盆から次々とテーブルへ並べていく。

「おぉ、うまそうだねぇ」

　白鳥が、妻の手料理を遠慮なく褒める。実花子はつい羨ましい思いでふたりを見た。

「さぁ、じゃんじゃん食べてくれ」

　白鳥が早速箸を持つ。高木も「いただきます」と取り皿に筑前煮を盛った。

「ほら、実花子ちゃんも。いつもの勢いはどうしたんだよ。ビールもちっとも進んでいないじゃないか」

「あ、はい……」

　ひと言も口を利かない拓海を前にして、いつものように食べられるほど神経は図太くない。込み上げる想いのせいで空腹も忘れるくらいだ。

「私も護身術を習おうかなぁ」

　唐突に白鳥が言う。

「ぜひ来てください。その前のストレッチでもいい運動になりますよ。道場はここなんです」

　高木は白鳥に名刺を差し出した。

「ほほぅ、そうですか。あ、それじゃ、私も名刺を……」

　白鳥も胸ポケットをごそごそと探り、取り出した名刺を高木へ手渡した。

「それで、護身術というのは……」

　妙に意気投合したふたりは、護身術について語りはじめる。高木もいろいろ聞かれてうれしいのか、ときには軽い身振り手振りで術を説明した。

　ふたりが盛り上がる脇で、拓海と実花子は無言のまま。取り分けた料理も、ほとんど手つかずだ。

「あの……この前の遊園地はごめんなさい」

　実花子たちの間にだけ流れる重苦しい空気に耐えかねて口を開く。ほかに話題は見つからない。

「いや」

「写真の処分もお願いしてすみません」

　無理やり撮らされた観覧車の写真だ。

　拓海は一瞬目を泳がせたあと、やはり「いや」と答えるだけだった。

「それにしてもレッスンのあとに食事に行こうとするくらいだから、ふたりは相当仲がいいと見えるね」

　高木とふたりで盛り上がっていた白鳥が、不意に実花子のほうを向いて目を細める。高木との仲を疑っているようだ。

「そんな全然」

「実花子ちゃんにそこまであからさまに言われると、ちょっと傷つくなぁ」

　実花子が慌てて訂正したら、高木がわざとらしく肩をすくめる。高木こそ、実花子と仲がいいと思われたら困るだろう。

「おや、これはひょっとすると、ひょっとしますかね」

　白鳥までからかいはじめるのだから、本当に勘弁してほしい。

「すみませんが、お先に失礼させていただきます」

　拓海が突然、箸を置いて立ち上がる。

「おい、どうしたんだよ、拓海くん」

「ちょっと用事を思い出したものですから」

「え？　こんな時間から？」

　白鳥に返事もせずに小上がりで靴を履く。

「それじゃ、失礼します」

　白鳥が引き留める隙もないほど、拓海はあまりにも事務的にあっさりと店から出ていった。

「荒療治が過ぎたか？　いや、足りないのか？」

　白鳥がボソボソ呟く。

「荒療治って？」

「あ、いや、こっちの話だ。すまんすまん」

　尋ねた実花子に右手を大きく振り、「さぁ、気にせず飲んで食べようじゃないか」と白鳥は鶏団子を取り分けた。










もう二度と離れない




　護身術を習おうというのが、白鳥の単なる社交辞令ではなかったと知ったのは翌週のことだった。いつものように道場に入ると、ジャージ姿の白鳥が高木とストレッチをしていたのだ。

　思わず目が点になる実花子に気づき、白鳥が「来てみたよ」と笑う。

　てっきりその場の勢いだと思っていたのが実花子の顔に出たようで、白鳥は実花子のほうに足を進めながら鼻の下を擦って照れた。

「この前はごちそう様でした」

「無理やり付き合わせて悪かったね」

「白鳥さんの奥様にお会いできてうれしかったです」

「これはお恥ずかしい」

　かわいらしく片目を瞑る。

　白鳥にはいろんなおいしい店を教えてもらっているが、この前の店は内緒にしておきたかったのか一度も話題にあがったことのない店だった。

「ところで、実花子ちゃん」

　白鳥が実花子に顔を近づけ、声をひそめる。

「じつは、あれからずっと拓海くんの機嫌が悪くて困ってるんだ」

　耳元で小さく囁いた。

　拓海の機嫌が悪いとはいったいなぜだろうか。

「なにかあったんですか？」

「そんなの決まってるじゃないか」

　いたずらっぽく微笑みながら、肘で実花子を小突く。

　そうされても実花子自身にはまったく心あたりがない。

「この前、実花子ちゃんが先生と一緒にいたからだよ」

「え？　どうしてですか？」

　実花子の問いかけに白鳥が目を見開く。そんなに変な質問をした覚えはない。

「おいおい、実花子ちゃん、わかっているのにとぼけるつもりかい？　ヤキモチじゃないか」

「ヤ、ヤキモチ!?」

　思わず大きな声が出たため、すぐそばにいた白鳥が耳を押さえる。道場の隅でひとりストレッチを続けていた高木も、何事かと実花子たちへ顔を向けた。

「そろそろはじめましょうか」

　高く腕を上げて、軽く伸びをしながら高木が近づいてくる。

「実花子ちゃん、その話はまたあとで」

　コソッと耳打ちし、白鳥は自分の両頬をペチッと軽く叩いて気合を入れた。

　拓海がヤキモチなんて本当だろうか。〝嫌いになった〟という拓海の言葉と、〝実花子ちゃんを守るために別れを選んだ〟という白鳥の言葉がぐるぐる頭の中を回る。

「実花子ちゃん、やるよー」

　高木に呼ばれ、そちらへ向かいながらも気持ちはうわの空。拓海の機嫌の悪さの理由が、本当に白鳥の言う通りだとしたら、実花子を思って別れたということだろうか。

（でも……）

　そこでどうしても思い出すのは、遊園地での拓海の様子だ。実花子の顔さえ見ていたくないような素振りは、嫌悪感が全身から滲み出るほどだった。

　この前の夜もそう。実花子といたくないから、途中で適当な理由をつけて退席したのだ。白鳥のうれしい情報提供も、そうした事実にあっけなく霞かすんでしまう。

「ひゃあ！」

　それは突然だった。まったく別次元を彷徨っていた意識が強制的に戻される。

　気づけば視界は高い天井へ。実花子はフロアに仰向けで倒れていた。考え事をしながら高木の指導を受けているうちに、なにかの技をかけられたらしい。

「実花子ちゃん、大丈夫!?」

「……はい、なんとか」

　そう答えたものの起き上がって立とうとした足に激痛が走り、そのままうずくまる。

「少し捻っただけです。このくらいは平気ですから」

　ちょっとした捻挫だろう。ボケッとしていた実花子が悪い。

「いや、そのままにしてはおけないよ。病院へ行こう」

「本当に大丈夫ですから！」

　そう言って遠慮するが、結局は白鳥たちに強引に病院へ連れていかれてしまった。




「筋を痛めたようですね」

　医師が電子カルテに入力しながら告げる。

「筋、ですか」

「アキレスの筋挫傷です。急に大きな負荷がかかるようなことをしましたか？　まぁ、軽度ですので、しばらくじっとしていればよくなりますよ。隣の部屋で処置しますので、通路から回ってください。お大事に」

　いったん実花子へ顔を向け、医師は形式ばった笑みを浮かべた。

「ありがとうございました」

　片足でピョンピョン飛びながらなんとか通路まで出たら、長椅子に座っていた高木がすかさず手を貸してくれた。

「どうだった？」

「筋を痛めただけみたいです」

「よかった……。ほんとごめん」

「私の不注意ですから気にしないでください」

　そんなやりとりをしながら隣の処置室へ入る。看護師に言われるまま細長いベッドへ足を投げ出して座ると、高木は再び通路へ戻った。

　ほかの患者も手当てをされているらしく、カーテンで仕切られた向こう側から声が聞こえてくる。

　そういえば白鳥はどこへ行ったのだろう。通路には姿が見えなかったが、ひと足先に帰ったか。

　そんなことをぼんやり考えながら、看護師が素早く手当するのを眺める。

　患部を中心に冷却剤で冷やされること数十分、ぐるぐると包帯が巻かれ、動かないようにガッチリと固定された。

「はい、終わりました。では、通路でお待ちくださいね」

「ありがとうございました」

　包帯を巻かれ、先ほどよりも足が不自由になる。靴を履こうと実花子がお尻を動かして足を下ろしたときだった。

「実花子！」

　聞き覚えのある声が処置室内に響く。

（この声……）

　顔を上げると同時に、白いカーテンがシャーッと開けられた。そこから顔を出した人物を見て思わず息をのむ。拓海だったのだ。

「大丈夫か!?」

　彼がそばに跪き、ベッドに両手を置く。心配そうに実花子を見上げた。

「大丈夫、ですけど……？」

　実花子の顔を見て彼が肩から脱力する。そして、その視線は実花子の足へと移っていった。強張っていた顔も、同じように力が抜けたような表情に変わる。

「よかった……」

　ポツリと呟き、実花子の肩を拓海の両腕がふわりと包み込んだ。

　思いもしない事態が訪れて、実花子の体が硬直する。電流が流れたかのように、びりっと背筋が痺れた。

（よかったって、なにが？　どうして拓海さんがここに？）

　状況がさっぱりわからない。

「……どうしたんですか？」

　そう言うのがやっとだった。

「実花子が瀕死の重傷を負ったって」

「瀕死の、重傷？　私が……？」

　いったいどこからそんな情報が？　しかも瀕死だなんて。

「筋をちょっと痛めただけで……」

「ふたりともごめん」

　頭をかきながら白鳥が現れた。実花子をそっと引き離した拓海が、その場に立ち上がる。

「白鳥さん、ずいぶん誇張しましたね。瀕死なんて冗談が過ぎますよ」

　拓海は白鳥に釘くぎを刺した。

　どうやら白鳥が拓海に連絡をしたようだ。

「このくらいの荒療治じゃないと効かないと思ってさ」

　そう言って大きく息を吐き出し、白鳥は拓海にまっすぐ体を向ける。

「拓海くん、もういいんじゃないかい？」

（もういいって……？）

　それはつまり、拓海が実花子との別れを選んだのは、白鳥が以前話していたようなことがあったからなのだろうか。実花子の身に危険が及ばないように別れを選んだと。決して嫌いになったのではないと。

「実花子ちゃんがどうして護身術なんて習ってるかわかるかい？」

「白鳥さん！　それはいいんです！」

　拓海に暴露する必要はない。

　実花子が慌てて止めに入ったが、白鳥は優しく諭すような目で実花子を制した。

「自分の身は自分で守れるようになるためなんだよ」

　拓海の瞳が揺れる。そのまなざしがゆっくり実花子へ向けられた。

「それでもこのまま別れてしまっていいのかい？」

　白鳥はそう言うと、拓海の肩をひと叩きして処置室を出ていった。

　カーテンで仕切られた狭い空間に、拓海と実花子のふたりきりになる。

　居心地の悪い空気に包まれるなか、拓海がゆっくり口を開く。

「ごめん、実花子」

　喉の奥から絞り出したような声だった。実花子が苦しくなるくらいに切ない目で見つめる。

「ひどいことを言って実花子を傷つけた」

　拓海はもう一度実花子を抱き寄せた。

「嫌いになれるはずなんてないのに」

　拓海の掠れた声が耳に響く。

　抱きしめる腕の力が強まると同時に、胸のわだかまりが薄れていく。

「ごめん、ほんとにごめん、実花子」

　何度も謝り、そのたびに抱きしめる腕の力が増していく。

　きっと実花子よりも拓海のほうが苦しかったはず。意思と反することを相手にぶつけるのは、自分の心にも嘘をつかなくてはならないから。

　そんな思いをしてまで実花子を守ろうとしたのだと知り、胸が締めつけられた。

「では、こちらにどうぞ」

　看護師の声と共にカーテンが勢いよく開けられる。べつの患者を案内しようとしていたらしく、看護師は実花子たちを見て目が点になった。

「すみません！」

　拓海からパッと体を離して慌てて謝る。

「す、すぐに出ます」

　床に足をつこうとした実花子は、不意に拓海に抱き上げられた。

「これじゃ歩けないだろ」

「だ、大丈夫ですからっ」

　そう言ったところで下ろしてくれはしないだろう。

　拓海は実花子の抵抗に構わず、「失礼しました」とその状態のまま看護師に頭を下げて処置室から出た。

　外で待っていた白鳥が、実花子たちを見て満面の笑みを浮かべながら大きくうなずく。その隣で高木は呆気にとられたような顔をしていた。

「実花子は俺が送っていきますので」

「ああ、そうしておくれ。そのつもりでここへ呼んだんだからね」

　白鳥はそう言いながら、高木の肩を片手で引き寄せる。

「さてと高木先生、これから一杯どうですか？」

　空いているもういっぽうの手でグラスを傾けるような仕草をした。

　歩きはじめた拓海の肩ごしに実花子が振り返ると、白鳥はぎこちないウインクを飛ばしてよこした。




　拓海の車の助手席に乗せられ発進する。

　隣に拓海がいる展開が実花子にはまだ信じられず、鼓動が異様な速度でリズムを刻んでいる。

　もしかしたら高木に指導されている最中に頭を打って気を失ったのかもしれない。これは夢なのかも。

　そう考えて腿ももを思いきりつねってみる。その痛さに口から小さなうめき声を漏らしたら、拓海は「怪我した足が痛い？」と前を見たまま尋ねた。

　首を横に振る。むしろその痛みは忘れていたくらいだ。

「拓海さんとこうしてるのが信じられなくて」

「ごめん。本当に悪かった」

「私こそごめんなさい」

　もう一度謝らせたかったわけではない。

　赤信号で止まると、膝にのせていた実花子の右手を拓海が握った。

「実花子はなにも悪いことはしてない」

　悪いのは全部自分だと言っているようだった。

「俺が弱かっただけだ。実花子の身になにかあったらと思うと怖くて。だから逃げた」

　小さく息を吐き、視線を前へ戻す。

　自分が離れることで実花子を守ろうとしたのだから、弱くはない。むしろ弱いのは実花子のほうだ。自分の気持ちを押しつけて、嫌いでもいいからそばに置いてほしいなんて拓海の想いも考えずに。

「でも、もうそう考えるのはやめた。実花子は俺が守る」

　もう一度、拓海が実花子をまっすぐ見つめた。強い決意を感じさせる彼のまなざしに、熱いものが込み上げてくる。潤んだ瞳で見つめ返したら、クラクションの音がうしろから鳴り響いた。ハッとして前を見て、信号が青に変わっていたと気づく。

　苦笑いを浮かべながら拓海は車を発進させた。




　なんとか自力で歩けるからお姫様抱っこはやめてほしいと実花子は懇願したが、拓海にそれを突っぱねられた。

　祐介にひと言謝りたいと言う彼に再び抱きかかえられ、自宅のドアを開ける。

「おかえり、ねえちゃん。って、え!?」

　出迎えた祐介は素っ頓狂な声をあげた。

　そういえばふたりがはじめてここで対面したときも、こんな体勢だったと思い出す。しかし今はそれよりも、祐介は拓海がいることに驚いているのだろう。

「どういうこと？　どうして椎名さんが？　ってか、ねえちゃん、その怪我は？」

　祐介は一度にいろんなものを目にして、気が動転しているようだった。

　拓海はそのまま部屋にあがって実花子をソファへ下ろし、祐介に向かって上体を九十度に折り曲げた。

「祐介くん、悪かった」

「え？　なになに？」

「いろいろと心配をかけて申し訳なかった。キミのお姉さんにひどい仕打ちをしたことも。この通りだ、許してほしい」

　祐介はおろおろしながら拓海を見て、それから実花子を見た。どうしたらいいのか混乱しているらしく、実花子に助けを求めているような目だった。

「ちょっと椎名さん、やめてよ」

　祐介が無理に頭を上げさせる。

「許すも許さないもないよ。それはふたりの問題なんだし」

　ずいぶんと大人びた発言をするようになったものだ。

　拓海はその言葉を聞いて安心したのか、ふっと表情を和らげた。

「ありがとう、祐介くん。お姉さんと、また以前のようにお付き合いさせてもらおうと思ってる。……といっても、まだ了承してもらってないんだけど」

「えっ……」

　ふたりの視線が急に実花子に注がれ、今度は実花子があたふたする。

（了承もなにも……）

「そんなのオッケーに決まってんじゃん」

　実花子が答えられずにいたら、祐介が代わりに笑い飛ばす。

「だって、ねえちゃん、ずっと椎名さんのこと待ってたんだから」

「祐介！」

　余計なことは言わないでほしい。祐介は、諌いさめた実花子にどこか勝ち誇ったような顔をした。

「それじゃ、いいんだね？」

　拓海が柔らかく微笑む。座っている実花子の前に片膝をついて手を取った。

　懐かしい笑顔が実花子の胸を高鳴らせる。とても恥ずかしくて、彼から目を逸らしてうなずいた。




　それから一カ月がまたたく間に過ぎていった。実花子の足はあれから一週間程度でよくなり、今はまったく問題なく仕事へ行っている。

　久しぶりに一休のドアを開けると、やはりというか、そこに白鳥の顔を見つけた。

「よう！　実花子ちゃん」

「足のほうはどうだい？」

　白鳥に会うのも久しぶりだ。怪我で仕事を休んでいるときに、一度だけ拓海と一緒に自宅にお見舞いがてら日本酒を持ってきてくれて以来である。

「もう、この通り」

　その場で足踏みをしてみせる。痛みもまったくない。

「それはよかった」

　白鳥は自分の隣の空いている椅子を引いた。

「あれからふたりはうまくいってるみたいだね」

「もう、白鳥さん。やめてくださいよ」

　白鳥の目にはからかいの色はまったく見えなくて、実花子たちのことを本当に喜んでいるようだった。それが余計に実花子の顔を赤くする。

「それで結婚はいつ？」

「まだそんなところまでいってないですってば」

　やっと付き合いはじめたところと言ったほうが正しい。白鳥にお見合いで紹介されてから四カ月が経過したが、ふたりはまだスタートラインに立ったばかりだ。

「そうか。いやぁ、楽しみだねぇ」

　グラスの焼酎をチビチビやりながら、白鳥は酔いで目の下をほんのりと赤く染めていた。

　実花子もいつもの日本酒を頼み、次から次へと焼き鳥を注文する。

「相変わらず気持ちのいい食欲だね」

　そう言われて躊ちゅう躇ちょする。マスターに「やっぱりハツとカワはやめておきます」と断ったら、白鳥に「ごめんごめん」と謝られた。

「実花子ちゃんはその食べっぷりがいいんだ。悪いことを言ったね。気にせず食べとくれよ」

　今はまだ二十代で代謝がいいけれど、この食べ方で三十代、四十代といくと、肥満の道は免れないかもしれない。それこそ生活習慣病になりかねない。

　なんて一瞬思うものの、食欲に勝るものはない。

「マスター、やっぱり今の全部お願いします」

　とりあえず今は食べると決める。

　そんな実花子を見て、白鳥は満面の笑みだった。

「そういえば白鳥さん、大里さんと菊池さんはどうなるんですか？」

　あの事件後、ふたりはどうなったのか、ずっと気になっていたのだ。

「そうだなぁ……。彼女は直接手を下していないけど、懲役一年以上十年未満といったところかな」

「それじゃ、大里さんは？」

「彼は無期懲役か十年以上が下されるだろうね」

　ふたりとも実刑が下されるという。

　実花子は被害者のはずなのに、どういうわけかふたりの刑罰ができるだけ軽くなるようにと願っている。たぶんそれは、ふたりの人柄にほんの少しとはいえ触れたから。

　実花子を連れ出した大里は、決して実花子を傷つけようとはしなかった。自分の才能に活路を見出せず、視野が狭くなったためにああいうやり方しか思いつかなかったのだろう。

　それは真里亜も同じ。ほんのいっときの気の迷いで、あんな事件を起こしたのだろうから。

　そんなふうに考える実花子は甘いだろうか。

「実花子ちゃんは複雑かもしれないけど、拓海くんはふたりが出所したら手助けをするつもりでいるよ」

「拓海さんが？」

「大里さんのプログラミング技術は以前から買っていたし。菊池くんがあんなふうに追い詰められたのは、自分が彼女の気持ちを汲んであげられなかったせいもあると考えているみたいだからね」

　それは拓海らしい。ふたりがどうなるのか実花子も少なからず心配だったため、白鳥の話を聞いて安心した。

「あれ？　実花子ちゃん、あんまり複雑って顔してないな」

「よかったなと思って」

「ハハッ、さすが実花子ちゃん」

　白鳥は豪快に笑い飛ばし、実花子の肩をバチンと叩いた。










エピローグ




　仕事を終えてビルを出る。

　午後五時半。空はまだ明るく、秋の気配を時々感じるものの、まだ生ぬるい空気が実花子の体を包み込む。冷房で冷え切った体にそのあたたかさが心地いいと感じたのは、ほんの一瞬だった。すぐに不快感に変わっていく。

　会社を出た交差点で信号待ちをしていた実花子は、うしろから抱き込まれるようにして突然腕を回された。

　驚きすぎて悲鳴ものみ込み、胸元に回された相手の左手を、自分の左手で握る。そのまま体をずらし、右肘で相手のみぞおちに一発。確保していた左手を右手に持ち替えて、腋わきの下をくぐって体を引き抜く。

「――っく」

　相手から短いうめき声が漏れた。

　夕方とはいえまだ明るく、歩道を歩いている人も大勢いる。白昼堂々と公衆の面前で痴漢を働くとは、なんという暴挙だろう。護身術を習っておいてよかったと思わずにいられない。

　ところが、改めて相手を見た実花子は目を剥いた。

「拓海さん!?」

　実花子が仕留めて悶絶していたのが拓海だったのだ。

「えっ、ご、ごめんなさい！」

　どうしてうしろから抱きつくような登場の仕方なんてしたのか。

「……もっとお手柔らかに頼むよ」

「痴漢だと思ったんです」

　実花子の手を握って拓海が立ち上がる。行き交う人はみな、どことなく憐れみの目を向けていった。

「護身術も侮あなどれないな」

　相当痛かったらしい。手首を執しつ拗ように撫でまわし、やれやれといった表情だ。

「本当にごめんなさい。でも、どうしてこんなところに？」

　メディアテックに設置していた拓海の部屋は、もうとっくに引き払われている。誰かと打ち合わせでもあったか。

「実花子を迎えに来たんだよ」

「えっ、そうなんですか？」

　それなら前もって電話でもくれればよかったのにと思わずにはいられない。

　拓海は、「それじゃ行こうか」と実花子の腰に手を回した。

　近くに路上駐車されていた彼の車の助手席に乗り込もうとして、後部座席から覗かせたもうひとつの顔に驚かされる。

「祐介!?」

　今度は祐介の登場だった。

「拓海さんが学校まで迎えに来てくれたんだ」

　祐介は、いつの間にか拓海のことを名前で呼ぶようになっていた。

　夕方で車の通りも増える時間。路駐のため、いつまでももたもたするわけにもいかない。実花子はひとまず助手席へ乗り込んだ。

「どこに行くんですか？」

　ハンドルを握る拓海の横顔に問いかける。

「三人の未来」

「なんですかそれ」

　実花子は思わず笑った。

「いいから、黙って乗ってて」

　拓海が不満そうに軽く口を尖らせる。

　そう言われれば、実花子は黙るほかない。後部座席の祐介も「へいへい」と言いながら、シートに背中を預けた。




　車で走ること三十分。拓海がゆっくりと停車させたのは、見知った街の一角だった。実花子と祐介が暮らすマンションは目と鼻の先だ。

「着いたよ」

　先に降り立った拓海に続き、実花子と祐介も車から降りる。目の前には、ベージュの外壁の大きな建物がそびえ立っていた。

「こっちだよ」

　祐介と顔を見合わせ、歩きはじめた拓海を追いかける。

　エントランスのガラスの両開きドアが自動で開くと、右手奥には郵便受けがズラリと並んでいた。見た感じからすると、まだ建って間もないマンションのようだ。

　広いエントランスにあるセキュリティロックの前に立ち、拓海がそれを解除する。自動ドアが開き、突きあたりにあるエレベーターに乗り込むと、このマンションが五階建てだとわかった。

　拓海が階層パネルをタッチし、実花子たちは五階まで運ばれていく。

　エレベーターを降りて何部屋かを通り過ぎて、一番奥のドアの前で拓海が立ち止まった。もう一度、祐介とふたりで顔を見合わせる。

　いったいなにをしようというのだろう。

　拓海はドアを開き、実花子たちに場所を譲って、先にどうぞという仕草をした。

「お邪魔します」

　小さく言いながらふたりそろって中へ入ると、真新しいにおいが立ち込めていた。

　玄関で靴を脱ぎ、廊下を進む。その先にある両開きのガラス戸を開けたら、広々としたフローリングの空間が現れた。オフホワイトの壁紙は新しさも手伝って清潔感いっぱいだ。大きな窓があって解放感も抜群。まだ家具類はなく、片隅に段ボール箱がいくつか積み上げられている。

「ここ、どうしたんですか？」

　振り返って拓海に尋ねると、「さっき言った通りだよ」と笑った。

「言った通り？」

　たしか、三人の未来だと言っていたが。

「もしかして、ここに三人で住むってこと？」

　先に口を開いた祐介に拓海が大きくうなずく。

「えっ、嘘……」

　今度は実花子からポロリと言葉がこぼれる。

「実花子と結婚して、祐介くんも含めた三人で一緒に暮らすって約束したはずだ」

「そうですけど」

　拓海が住んでいる部屋に一緒にという話だったし、なにより唐突すぎる。

　もともとの出会いがお見合い。実花子たちは結婚を前提に付き合ってきた。別れる前には一度プロポーズもされている。でも、それもいったんお預けの形になっていたため、結婚がいきなり現実味を帯びて面食らってしまうのだ。

「ここなら祐介くんが転校する必要もないし」

「あっ」

　実花子は思わず口を手で覆った。

　そういうことだったのだ。今の拓海のマンションでは、祐介は学区外になる。拓海はそれを考慮して、わざわざ今住んでいる地域で新たな住まいを見つけてくれたのだ。

「拓海さん、いい人すぎるよ」

　祐介の言う通り。実花子だけではなく祐介のことをきちんと考えてくれているのは、なによりもうれしい。

「俺がそうしたくて勝手にやってるだけ。つまり自己満足」

　にこやかな笑顔を祐介に向けた。

「先に、ちょこちょこ自分の荷物は運んでるんだ」

　積み上げられたダンボール箱は拓海の引っ越し荷物らしい。

「祐介くんの部屋は、あそこなんてどうかと思うんだけど」

　リビングに面したドアのひとつを指差した。

　その言葉に祐介は「やった！」と、軽いステップを踏むようにしながらドアを開けて入っていった。

「拓海さん、ありがとうございます」

　それ以外に言葉が見つからない。

「祐介くんが中学を卒業するまで待てば済む話だったんだけどね。それまで俺が待てない」

　拓海が目を細めて笑う。

　待てないと言われて心がくすぐったい。照れくささに拓海から視線を逸らしたら、あるものがふと目に留まった。

（あれは……）

　ダイニングとキッチンの間にあるカウンターに目を凝らす。そこには、ここにあるはずのないものが置かれていた。

（嘘。だって、あれは処分するって……）

　その正体がわかり、胸がドキドキと張りつめてくるのを感じた。

　ゆっくりカウンターに近づき実花子がそれを手に取ると、拓海がうしろからふわりと抱きしめた。

「拓海さん、これ……捨てなかったんですか」

「捨てられるわけがないだろ」

　それはあの写真だったのだ。別れたあとに祐介の策略で行った遊園地。観覧車の前でスタッフに無理やり撮らされた写真だ。

　処分しておくと拓海が預かったものが、今ここにある。

　写真のふたりには微妙な距離が開いていて、表情は能面のように真顔。恋人同士には絶対に見えない写真だ。

　ぎこちなさに笑う反面、思い出したら切なくなる。あのときは、実花子だけでなく、拓海もつらかったのだ。

「実花子、本当に悪かった」

　拓海の少し掠れた声に息が詰まる思いがする。実花子はその腕の中で首を横に振った。そんな拓海の気持ちも知らずに、自分の想いを押しつけたことが悔やまれる。

「あのとき、実花子を抱きしめたくて、俺がどれだけ我慢したか……」

　拓海は実花子を振り返らせ、両肩に手を置いて熱いまなざしを向けた。

　するとそこで、軽い咳払いが聞こえてハッと息をのむ。

「俺、ちょっとコンビニに行ってくるからさ。喉も渇いたし」

　祐介だった。拓海に夢中になりすぎて、すっかりその存在を忘れていた。

「あ、うん……」

　拓海とふたりで恥ずかしさにうつむく。

「あーあ、見てらんないよ。ったく」

　祐介はそんなことを言いながら、玄関から出ていった。彼なりに気を使ってくれたらしい。

「あ、そうだ」

　拓海はそう言うなり、スラックスのポケットをまさぐる。

　中から取り出したのは、見覚えのある深い緑色の小さなケースだった。以前、セレンディピティでもらい損ねた指輪だ。

　いったん拓海のもとへ戻っていたそれが今ここに……。胸いっぱいに熱い想いが広がっていく。

　拓海は指輪を取り出し、実花子の左手を取って薬指へはめた。

　高鳴る鼓動は、どうにも隠しきれない。

「実花子、結婚しよう」

　拓海は、まっすぐ真摯な瞳で実花子を見つめた。

「……はい」

　答えると同時に拓海が実花子を引き寄せる。実花子はその腕に強く抱きしめられた。

　出会ったときから何度となく『結婚しよう』と言われたが、今の言葉はそのどれとも比べものにならないほどの胸の高鳴りを覚える。故障を心配するほど心臓が震えた。

　実花子をそっと引き離した拓海の顔を見上げると、熱い視線が交差する。

　焦れるくらいに見つめ合ったあと、拓海の唇が降ってきた。

　最初は軽く触れるだけ。徐々に深くなる口づけに体がふわふわしてくる。

　拓海のキスはいつだって優しい。実花子の息づかいを確かめながら、ひとりよがりのキスは絶対にしない。ゆっくりと気持ちを高めていくような拓海の口づけに、実花子は気づけば溺れている。もっとその先も。そう思ったところで、拓海の唇が離れた。

「この先は今夜」

　急に冷ますことを余儀なくされた気持ちをなんとか鎮める。実花子の落胆ぶりに気づいた拓海は、意地悪な目で笑った。

「そうだ、拓海さん」

　ひとつ思い出したことがある。それは、ずっと聞きそびれていたことだった。

「拓海さんが襲われてホテルに身を隠していたとき、私に助けられたって言っていたでしょ？　あれはどういう意味？」

　その場にいたわけでもないのに実花子が助けたとはどういう意味だったのか。白鳥にも拓海に聞くといいと濁されたままだった。

　拓海は「あぁ、そのことか」と小刻みにうなずきながら実花子から離れ、キッチンカウンターの引き出しを開ける。

　実花子のもとに戻ってきた彼の手には、ついさっき胸ポケットにしまったものと同じケースが握られていた。

　でもよく見てみると、その蓋ふたの部分にはざっくりと大きな切れ込みが入っている。

「これが俺を守ってくれたんだよ」

　拓海は軽く微笑みながら、そのケースを開けた。

　中には実花子の薬指にはめられているものと同じ指輪が収められていた。台座部分にも蓋同様の切れ込みがあり、指輪にも細い傷がついている。

　実花子は驚いて拓海の顔を見た。

　あの事件当夜、これが胸ポケットに入っていたおかげで、刃物が拓海の胸を貫かずに済んだのだろう。あの日、コンビニに現れたのはプロポーズするためで、でも祐介の怪我があってタイミングを失い、ポケットに入れたままになっていたのが幸いしたのだ。

「……本当によかった」

　思わず拓海に抱きつく。

「実花子が助けてくれたんだよ」

　拓海の優しい声に目の奥が熱くなった。

「私はなにもしてません」

「実花子と結婚したいと思ったからじゃないか。そうじゃなきゃ、この指輪は存在していなかった」

　拓海は実花子を抱きしめながら髪をそっと撫でた。

　ふたりの間に起きたすべてのことが今につながっていると思えてならない。

「この指輪は、実花子同様に俺の宝物」

「それはくれないんですか？」

「おいおい、そんなに欲張ってどうするんだよ」

　実花子を引き離した拓海がいたずらっぽく笑う。

「欲張ってるんじゃないんです。新しいものを買わなくても、私はそっちでよかったのに」

　拓海の命を守ってくれた指輪なら、実花子も大事にしたい。

「傷がついたものを実花子にはあげられない」

「その傷は勲章です」

「いいや、そういうわけにはいかない。これは俺の宝物にするんだから」

　おもちゃを取られまいとする子どもみたいに、拓海はそれを自分のうしろに隠した。

「そこまで言うなら、取り上げないから安心してください」

　思わず笑みがこぼれる。

「それと、もうひとつお願いがあるんだけど」

　もう奪われることもないと安心したのか、そのケースをポケットにしまい、拓海が実花子の両肩に手をのせた。

「護身術を習うのは、もうやめてもらえる？」

「え、どうしてですか？」

　なかなかいいい線までいっていると自負しているのだけれど。よほどのことがない限り、自分で自分の身は守れそうだ。

「さっきみたいにやられたらたまらない」

　つい先ほど拓海に技をかけてしまったときのことを思い出した。

　たしかに悪いことをしたとは思うけれど……。

「あれは、拓海さんがあんなところで不意をついて抱きついたりするからです」

「驚かせようと思っただけ」

「ひと声かけてから抱きついてください」

「無茶苦茶なこと言うなよ。それじゃ驚かせられないじゃないか」

　拓海は眉をひそめた。

「それ以上、強くなられても困る」

「私、そんなに強いですか？」

　拓海は実花子の反応を見て、おもしろそうにニヤッと笑った。

「木によじ登ろうとしたり、男ふたり相手に喧嘩したりね。……それに、実花子が若い男と密着するのはあまりいい気分じゃない」

「えっ、それって――」

「とにかく護身術はもう必要ない」

　実花子を遮って、拓海はきっぱり言い切った。

　高木にヤキモチをやいていたのだと知り、なんとも言えずくすぐったい。

「はい、わかりました」

「素直でよろしい」

　ポンポンと頭を撫でられる。

「これからは俺が守るから」

　頭から下りてきた手が実花子の頬を撫でる。拓海の長い指先が顎にかけられ、そのまま持ち上げられた。

　拓海の熱いまなざしが実花子を射抜く。まっすぐに見つめられて動けなくなった。

　瞼をゆっくり閉じ、唇に拓海を感じたそのとき、リビングのドアが開けられ、またもや祐介の咳払いが聞こえてきた。慌てて拓海から離れる。

「結構ゆっくり時間つぶしてきたんだけど、まだ足りなかった？」

　クスクス笑いながら言われて、顔が一気に熱くなる。

「そ、そんなことないからっ」

「そうだよ、祐介くん」

　拓海とふたり背を向け合う。明らかに挙動不審だ。

「もう一回、コンビニに行ってこようか？」

「大丈夫だから！」

　言われるほどに恥ずかしくなる。もう本当に勘弁してほしい。

「家は近いし、邪魔者は先にひとりで帰るとするか。ふたりでゆっくりしてきたら？」

　含ませたように笑いながら大きく伸びをした祐介は、そのまま背を向けた。

「ちょっと待てよ、祐介くん！」

「祐介、待って！」

　その背中を追いかけて、実花子と拓海は走り出した。
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ふたりきりの時間




　実花子を喜ばせること。それはなによりも自分の使命だと、拓海は感じている。

　入籍を済ませ、一緒に暮らすようになって三カ月。拓海は毎日、今日はどうやって実花子を笑顔にしようかと考えるのがたまらなく楽しい。

　仕事を終えて帰宅した拓海はシャインマスカットを入れた箱を提げたまま、キッチンに立つ実花子をうしろから片手で抱きしめた。

「ただいま、実花子」

　足音を忍ばせて近づいたため、彼女の肩がぴくんと跳ねる。

「やだ、拓海さん、驚かさないで」

　驚いた実花子はほんの少し唇を尖らせながら振り返った。

　その突き出た唇に、拓海は遠慮なく自分の唇を重ねる。そのまま味わい尽くしたくなるくらいに柔らかい。

「ただいま」

　唇を離してもう一度言うと、実花子は「おかえりなさい」と微笑んだ。

「これ、お土産」

　拓海が手にしていた箱を持ち上げる。

「毎日買ってこなくてもいいのに」

　実花子はそう言うが、拓海の楽しみなのだからやめられない。

「今日はシャインマスカット」

「えっ、マスカット？」

　実花子は、早速うれしそうに箱を開ける。そんな顔を見ると、その日の疲れもいっぺんに吹き飛んでいく。

「わぁ、おいしそう！」

　実花子の顔がぱぁっと華やいだ。

「祐介くんは？」

　部屋で勉強でもしているのだろうか。中学三年生だから今年は受験生だ。

「祐介なら今夜は友達の家で一緒に勉強だって」

「泊まりで？」

「みたい」

　実花子は目をキラキラとさせながらシャインマスカットを取り出し、さっと軽く洗った。

「もう食べるのか？」

「だっておいしそうなんだもん。食事のあとなんて待ちきれない」

　それでこそ実花子。彼女はひと粒口に放り込んだ。

「――ん、すごく甘くておいしい。ね、拓海さんも食べてみて」

　目を真ん丸にした実花子が、房からもうひと粒ちぎって拓海に差し出す。

「それじゃ、実花子が俺に食べさせて」

「え？」

「口移しで」

「な、なに言ってるの」

　にわかにおろおろしはじめ、実花子が顔を真っ赤にする。そんな仕草もそそるからたまらない。

　普段はふたりの寝室以外では極力べったりしないよう心がけ、祐介がいづらくならないように努めているが、彼が不在なら場所を気にする必要はない。

　拓海は実花子が手にしていたマスカットの皮を剥き、「開けてごらん」と口を開かせた。

　素直に応じた彼女の口にそれを入れ、続いて自分の唇を指差す。キスの催促だ。

　実花子は困ったようにしながら、拓海にそっと唇を重ねた。

　彼女の腰を引き寄せて口元を緩めると、おそるおそるといった様子で実花子がマスカットを舌で動かしてよこす。それを受け取ると、甘い芳香が鼻から抜けていった。

「うん、おいしいな」

　店員に絶対おいしいからと勧められるままに買ったが、その言葉は嘘ではなかった。

「でも、俺はこっちのほうがいい」

　拓海は実花子をさらに引き寄せ、奪うように口づけた。

「――んっ、たく……みさ……」

　ちょっと待って、と言おうとする唇を強引にねじ伏せる。

　自分がこんなにも女性に執着するとは思いもしなかった。

　実花子と出会う前の拓海には、恋愛そのものがゲーム同然。自分以外の誰かに心を許すなどありえなかった。両親が離婚したため、結婚には夢も希望もなかった。ただ便宜上、必要に迫られただけ。

　そのはずが、不思議なことに実花子に出会って変わっていく。

　自分を飾らないストレートな彼女の性格は容赦なく拓海の心を揺さぶり、少しずつ堅い殻にヒビを入れていったのだろう。それまで媚びを売る女性しか知らなかった拓海は、自分に見向きもしない実花子が新鮮でもあった。

　手に入れたいと思ういっぽうで、失う怖さに怯え、一時は自分から手放してしまったが、それは実花子への気持ちをより募らせるばかりだった。

　もう二度と彼女を離さない。

　そのときの想いがふと蘇り、キスに熱が入った。

「夕食の前に実花子が欲しい」

　唇を解放し、吐息を感じる距離で囁く。

　普段は祐介がいるため、そんなことは不可能。今だからこそという刹那的な想いが拓海の欲望に火をつけた。

「えっ、でも……」

　拒否の姿勢を見せる実花子だが、その目に熱が込められるのを拓海は見逃さない。

　エプロンを外し、ベッドルームに連れ去るべく彼女を抱き上げたら、実花子は観念したように素直に拓海の首に腕を回した。

「ビーフシチューが冷めないうちにしてね」

「それはどうかな」

　もしかしたら、このまま朝までというコースもありだろう。じっくりゆっくり、ふたりだけの濃密な時間を過ごしたい。

　拓海は意味ありげに微笑み、実花子をベッドに横たえた。
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あとがき




　こんにちは、紅カオルです。この度は本書籍をお手に取ってくださり、誠にありがとうございます。




　お見合い当日に相手と体を重ねてしまうというセンセーショナルなはじまりだったのですが、お楽しみいただけたでしょうか。

　お酒とおいしいものをこよなく愛し、さばけた性格の実花子は、今まで私が書いてきたヒロインの中でもっとも自分に近い感じがします。日本酒も焼き鳥も大好き（余談ですが、一ノ蔵が一番好きです）。

　じつは一休は、大学時代にひとり暮らしをしていたマンションの近くにあった焼き鳥屋がモデルです。とはいえ、いつもビジネスマンで賑わう店は、当時の私にはひとりで入る勇気がなく、うらやましい思いで横目にしながら通り過ぎていたのですが……。その一休は『お見合い婚　俺様外科医に嫁ぎました』にもサラッと登場していますが、お気づきになられたでしょうか。両主人公の父親が通い詰めた店でしたが。

　それにしても、実花子にはちょっと飲ませすぎたかな……と編集作業をしながら反省。毎度意識を失くすほど飲むのは、女性だったら危険ですよね。次からヒロインのお酒摂取はほどほどにしようかと思います。




　この度も、たくさんの方たちのおかげで本作を世に出すことができました。いつも朗らかな編集の福島さん、的確なご指示をくださった妹尾さん、麗しいカバーを描いてくださった大橋キッカ先生、そのほかにもかかわってくださった皆様、いつも本当にありがとうございます。

　また、最後まで読んでくださった読者の皆様にも感謝の気持ちでいっぱいです。

　この本が、皆様の束の間の休息のお供になっていることを祈りつつ、このような機会を通してまたお会いできる日を楽しみにしています。ありがとうございました！
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